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ようこそ天才学園へ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　これでいいのか、天才学園














「俺をポルノ作家と知ってて誘ったんだろ？」


　白いブラウスから浮かび上がる胸のふくらみは、まだ女子高生らしい不完全で張りのあるシルエットを見せつつ、速まる鼓動を隠しきれないで揺れていた。


「誘ったって……あんたがこんな所まで連れてきたんじゃん」


　まだ春になったばかりの夜。しかし今日一日はずっと蒸し暑く、涼もうと埠頭へ車を走らせたのは確かに俺だ。だが──。


「どこかで気晴らししたいって、言ったろ」


「だからってあんたとヤるなんて、勝手に決めんなよ」


「じゃあお前が決めるんならいいんだな」


　俺は女の肩に置いていた手を、撫でるように脇腹からスカートの裾へ動かした。


「ちょっ、あんたそれなりに売れてんだろ。十五歳犯したって、訴えてもいいのかよ」


　ビクッと、スカートごしに女の肉体が反応する。若い太股の、しなやかな動き。


「真剣だったと主張してもいい。どちらにしろ捕まるだろうがな」


「じゃあもうやめろよ。明日も学校があるんだ。さっさと帰しなって」


「ふん……あの秀才ばかり集めた息苦しい学校か。そりゃ気晴らしもしたくなるってもんだ」


「秀才じゃなくて、天才だよ。あたしだって一応才能を認められたんだからね」


「なんの才能だ？」


　──俺は答を待たずスカートをたくし上げ、太股の付け根に指を這わせる。そこで汗とも体液ともつかぬ熱い感触をつかんだ。


「どうやら、ヤりたいと決めたのはお前のようだな」


「……そうやってなんでも人のせいにして追いつめて、サイテーだよあんた」


「これでもまだ犯したと、言えるのか？」


　俺は口の端を上げ、女を最後まで守っていたショーツに手をかけた──。












　ぽたりぽたりと紅あかい滴しずくが染しみを広げている。血……鼻血が溢あふれ……。


「やばっ!!」


　ぼくは慌あわてて天を仰あおぎ、書いていた小説から顔を離はなす。


「久々の紅の聖書レツド・バイブル……。いつもより汚よごしちゃったな」


　筆がのった部分に血けつ痕こんが残るぼくの原げん稿こうはそう呼ばれ、重宝されている。身も蓋ふたもなく性書と呼ぶ者もいるが……。


「いつか鼻血多量で死んじゃう気がするよ」


　ティッシュを鼻につめ、残りのページを一気に仕上げてしまった。


　携けい帯たい電話の時計を見ると朝の四時半を指している。もう少しで電車の始発だ。結局、徹夜してしまったらしい。


　ぼくは部屋着を脱ぬいで準備してあった制服に着き替がえる。シャツは白色で襟えりが立っており、襟先だけが前へ折れていた。オレンジ系の装そう飾しよく布ふをその襟に巻くと胸の前で交差させピン留めする。あとはズボンとベストを着用し、紫むらさきを基調としたモーニング風のコートを着た。


　一言で例えれば、西せい欧おう貴族を思わせる制服だ。ずいぶんと格式張った恰かつ好こうをさせる。近くに置いてあった鏡で己おのれの姿を見ると、高貴な服があまりに馴な染じんでおらず気き恥はずかしくなった。


「あの学校なら、ぼくのことも受け入れてもらえるよね……きっと」


　鏡に己の苦く笑しようが映る。


「丈たけ途と、準備はできたの？」


　部屋の外から母の声が聞こえた。ぼくは扉とびらを開け、完成した原稿を母に渡わたす。


「時間がないからあとでＦＡＸしといて。父さんにもよろしく！」


　期待と不安から駆かけ出るように家を出た。そこから約五時間。電車とバスを乗り継ついで目的の場所へと向かう。








『閃ひらめき学園高等学校』


　ひとけのない山奥に、冗じよう談だんめいた高い鉄てつ柵さくの門がそびえていた。門の外側と内側にひとりずつ守衛とおぼしき厳いかつい男の人がおり、直立不動で警備にあたっている。学園名の書かれた看板がなければ軍事施し設せつとでも思いたくなるような外観だ。清すが々すがしい風も、緑の強い匂においも、一いつ瞬しゆんでぶっ飛んだ。


　門からは緩ゆるやかな上り坂が伸のびており、奥の建物はなにひとつ見えない。道の先をのぞきながら門に近づくと、それまでまったく動かなかった守衛さんが視線を遮さえぎるように立ちはだかり「ＩＤを！」と張りのある声を出す。


「ＩＤ？」


「生徒手帳です」


　なぜ生徒手帳にそんな物々しい言い方を……と思っていると、取り出した手帳の裏表紙が顔写真とＩＣチップ付きの身分証になっていた。守衛さんがそれを手持の機械にかざして読み取らせると、鉄柵の門が横にスライドして道をあける。


「御ご入にゆう学がくおめでとう御座います！」


　敬礼付きの大声に一瞬びびり、危あやうく「すみません」と言いそうになった。守衛さんはこちらのそんな反応を気にした様子もなく門の脇わきにひかえ、ぼくが通るのを待っている。


　……一度入ると二度と出られないとか、そんな校則なかったよな。


　我ながら馬ば鹿かなことを考えつつ、かなりの勇気をもって門の奥へと進んでいった。


　坂をのぼりきった所でやっと視界がひらけ、学園の全容がわかる。周りを木立に囲まれる中、何棟とうもの建物が充じゆう分ぶんな間かん隔かくをおいて点在していた。高校というより大学のキャンパスを連想させる造りだ。


「今日からよろしくな。閃学園」


　式場である体育館に着くとほどなくして入学式が始まる。正面のステージにかかっていた幕が上がり、紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が現れた。がっしりとした体に長い白はく髪はつと立派な白髭ひげ。どうしようもなく威い厳げんを漂ただよわせるこの人物には見覚えがある。閃学園の理事長兼けん校長黒くろ樹き水すい墨ぼくその人だ。


　高鳴る鼓動を抑おさえつつ見つめていると、校長は足元に置かれていた身の丈たけほどの筆を担かついで墨ぼく汁じゆうを吸わせていた。次いで床ゆかに敷しかれていた大きな紙を睨にらみつけると、体全体を使って何事か書き始める。


『閃ひらめき』


　ワイヤーで持ち上げられた紙にはその一文字が記されていた。あまりの達筆ぶりに校長が書道の大家だったことを思い出す。


「天才とは一パーセントの閃ひらめきと九十九パーセントの汗である！」


　耳をつんざくほどの大声であった。まずはこの学園にふさわしい有名な格言であいさつしようということらしい。発明王エジソンの言葉で、意味は確か九十九パーセントの努力こそが天才を生むという──。


「ゆえに無む駄だな努力はするな！　天才である諸君に、そんな時間の浪ろう費ひは許されない！」


　あれっ……。なんかぼく、間ま違ちがったっけ？


　予想していたものと違う台詞せりふに周りを見ると、なぜかみんな校長の言葉に頷うなずいている。


「ただ努力すればいいなどという考えを持つ人間はこの学園にいないと思うが、あえて言おう。一パーセントの天才的閃きがなければ、九十九パーセントの努力は徒労に終わる。しかし一パーセントの天才的閃きを信じ九十九パーセントの努力をやり通せば、きみたちは新しい時代を切り拓ひらくであろう！」


　きょろきょろと周りの様子をうかがうぼくとは対照的に、みんな落ち着き払はらって話を聞いていた。少し、違い和わ感かんを覚える。


「世間がなにを言おうと気にするな！　きみたちはただ己おのれの閃きを信じ、その証明のため最後まで戦え！」


「「おぉ!!」」


　後ろにひかえる在校生の席から喚かん声せいが上がる。その勢いに圧おされてたじろぐぼくをよそに、新入生たちは苦く笑しようすらしていた。まるで「今さらそんなこと熱弁しないでくださいよ」と言わんばかりである。ぼくとのこの温度差はなんだろう。もしかしたらとんでもないところに入学してしまったのではないだろうか。その考えは次の瞬しゆん間かんに確定的なものとなった。


『一同、起立。校訓唱和』


　アナウンスとともに全員が立ち上がり、在校生代表の述べる校訓に続いてみんなでその言葉を繰くり返す。





　──閃きを信じろ


　──感性を信じろ


　──我が道をゆけ





　……やばい。この学園、かなりやばい。どういう教育をするつもりなんだ。個性を尊重する校風と聞いていたが、この校訓、おかしいだろ。


　ここは天才と呼ぶにふさわしい者だけが入学を許される、ある意味で超ちよう有名な私立高校だ。一クラス十五人程度の編制で三クラスの少人数制であり、しかも全ぜん寮りよう制せい。すべては天才たる生徒たちを世間の誤解や無理解から守るための制度である。私立校でこんな経営をしていては破は綻たんを避さけられないが、水墨校長がその莫ばく大だいな私財を投じて学園を守り抜ぬいていた。まさに才能の聖域サンクチユアリである。


　そしてぼくはよりによってこの学園に、ポルノ小説の才能を認められて合格したのだ。書いているのは十八禁のポルノではなく芸術であるポルノグラフィーだが、エロはエロ。「エロ小説で超有名私立に入れるなんてラッキー」などとお気楽なことを考えていた馬鹿な自分が怨うらめしい。まさか「時代を切り拓く」だなんて素すで言っている連中と今後三年間つき合うはめになろうとは……。


　そんなぼくの動どう揺ようをよそに式はつつがなく進んでいた。校長は新入生の氏名をすべて読みあげると入学許可の宣言をする。その後ステージに新入生代表の男子がのぼり、宣せん誓せいを始めた。


「宣誓！　我々は閃精神に則のつとり、誰だれがなにを言おうと我が道をゆくことを誓ちかいます！」


　……いい加減、この学園のやり方に突つっこむのも疲つかれてきた。聞かなかったことにしてステージから目をそらそうとすると、新入生代表の顔に見覚えがあることに気づく。


　ウェーブがかった茶ちや髪ぱつ、整った顔立ち、自信に満ちた大きい瞳ひとみ……。あの顔、数年前まで天才子役としてテレビに出まくっていた主しゆ屋や久く成なる樹きだ。千の仮面を持つ少年として大々的に売り出されていたうえ、あえて芸名でなく本名でデビューした同世代ということで記き憶おくに強く残っていた。


　そういう人物まで生徒になっているとはさすが閃学園だ。子役で売れると子役で終わるという芸能界のジンクスや本名で有名になった境きよう遇ぐうを考えれば、彼がここにいるのも頷ける気がした。


　入学式が終わり教室に移動するとホームルームが始まる。クラスメートの顔をきちんと見れる状じよう況きようになったのだが、入学式のインパクトから立ち直れずにいるぼくは周りに目をやるのも嫌いやでじっとしていた。


「はじめまして。私はこの一年三組の担任で、通常科目の国語を担当している与よ謝さ野の亜あ希きです。一年間よろしくね」


「──教室の扉を開け、スカートスーツを着た担任の女教師が現れた。酸すいも甘いも嚙かみわけた三十代半ばといったところだろうか。セミロングにした艶つややかな髪かみと整った顔を彩いろどるひかえめで丁てい寧ねいな化け粧しようは、大人の女の色気をある意味で強きよう烈れつに主張している。ブラウスから溢あふれんばかりの胸。スカートからのぞく豊満な太股。たった一目で男を虜とりこにしてしまうだけの魔ま性しようとも言うべき存在感は──」


「芥あくた川がわ丈たけ途とくん、よね？　なにを言ってるの？」


　先生が怪訝けげんそうにこちらを見つめている。名前を覚えてるのか、凄すごいな──って、やばっ！　いつの間にか脳内描びよう写しやを口に出してた!!


「な、なんでもないです！　ちょっと入学式で疲れたんで！」


「気分が悪いようだったら保健室に連れていってあげるわよ？」


「まったく全然かなり元気ですから!!」


　……こんな状況でも色気のある女性を見るとついポルノ小説に結びつけて考えてしまう自分が恐おそろしい。我ながら危険な職業病だった。


　先生は確かく認にんするように少しの間こちらを見ていたが、やがて顔をそらすと授業の科目選せん択たく制度について話を始める。この学園は高等学校として教えなければならない必要最低限のことは通常科目の教師が効率よく教え、生徒の人生設計に合った科目が選べる選択科目や才能を伸ばす自習にあてられる自由科目の時間をできうる限り充じゆう実じつさせていた。担任があえて「通常科目の国語を担当」と自己紹しよう介かいしたのはそのためだ。


「卒業後は国内から国外まで様々な進路をとるでしょうから、それに合わせて今後の人生を見み据すえた授業計画を立てていきましょう」


　なんともグローバルな話である。ぼくとしては「適当にやって卒業できそうな最善の選択を教えてください」と言いたいところだった。


「今日はこの時間が終われば解散です。自主的に練習や勉強をしたい人は学校の施設を自由に使って構いませんから、思う存分才能を磨みがいてくださいね。明日からは制服でも私服でも自由ですので、好きな恰かつ好こうで登校してきてください」


　校則では式典時だけ絶対に制服と決まっていたが、普ふ段だんは私服でも制服でもいい。閃きや感性を尊重する校風に見合った決まりであった。ちなみに式典時だけどうしても制服を強制するのは「将来偉い大だいな賞をとったときのための予行演習」なのだそうだ。ぼくには関係のないことだと思われた。


「そういえば美術関係の先せん輩ぱいで下着姿にボディーペイントで登校した人がいましたけど、宗教系の才能で入学した生徒たちとジハード聖戦を起こしかけたことがあるので、最低でも水着にする程度の気き遣づかいはしてくださいね」


　……いや、水着ならオッケーとかいう問題でもないだろう。


「まぁ彼女の場合は特別に感受性が強くって──」


　って、女だったんかい！


　校長といい担任といい、この学園の教師に常識人はいないのだろうか。というか生徒も生徒で教師のおかしな発言に反応が薄うすすぎる。なんだが頭痛がしてきた。


「きみたちの得意分野に関しては私じゃ答えられないことも多いけど、青春の悩なやみだったら喜んで相談にのるわよ。明日からよろしくね！」


　教室からは「どうも」だの「はい」だのずいぶんとバラバラな返事が聞こえてくる。まとまりのないクラスだなと思って周りを見ていると、先生と目が合った。


「……言っておくけど、性の悩みは自分で処理しなさいね」


　優やさしげに微笑ほほえむ先生は、思いっきり視線をこちらに向けたまま喋しやべっている。


　この人、絶対にぼくの仕事を知ってる！　知ってて今、ぼくに釘くぎを刺さしてる！


　弁解したくとも先生の素す敵てきな笑え顔がおを前に言いようがない。むしろ下手に喋ると本気でなにか考えていたと思われそうで嫌だった。ぼくはやり場のない感情に身み悶もだえしてしまう。


「あの……外で演奏したいんですけど、いいですか？」


　女の子が遠えん慮りよがちに手をあげていた。ショートヘアから跳はねるような寝ねぐせの立つ、赤みがかった髪の子だ。元々くせっ毛なのだろう。いろんな方向に毛先が伸びていて寝ぐせもたいして目立ちはしない。ただ小さな体とあいまって、高校生の教室に小学生がまぎれこんでいるかのような印象を与あたえた。


「鳴なる唐から……吹ふく音ねさんね。確かクラリネットの」


　彼女は黙だまって頷き、窓の外に視線を送る。陽ひの光は山の中にあるこの学園を心地ここちよく照らしていた。入学式ということで制服のコートを着ていたが、今日は少し暑いとすら思う陽気だ。女子の制服は男子と違って堅かた苦くるしくなく、裾の短い紫のワンピースドレスに飾りベルトとスカーフ、上着にはベージュのボレロといったかわいさ重視の恰好である。男子のモーニング風コートと比べれば風通しもよさそうで、日向ひなたぼっこをするにはおあつらえむきだ。


「寮りようの夕食が始まるまでは外で演奏しても大だい丈じよう夫ぶですよ。それ以降は音楽棟とう内で演奏してね。あと、吹音さんは木管だから陽には気をつけなさい」


　吹音と呼ばれた子は満面の笑みを浮うかべると、辞書大の黒いハードケースと楽がく譜ふを持っていきなり席を立った。


「ちょ、ちょっと待ちなさい。行くのは先生の話が終わってからね。わかった？」


　彼女は一瞬首をかしげたが「はい」と小さく言うと席に戻もどった。……小学生というより、幼よう稚ち園生かもしれない。


　先生は明日用意する物を手短に説明し、席せき替がえを始めた。ぼくは教室の中ほどの席となる。


「うまいこと男女がまざったみたいね。本日はこれで解散です」


　先生の声を聞くや否いなや、クラリネットの女の子は礼をするのも忘れて教室を駆け出ていた。








「お帰りなさいませ！」


　校舎を出て五分少々。着いた男子寮はタイル張りのマンションと見まがう造りだった。守衛さんが大声で迎むかえてきたため、ぼくはまたしてもびびってしまう。ここの守衛さんたちはいちいち声がでかい。全然アットホームじゃない。かなり体育会系的なものを感じる。これから毎日こんな汗あせ臭くさい対応をされるのかと思うと少し気がめいってきた。これがメイドさんだったら帰るのが楽しみでしょうがなかっただろうに……。


　受付で今日から入居するむねを告げると、寮母さんから簡単な説明を受ける。ここは二階から上が居住区で、一階には自習室やラウンジといった共用のスペースに加え売店や食堂などもあるらしい。


「学園内でお金を使うときは生徒手帳をカードリーダーにかざしてちょうだい。プリペイド型の電子マネーになってるからそれで支し払はらいが終わるわ。残高が減ってきたら寮の売店でチャージしてね。学園内では基本的に現金は遣つかえないから」


　生徒手帳がＩＤ兼お金とは、なくしたら一大事だ。


　ぼくはエレベーターに乗ると三階へ行って自分の部屋に入る。


　八畳じよう一間にダイニングキッチンと収納スペース付きで、バスとトイレは別々。男子寮という一点をのぞけば普ふ通つうのマンションとほとんど変わりなかった。しかし男子寮であるがゆえ、建物の中に入れる女性はここで働くおばさんたちだけと決まっている。たとえ彼女ができたとしてもこの部屋で甘い時間を過ごすことは叶かなわなかった。青春真っ直ただ中なかの高校生にとってそれはかなり厳しいことかもしれない。


「やっぱり、メイドさんくらいは必要だよ……」








　太陽の光が弱まったからだろうか、昼の陽気とは打って変わって多少肌はだ寒ざむい。風が出てきたせいもあるだろう。


　引ひつ越こし作業をある程度終えたぼくは、気晴らしに学園内の散歩をしていた。どこからか風に乗るようにして楽器のメロディーが流れている。素そ朴ぼくで温かな響ひびき。音の元を探さぐるようにして足を進めると、中庭を囲む木々の合間にひとりの少女が立っていた。


　夕ゆう陽ひの燃えるような色にあてられ、赤みがかった髪が太陽の煌きらめきのようだ。響いてくる音の飾かざり気のない美しさとあいまって、ぼくはその姿を目ではなく心で眩まぶしいと感じる。


　楽器はクラリネットだった。弾ひいているのは同じクラスのあの、子供じみた女の子である。名前は確か鳴なる唐から吹ふく音ねといった。ホームルームが終わって今までずっと練習していたのだろうか。音楽に造ぞう詣けいのないぼくだが、彼女の音が卓たく越えつしていることだけはよくわかった。


　鳴唐さんはこちらに気づく様子もなく演奏を続けている。小さな指をせわしなく動かして楽器を吹く姿はどうにも微笑ましい。


　いつの間にか彼女にだいぶ近い所まで足を進めていた。爪つま先さきになにかが当たったので視線を落とすと、辞書大の黒いハードケースが置いてある。ケースは開いており、クラリネットをいくつかに分解した形とおぼしき溝みぞがあった。どうやら楽器入れのようだ。中に小さな長方形の木もく片へんが何枚か散乱している。風で飛ばされたゴミがのってしまったのだろうか。


　ぼくは木片を取って間近で眺ながめる。その整えられた形は人工的に削けずったかのようで、ゴミにしては泥どろにまみれた様子もない。仄ほのかに木の甘い香かおりすら漂っており、空腹のぼくにとってそれはクルミやアーモンドといった森の産物を連想させた。腹を壊こわすことはないだろうと思い試ためしに舐なめてみると、なぜか湿しめっている。


　ふと、クラリネットの音が止まっていることに気づいた。視線を上げると、鳴唐さんが青ざめた顔でこちらを見つめ小刻みに震ふるえている。


「あ、あなた……なにしてるの？」


「お腹なかが減ってたんでちょっとね。でもおいしくなかったよ」


「おいしくって……まさか味見してたの!?」


「むしろ食べかねなかったけど」


「食べっ……!?」


　声をつまらせてむせる彼女を眺めていると、クラリネットにも長方形の木片がついていることに気づく。しかも、木片がついているのは口をつける部分だ。……ということはあの木片が湿っていたのは鳴唐さんの唾だ液えきによって水分が──。


　と、そこまで考えたとき、一ひと抱かかえはあろうかという大きな石がこちらに向かって飛んでくる。


「──えっ？　ちょっっ──うぐぁ！」


　不意のことで反応できず、頭部をもろに直ちよく撃げきしてしまう。


「だから……だから知らない人がたくさんいるの嫌いやだったの……」


　あの石、鳴唐さんが投げたのか。見た目より力があるんだね。などとどうでもいいことを考えつつ、薄れゆく意識の中、ほぼ初対面の女の子から浴びせられる罵ば倒とうの数々を甘んじて受ける自分がいた。


[image: ]




２　あくまでマウス・トゥ・マウス[image: ]







　目を覚ますと鳥のさえずりが聞こえてくる。澄すんだ空気と張りつめたような寒さ。山の朝は、身に沁しみる。


　どうやら鳴唐さんに石をぶつけられたまま気を失っていたらしい。携けい帯たいの時計を見ると朝の六時過ぎを指していた。


「……守衛さん、巡じゆん回かい中に見つけてくれなかったんだ。無む駄だに体育会系なくせに……」


　見捨てられた気分だ。山中の全寮制学校で都会の砂さ漠ばく的気分を味わわせてもらえるとは想像もしていなかった。


　とぼとぼと寮に戻りシャワーを浴びると、売店の弁当を食べて制服を着る。私服でもいいと言われていたが、毎日着る服を考えるのが面めん倒どうだったのでずっと制服で通すつもりだ。


　寮の一階におりるといきなり後ろから声をかけられた。


「きみ、同じクラスだろ？　どうせだから一いつ緒しよに学校へ行かないか」


　振ふり返ると、淡あわい栗くり色いろの髪をさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男が、笑え顔がおでこちらを見ていた。正直クラスメートの顔などろくに覚えていなかったが、相手が同じクラスだと主張しているのだからそうなのだろう。


「よろしくな」


　などと軽い返事で応こたえ、一緒に寮を出た。


　円えん修しゆう律りつと名のる彼も制服で登校していたが、着たときの印象がぼくとはまるで違ちがう。知性というか品性というか滲にじみ出るものがあり、見た目の端たん整せいさと合わさってまさに西せい欧おうの貴族を思わせた。


「それにしてもこんないい制服、お披ひ露ろ目めできても学校か麓ふもとの田舎いなか街がいいところだなんてもったいないよ。男子の制服ですらプレミアがついてるっていうのにさ」


「え？　プレミア？」


「そりゃそうさ。限られた人間しか手に入れられない貴重な服だからね。お小こ遣づかいに困った生徒がたまに売ってるって話もあるくらいさ」


　そ、そうだったのか。覚えておこう。


「学校側は制服をやたら注文する生徒をチェックしてるらしいけどね。ばれたら退学かもよ」


　……ちっ。


　律と軽く話している間に校舎に着いた。四階建てで一年生の教室は二階にあり、上の階に二年生・三年生と続く造りだ。ちなみに一階には職員室や応接室、理科室や調理実習室などがあった。


　クラスに入ると律はぼくの右みぎ隣どなりに座る。それでぼくのことを覚えていたのだろうか。


　教室には私服の者もいたが、結局は制服率が高かった。男子も女子も制服がオシャレなためあえて私服を着る必要がなかったのだろう。とはいえ軽装を好む者もいるらしく、長なが袖そでのシャツとジーパンで登校している女子もいた。一番後ろの席に座っている生徒で、机に一眼レフのカメラを置いている。ぼくより少し背が高く美人だったが、顔がきつい。シャープな眉まゆのせいもあるだろうが、それ以上に眼メ力ヂカラがある。素すで喧けん嘩かを売っているかのようだ。


　じっと見ていると不意に一眼レフの女と目が合ってしまい、思いきり睨にらまれた。条件反射で顔をそらしつつ、彼女には触ふれない方がいいと肝きもに銘めいじる。


　次いで自分の席の左隣を見ると、制服を着たポニーテールの女の子が目に入った。一見普通の子のようだがこんな学校にいるくらいだから普通ではないのだろう。


　他ほかのクラスメートも今のうちに覚えておきたかったが、あまり周りを見てばかりだと変な奴やつだと思われそうだったので担任の先生が来るのを大人しく待った。


　無事登校し終えて張っていた気が緩ゆるんだからだろうか。頭が段々と痛みだしてくる。触さわると、昨日石のぶつかった辺りにたんこぶができていることに気づいた。あとで軟なん膏こうを塗ぬろうかと考えているその間にも痛みはどんどん増し、痛みと同調するかのように木管楽器のような音まで頭に響いてくる。どうしてもやまないこの音、クラリネットに似ていた。


　……もしや、打ちどころが悪くて幻げん聴ちようが聞こえ始めたんじゃ……。


　担任の亜希先生が教室に来て出欠確かく認にんを始めてもクラリネットの音はやまなかった。律に木管系の演奏が聞こえないか尋たずねようとしたが、幻聴が確定すればそれはぼくの死を意味しかねないので理性を保つ自信がなく、聞く勇気が持てない。


　出欠確認が鳴唐さんのところまでくると、先生は点呼をやめ室内を見回す。教室に鳴唐さんの姿がなかったのだ。ほどなくして先生はなにかに気づいたらしく、音楽棟とうの方に目を向けた。


　よく聞くとさっきから響いている演奏も音楽棟から流れている気がする。そして、クラリネット奏者の鳴唐さんが教室にいない。まさか──。


　ぼくは弾はじかれたように走り出し、音楽棟を目指した。


　神様。どうか幻聴でありませんように！








　音楽棟の前に着くと、鳴唐さんが二階の窓のそばで演奏している姿が見える。……よかった。脳の深刻なダメージで幻聴が聞こえていたわけではなさそうだ。


　音楽棟に入ろうとすると亜希先生が追いついてきた。


「急に走り出してどうしたの!?」


「命がかかってましたから！」


「え？」


「いえ……クラスメートを放ほうっておけなかっただけです！」


　ぼくは二階で演奏する鳴唐さんを指す。先生はそれで納なつ得とくしたようで、ふたりして彼女の元へと向かった。


　鳴唐さんはよほど真しん剣けんに演奏しているらしく、ぼくたちが近づいても気づく様子はない。一体いつから練習していたのだろうか。


　よく見ると彼女の手は土で少し汚よごれていた。まさか、ぼくに石を投げたときの汚れがいまだについたままだなんてこと、ないよな。


「鳴唐……さん？」


　ぼくは彼女の肩かたに手をかけ、こちらに気づかせようとする。


　バタンッ！


　支えのない人形のように鳴唐さんはその場に倒たおれ、辺りに譜ふ面めんが散乱した。


「ぼ、ぼくじゃないですよ」


「完全に丈途くんのせいじゃない」


「ぼくは振り向かせようとしただけで──」


　鳴唐さんは倒れたまま痙けい攣れんし、小さな口をぱくぱくさせている。何事かうめいているようだったので耳を近づけ、声を必死に聞き取った。


「さ、酸素！」


「酸素？」


　首をかしげるぼくをよそに、先生はどこかへ走り去ってしまった。この状じよう況きよう、一いつ介かいの高校生にどうしろというのだ。ぼくはその場に立ち尽つくしてしまう。


　──いや、待てよ。冷静に考えるんだ。ぼくの小説でも同じような状況があったはずじゃないか。横たわる女……ふたりきりの空間……そして、求められた吐息酸素。


「ふっ。そういうことだったのか。先生も気がきく人だ」


　確か仰あお向むけに寝かせた後に顎あごを上げて気道を確保し、鼻をつまんで空気の逃にげ道をふさいで、キ、キ、キ……。


　ゴスッ！


　横からいきなり頭を蹴けられ、転がって壁かべに体を打ちつける。


「あぐおぉぉ……！」


「丈途くん。先生は自分の生徒から犯罪者を出したくありませんでしたよ」


　倒れたまま声の方へ目をやると、悲しげな顔と冷たい瞳ひとみでぼくを見おろす亜希先生がいた。


「違うんです！　人工呼吸です！　マウス・トゥ・マウスです！」


「そう……そこまで性に飢うえてたの。先生、あなたのこと少し誤解してたみたいね」


「むしろ今激しく誤解しています！」


　先生はこちらの声など一いつ切さい無視し、ぼくの首に巻かれていた制服の装そう飾しよく布ふを手早く外す。そして間かん髪はついれずぼくを強ごう引いんにエビ反りにし、手足をまとめて縛しばってしまった。なんという体たい罰ばつ……というか緊きん縛ばく！


「先生、これはないですよ！　ぼくは純じゆん粋すいに鳴唐さんを助けようとして──」


「吹音さん。もう大丈夫よ」


　先生は変わらずぼくを無視し〝[image: ]〟と記された缶かんに吸引用のマスクを取りつけている。どこからか酸素スプレーを持ってきたらしい。決して、ぼくに甘いシチュエーションを提供するためにこの場を離はなれたわけではなかったようだ。


　先生から酸素を吸わせてもらった鳴唐さんは、薄うす目めを開けてこちらを見上げる。


「まっ……また食べっ……！」


　彼女はぼくを見るなり声をつまらせ、小さな体をさらに小さくして震えていた。


「安心なさい。あの子はあとで警察や看守や絞こう首しゆ台のお世話になるから」


「って、それじゃ死んじゃうじゃないですか！」


「先生も生徒が犯罪に走って辛つらいけど……汚けがされた吹音さんはもっと辛いものね。これからふたりで乗り越こえていきましょう」


「だから、ぼくはなにもしてませんしそもそも助けようとしてたんです！」


　エビ反りのまま必死に叫さけぶぼくを見て、鳴唐さんは絞しぼり出すように声を上げる。


「吹音……あの人に食べられ……食べられ……」


「……そう。かわいそうにね。先生が油断して目を離したばっかりに……本当にごめんね」


「善良な生徒の人工呼吸を──うぐぇ！」


　先生に背中を踏ふみつけられ、痛みでむせてしまう。


「吹音……こんなことで負けない。こんなことで負けたら、せっかくこの学園に入ったのになんの意味もなくなっちゃうもん……」


「……そう。偉えらいのね、吹音さん」


　先生と鳴唐さんは抱だき合い、美しき師し弟てい愛を育はぐくんでいた。


　……え？　もしかしてぼく、完全に悪者……？


　そのあとぼくは延々とわめいて弁解を続け、なんとか警察に引き渡わたされずにすんだ。先生は鳴唐さんを寮りように帰そうとしていたが、彼女はそれを頑がんとして受け入れず教室まで来てしまう。


「一年生時に選べる授業から三年生時に選べる授業まで一通り説明しますから、三年間という長期的なスパンを一いつ貫かんした目標に向かって過ごせるよう考えながら聞いてくださいね」


　教きよう壇だんでは亜希先生が選せん択たく科目の詳くわしい説明をしていた。面倒そうな話だが、重要な内容らしい。鳴唐さんが無理して教室に来たのもこのためだろう。それにしても徹てつ夜やで練習したまま授業に出るなんて真面目まじめな子だ。


　感心して彼女の席へ目をやると、すでに机に突つっ伏ぷして寝ねている鳴唐さんが見えた。


　全然駄だ目めじゃん！　むしろ寮に帰れよ！


　選択科目の説明が終わると自己紹しよう介かいを書くプリントが配られた。面倒このうえなかったが、通過儀ぎ礼れいだと思ってさっさと書き始める。


　氏名や生年月日の欄らんを埋うめて略歴を記すと、好きなことや特技を一いつ括かつして読書ですませた。長所の欄はあったが短所の欄はなく、それがあまりにこの学園らしいと思い苦く笑しようしてしまう。


　最後の欄はこの学園に来た理由だった。正直なことを言えば中学校のとき作文のかわりに冗じよう談だんで提出したポルノ小説があまりに完成度が高かったらしく、担任の先生が勝手に出版社へと持ちこんでデビューの話をもってきたことが始まりだった。ポルノ小説の天才──それはそうだろう。世間では三十五歳になる男性作家の芥川竹たけ人ととして通っている男が、実はやっと高校生になったばかりの少年だなんて読者の皆みな様さまは想像だにしていない。つまりぼくの描びよう写しや力は最低でも中年男の域に達しているということであった。ただし、性描写に限ってだが。


「ふっ……。あの描写の数々がすべて妄もう想そうだと知れば、読者の皆様は悲しむことだろう」


　ぼくは両親たっての願いで顔も実じつ年ねん齢れいも伏ふせてデビューした。話題性はないが偽いつわりの年齢設定は官能的な作風に充じゆう分ぶんな説得力を与あたえたらしく、よりによってブレイクしてしまい、今ではその道のカリスマとして忙いそがしい日々を送っている。


「みんな絶対にダンディーな色男が書いてると思ってるな」


　ここまできたらやりきるしかなかった。ポルノ小説で、性描写で、稼かせいで稼いで稼ぎまくってやるのだ。世の男たちのリビドー性衝動で築いた財を手に、将来はゆったりとリゾート暮らしをきめこんでやるのだ！


「そしていずれは無人島を買い取り、そこにポルノ御ご殿てんを建設！　世界中の美女ばかり集めた言語道断のハーレムを作ってやるのさ！　ふははっ!!」


　しかし初っぱなの自己紹介でそこまで赤せき裸ら々らに語るわけにもいかない。好きなことに集中できるからとプリントに記し、今は野望を隠かくしておく。


　鳴唐さんは相変わらず眠ねむったままで、先生は「今日の宿題ね」とつぶやいて彼女を見ていた。


　律は自己紹介文を早々に仕上げていたらしく、鼻歌まじりになにかをノートへ書きつけている。のぞいてみるといくつもの数字や括かつ弧こが上下やら斜ななめやら変に重なった計算式をといているのが見えた。


　──ｍｄＬＶｓ法？


　ノートの一番上にそう書かれているのだからそういう名前の計算法なのだろう。ぼくが理解できたのは、こいつが理系の才能でこの学園に入ったということだけだった。


　こちらの視線に気づいたのか、律はふと顔を上げる。


「あ、ごめん。最近いろんな計算のアルゴリズム定型手法を見直すのにはまっててね」


「気にせず計算を続けてくれ」


「落書みたいなもんだからさ」


　彼はそう言ってノートから視線を外し、クラスを一通り見回した。


「天才ばっかりの学校だし、気の狂くるったような生徒も何人かいると思ってたんだけどね。入学二日目じゃわからないかな」


「ぼくは校長からしてちょっとおかしいと思うんだけど」


「教育に私財を投じるなんて志があっていいじゃないか」


「鳴唐さんもちょっと変わってる気がするし」


　いまだに机で寝ている彼女を見つつ小声で話すぼくに、律は一いつ瞬しゆん怪訝けげんな顔をした。


「普ふ通つうだろ？」


　え？


　彼は不思議そうに言い、再びノートに向かって計算を始めた。


　クラスのみんなも鳴唐さんを気にしている様子はない。日常の風景の一部として扱あつかい、不ふ干かん渉しようをきめこんでいる。……普通、なのだろうか。徹夜で練習していきなり倒れて痙攣しつつも授業に出て爆ばく睡すいしてる人って、普通なのだろうか。


　ぼくはしばらく鳴唐さんを眺ながめていたが、深く考えるのはやめようと思い、余った時間で小説を書くことにした。愛用のシャープペンシルを取り出して原げん稿こう用紙と向かい合う。












「……私、自信をなくしちゃったんです」


「自信？」


　月明りの中、学園を囲む柵の前に女の輪郭が浮かんでいる。今まで駆けていたせいだろう。息が乱れていた。少し近づくと、顔がはっきりと見えてくる。


「きみは確か、新入生の中にいたな」


「……覚えてたんですね、先生」


「そりゃあ──」


　才女がすべてかわいいわけではない。むしろ少数派と言っていいだろう。そんな中でこの生徒は一際目を惹く容姿をしていた。整った顔立ちも、早く熟れた胸も、肉欲的な体つきも……。


「私だって周りに天才って言われ続けてきたのに、ここにいる人たちって比べものにならないくらい凄くて……自分が惨めで……」


　そういうことか。一種の洗礼のようなものだった。比べる相手が有象無象の同年代から選び抜かれた才人たちに変われば、彼女のように落ちこむ者も出てくる。


「自分をよく見せようとしすぎなんだ。今まで周りの期待に応えようって、無理に天才ぶってたんじゃないのか」


「私のことなんてなんにも知らないくせに、どうしてそんなこと言えるんですか！」


「なら、逃げるなよ」


　彼女の瞳から唐突に涙が溢れる。どうやらかなり痛いところを突いてしまったようだ。俺はハンカチを取り出し、ちょっとした慰みのつもりで彼女の濡れた頰を拭う。


「先生……」


　彼女は潤んだ瞳でこちらを見上げていた。訴えるような眼指。誰にだってなにかにすがりたくなるときはある。俺はそんなときちょうど彼女の前に現れただけだ。とはいえそれで遠慮するつもりはなかった。天才と呼ばれる女。もしかしたら本当に世界を変えていくかもしれない才能。俺の手で染めてみるのも、面白い。


　声も上げられないよう彼女と唇を重ね、早熟した胸に手を伸ばす。


「んっ……んぐっ……」


　彼女が暴れたせいで互いの唇の周りには唾液が塗り散らされていた。俺は舌先を強引にねじ込むと歯の手前でゆっくり回し、もう充分穢れてしまったことを教えてやる。


　彼女の整った顔が、あきらめと依存で快楽に溶けてゆく様がわかった。


　いい表情だ。ひとつの才能が開くか潰れるか、これから三年間楽しませてもらおう──。












　まっ、こんなものか。続きは寮で書けばいい。体を伸ばすように椅い子すの背にもたれかかって両手を広げた。


　そのとき、教室に一いち陣じんの風が吹く。春の風は芽め吹ぶいた緑の匂においを運び、心地ここちよく体を包んだ。その流れのまま風はぼくの原稿を舞まい上げてしまい、右側へ飛ばす。


　や、やばい。


　体が反応するのと、右みぎ隣どなりに座る律がこちらを振ふり向くのは同時だった。


　ぼくは椅子にもたれかかったまま足を踏み出そうとして失敗し、律を巻きこんで倒れてしまう。彼の机が脇わき腹ばらに当たって一瞬息が止まった。苦痛で顔が歪ゆがんでしまい目も開けられない。


　何秒か後にやっとまぶたを開くと、潤んだ瞳が目の前にあった。長いまつげ、きめの細かい肌はだ。まるで女の子みたいだと思っていると、唇に柔やわらかい感かん触しよくが当たっていることに気づく。





　律の、唇。





　慌あわてて顔を離すと、彼を押し倒すような恰かつ好こうで倒れこんでいたことがわかった。


　律は驚おどろきに目を開かせたまま一言も発しない。教室も、なぜか静かだった。恐おそる恐る首くびを巡めぐらせると、みんなこちらを向いたまま固まっている。


「い、い、いやー！」


　空を切るような女の子の叫び。ぼくの左隣に座っているポニーテールの子のものだ。よく見ると彼女の膝ひざにはぼくの原稿が散乱している。倒れた勢いで飛んでしまったらしい。彼女は汚お物ぶつでも投げつけられたかのように錯さく乱らんし、原げん稿こうの束をぼくの顔面に叩たたきつけてくる。


　その瞬しゆん間かん、こちらを包む断続的な閃せん光こう。カメラのフラッシュだと気づいたのは、何回か閃光に見み舞まわれたあとだった。


「醜みにくい！　醜いぞ！　この豚ぶた！」


　狂きよう喜きするかのように叫び散らす声。一眼レフを持ったジーパン女のものだ。彼女の鋭するどい眼光は今や刃は物ものの煌きらめきと化してこちらを貫つらぬいている。


「ちょっ、待って。誤解なんだ。これは原稿が飛んだから──」


「いると思ったぞ、糞ふん尿によう野や郎ろう。さすが閃学園。凡ぼん人じんと過ごすより何倍も有意義だ！」


　なんてこと言う女だ。男を押し倒してキスしたあげく女の子から自分の原稿を叩きつけられるなんて確かに醜しゆう態たいではあるが、そこまで喜ぶか普通。


　ポニーテールの女の子は半はん狂きよう乱らんで泣き始め、一眼レフの女は人の話も聞かずシャッターを切りまくっている。もう収しゆう拾しゆうのつけようがない感じだった。呆ぼう然ぜんとして遠くを見つめていると、怯おびえたようにこちらを眺める鳴唐さんが目に入る。


「……糞尿」


　追おい討うちをかける心ない一言。
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　なんだってんだよ……みんないきなり騒さわがしくなりやがってさ。








　それから幾いく日にちが経たった。キス事件以来、ぼくは教室で完全に浮いたままである。


　ストレスで疲つかれがたまっていたのだろう、その日、ぼくは早めの晩ご飯を食べるとすぐ眠りについてしまった。夜中にどこからか騒ぎ声が聞こえてきたが、眠ねむ気けに負けて寝続けていた。


　そして朝。たっぷりと眠ったおかげか疲れは噓うそのように消えていた。


　腹が減っていたので食堂へと向かうと、食券機の前にはすでに列ができている。支し払はらいが生徒手帳ですむため列の進みは早く、すぐに自分の番が回ってきた。


　ぼくは鮭しやけ定食を選ぶと食券機のすぐ先にある受け渡しカウンターへ行き、すでに用意されていた定食のセットをもらう。席は十人近く座れる大テーブルと四人用の中テーブル、二人用の小テーブルがあったので、空いている小テーブルを探して座った。


　黙もく々もくとご飯をたいらげて食堂を出ると、売店に寄って今日発売の漫まん画が雑誌を買う。ベッドに寝ね転ころがりながら冒ぼう険けん漫画やバトル漫画を楽しんでいるとすぐに登校時間をむかえてしまった。


　寮の正面口まで来ると律が扉とびら近くの壁かべにもたれているのが見える。彼とは席が隣だというのにキス事件以降まともに喋しやべっていなかった。話しかけても避さけられてしまうのだ。


「律、何度も言うけどあれは誤解で──」


　彼はやはりぼくを無視し、歩き出してしまった。とはいえどうせ同じ教室へ向かうのだ。ぼくは腹を決めると彼の少し後ろから歩く。


　律もぼくのことを糞尿野郎と思ってしまったのだろう。男にいきなりキスされたら誰だってそう思う。入学早々に知合いができてよかったと思っていたのに、我ながら大失態だった。


「──そういえば僕、丈途のことをまだ全然知らないんだなって思ってさ」


　前を向いたまま、律は改めるように言った。


　……あれ？　てっきり無視をきめこまれていると思っていたが、いきなりどうしたのだろう。


「丈途はなんの自己推すい薦せんでここに受かったんだ？」


「ポル……しょっ、小説だよ。一応芸術系ってことかな」


「なにか賞でもとったのかい？」


「実はもうデビューしてるんだ」


「そうか。なら今度読ませてもらうよ。ペンネームを教えて──」


「ごめん！　本当はさ……ポルノ作家なんだ」


　律は一瞬、言葉の意味を考えるように止まっていた。


「ポルノグラフィー？」


「うん」


「へぇ。僕は数学推薦で来たからさ、文字情報って苦手なんだ。比ひ喩ゆや行間なんて不確定なものを使いこなせるなんて尊敬するよ。英語で論文を書いてると、たまに文字の構造が数式に見えてきて──」


　おぉ！　さすが閃学園！　ポルノ作家だとカミングアウトしてもこの反応の薄うすさ。やっぱりここに入学してよかった！


　思えば辛つらく長い道のりだった。小説の内容が内容なだけに、中学では同じクラスというだけで泣き出す女子さえ出るほどの汚よごれ者であった。視し姦かん作家……全自動性病……エロスファッカー……ついたあだ名は数知れず。そんな中学ライフを送っていれば進学を機に新天地で人生を歩み直したくもなるというものだ。


「──情熱的なのも、芸術家の血ってやつか」


「へっ？」


　ひとり言のような律の台詞せりふに答えかねていると、彼は何事か考えるようにさっさと前へ進んでしまった。


　……よくわからない男だ。








　教室の前に着くと中が妙みようにざわついていた。女子が集まってなにやら話しこんでいるようだ。彼女たちは入口の前に立つぼくを見つけると、一いつ斉せいに口をつぐんでしまう。


　ちょっ……この光景、なんだか中学時代の女子の反応と重なるんだが……。律に続いて女子までぼくを許してくれるほど世の中甘くなかったらしい。キス事件の爪つめ痕あとは想像以上に深いようだ。早く誤解をといてしまわないと、中学時代の悪夢が再来しかねない。


　席に着くとポニーテールの女の子が目の前に来た。ぼくの左隣に座っている子だ。


「あんた昨日の夜、なにしてた」


「ずっと寝ねてたよ」


「証しよう拠こはあるの？」


「自分の部屋で寝てたのに、証拠なんてあるわけないだろ」


　女の子はふんっと鼻を鳴らすと女子の集団に目をやる。鳴唐さんと一眼レフの女だけは無関心そうに自分の席に座っていたが、それ以外は全員集まっているようだ。


「もう……お家うちに帰りたい！」


　女の子の誰だれかが耐たえかねたように泣き始めた。その嗚咽おえつを聞いて自制がきかなくなったのか、女子の集団は感情のままに大声でわめき始める。


「犯人がわかっててどうして捕つかまえないの!?」


「証人だっているんでしょ！」


「こんな頭のおかしい奴やつと同じ教室にいなきゃいけないなんて──」


　怒ど濤とうのように押し寄せる罵ば声せいは明らかにぼくへと向けられている。なにかひどい勘かん違ちがいをされているようだが……。


「一体、なんのことを言ってるわけ？」


　ぼくの質問にポニーテールの子は怒いかりを隠しもせず答える。


「あんたがのぞき魔まなんでしょ！　夜中に女子寮りようへ侵しん入にゆうして……最低よ！」


「そんなこと知らないよ。ぼくじゃない！」


「寮内であんたを見たって子がいるんだからね。つまらない言訳しないで自首しなさい！」


　どう考えたっておかしい。ぼくは入学してこのかた女子寮に近づいてすらいないのだ。疑われるいわれなどあるはずがない。


「どうしてぼくなんだよ!?　絶対に他ほかの人と間違えてるから！」


「どうしてあんたを疑わないのよ！　っていうか普通、まずあんたから疑うでしょ！」


「ぼくの人ひと柄がらを知ればきみだってわかるはずだよ！」


「あんたの汚けがらわしい脳内妄もう想そうを知ってるから、犯人だって確信してるんでしょ！」


　ポニーテールの子は一向に引く気配がなく、周りの女子もぼくを睨にらんだままだ。


　まずい……。全然追いつめられていないはずなのに、妙に圧おされている気がする。それに、ポニーテールの子はやはりキス事件のときぼくの作品を読んでいたようだ。それが疑いに拍はく車しやをかけているらしい。閃学園とはいえ、女子まではポルノを受け入れてくれないということか……。


「まったく、これだから感情で喋しやべる人間は嫌いやだね」


　薄く笑う男の声が聞こえる。右隣に座る律が、ポニーテールの子に顔を向けていた。


「その噂うわさなら僕もさっき小耳にはさんだよ。でも証言を総合すると丈途かもしれないってだけなんだろ」


「この学園で一番頭のおかしい奴なんて決まってるじゃん！」


「顔は丈途に似ていたらしいけど、背せ恰かつ好こうは丈途と違うかもしれないらしい……か。ずいぶんと不確定な情報で犯人と決めつけるんだね。犯人の身体的特とく徴ちようの詳しよう細さいや生徒の身体的特徴の統計……その他考え得うる様々な要素を用いて計算をおこない丈途が犯人である確率をきちんと算出してから主張すべきだよ。現状で特定の人物を百パーセント犯人だと言い切るなんて、どんな方程式にどんな数値をあてはめたのか教えて欲しいね」


　さすが理系インテリだ。いいところを突ついてくる。


「だって……だってこいつはポルノ作家で、しかもあんたを襲おそったのよ！」


　ポニーテールの子は身み震ぶるいし、嫌けん悪おを露あらわにぼくを見おろしていた。


「芸術を解しない人間は想像力が貧困だね。ちょっと考えればわかることだろ？」


　自分自身その芸術性に疑問を持っていたりするが、ここは黙だまって律に任せようと思った。


「きみたちの事前確率はあまりにかたよってるね。そうやって確率を推定していく場合でも新しい情報を得るたびに先の数値が真である見込みを計算してどんどん精度を上げていかないと、本当にただの勘になってしまうよ。慌てた人間の思いこみ事前確率なんて前提すら危あやういものだからね。今のきみたちみたいにさ」


「っ……」


　ポニーテールの子は唇を嚙かんだまま黙りこんでしまった。今まで無言でいた男子たちもその様子を見て「自意識過か剰じようなんだよ」とか「勘でクラスメートを犯人扱あつかいするのかよ」とか口々に女子へ向かって文句を言う。


　この学園は敷しき地ちそのもののセキュリティーがしっかりしているため夜間に閉められるのは教室だけで、寮の出入りはいつでも自由だし体育館や音楽棟とうなどの施し設せつも二十四時間使い放題だ。ある意味でのぞき魔が出る温おん床しようのようなものはあるが、少人数制の全寮制学校であえてのぞきをする者などいるのだろうか。……いや、この学園ならいるかもしれない。というか普ふ通つうに考えたら確かにぼくが一番疑わしい。とてつもなく悲しい自己分ぶん析せきだけど。


「蘭らん……とりあえず今は大人しくしてようよ」


　蘭と呼ばれたポニーテールの子はぼくを一度睨むと、きびすを返して女子の集団へ戻もどろうとする。その瞬間、静まりかえった教室に鳴唐さんの声が響ひびいた。


「この人、吹音のこと、食べようとした」


　──鳴唐吹音。なんという核かく弾だん頭とう。律の今までの攻こう勢せいが一発で台無しだ。そして、みんなが一斉にどん引きしたのがわかった。鳴唐さんは小刻みに震ふるえ、こちらをそっとうかがっている。


「……狂くるってる」


　小さな女の子に恐れと侮ぶ蔑べつの入りまじった眼まな指ざしでそんな台詞せりふを言われると、自分が本当に性犯罪者になってしまったようで悲しくなってきた。


「とにかくこいつはポルノ作家でバイセクシャルで狂い気味の性欲を持ってるけど、責めるのは確証を得てからにしろよ！」


　律が全然フォローになってない熱弁をふるってくれた。その言葉、一応ぼくを信じていると受け取っておこう。まったく嬉うれしくないが、ありがとう。


　しばらくすると亜希先生が教室に入ってきた。その表情にはどこか翳かげりがあり、教きよう壇だんにつく一瞬、ぼくと視線が合う。先生はそのままみんなの方を向いたが、それだけのことでぼくは先生の翳りの原因が自分であることを悟さとった。


　先生、ぼくは無実です……。


　先ほどの諍いさかいのせいか出欠の点呼中も教室の雰ふん囲い気きは硬かたかった。読みあげられる氏名を聞きポニーテールの子が霧む線せん蘭らんという名であるとわかる。ついでに、ぼくを糞尿呼ばわりした一眼レフの女は名めい機き来らい夏かであった。


　今日は個人面談だ。出席番号順に職員室でおこなわれ、待っている間は自由科目の時間である。しかしここ数日の災難続きで小説を書く気にはなれない。ぼくは原げん稿こう用紙を机に置いて一応自習を装よそおいつつ、ぼうっとしていた。


「丈途はその……誰だれでもいいわけか」


　律が小声でつぶやく。その顔はどこかむっとしているようにも見えた。突とつ然ぜんの質問で意味がわからなかったが、すぐに鳴唐さんの爆ばく弾だん発言が頭をかすめる。


「そんなわけないだろ！　鳴唐さんのは不幸な偶ぐう然ぜんで誤解されてるだけなんだよ！」


「ふん……そういうことならまぁ、仕方ないな」


　律はさらさらとした髪かみをなびかせ、むくれた顔をぼくからそらした。まだどこか納なつ得とくしていないようだが、一応はわかってもらえたようだ。


「本当にそうならね」


　蘭がぼそりと言う。この女はどこまでもぼくに突っかかる気らしい。反応するだけ馬ば鹿からしいので無視をきめこんでいると、射い貫ぬかれるような悪お寒かんがして反射的に振り返った。


　視線の先にいたのは、カメラを構えた来夏である。自分の席に座ったままレンズをこちらへ向けて微び動どうだにしない。蘭がぼくに突っかかるのを見てシャッターチャンスが到とう来らいしたと思ったらしい。


　……なんなんだこの人間関係。いつの間にかぼくが台風の目になってるじゃないか。


「円修さん。先日お送りしたポートフォリオ金融商品の組合せに関してのご相談にうかがいました」


　教室の前にスーツを着た男の人たちが立ち、遠慮がちに中をのぞいていた。


　律はそれを見て立ち上がると親しげに笑え顔がおを向ける。


「もう終わらせてありますよ。数学的に見てもかなりいい内容だったと思います。一階に応接室がありますから、詳くわしくはそちらで話しましょう」


　律は机の中からなにかの書類を取り出すと、男の人たちを連れて廊ろう下かを進んでいった。よく考えたら数学者の仕事内容というのはいまいち想像がつかない。今の話を聞く限りでは数学的な見地からなにかの内容を判断していたようだが──。


「一年三組、芥川丈途くん。職員室に来てください」


　亜希先生の声で校内アナウンスが流れる。ぼくは出席番号が一番なので個人面談も最初だ。一文字も書かなかった原稿用紙に目をやると、隠かくすように机へ押しこんで教室を出た。


　面談が始まると開口一番、ため息まじりの質問が飛んでくる。


「で、のぞいたの？」


「なんでですか!?　当然のように疑わないでください！　そもそも昨日は早く寝ちゃって、夜は一歩も部屋の外に出てません！」


「私にだけこっそり打ち明けてもいいのよ。秘密を背負って生きるのは、きみが思ってる以上に辛つらいものなの」


「……自分の生徒をまったく信じてないってわけですか」


「犯人が素す直なおに罪を認めてくれれば先生たちも大おお事ごとにせずにすむんだけどね」


「犯おかしてもない罪を認めたりしませんよ。ぼくが犯人だって証拠もないんでしょ」


「証拠については確かに……誰が犯人だってわかるようなものはなにも出てないわ。騒さわぎの最中に守衛さんが男子寮も点検したんだけど、不ふ審しんな人物も怪あやしい形けい跡せきもなかったみたいね」


「でもそれだけじゃぼくの潔白は証明できないってわけですか」


「こっそり寮を抜ぬけ出すことだって不可能じゃないもの」


「そういうの、どの男子も寮を抜け出せたってことを意味しますよね」


「……やっぱり、認めない？」


「先生。ぼく、やってもいないことで疑われて、ひどく傷ついてるんですけど」


「まいったわね……。実は昨日の夜、女の子たちが丈途くんを拷ごう問もんしろって凄すごかったの。あの子たちを納得させようにも状じよう況きよう証拠があまりに丈途くんを──」


　拷問……。そこまで嫌きらわれたか。汚れ役ここに極きわまりって感じだ。せっかく地元を離はなれたのに女子からの扱いが中学時代とまったく変わらない。……宿命、なのか。


　その後は進路をふまえた選せん択たく科目の相談だったが、もうどうでもいいというか元々どうでもよかったというか、先生にお任せで選んでもらうことにした。


「授業の構成、決まったら後で教えるわね」


「そのときまでぼくがこの学園にいたら教えてください」


　皮肉っぽく笑って椅い子すから立ち上がり、職員室の扉まで歩く。


「あ、先生はもちろん自分の生徒のことを信じてるからね」


　取ってつけたように投げかけられた言葉は、先生への不信を確定させるに充じゆう分ぶんだった。








　教室に戻れば地じ獄ごく。戻らなければ犯行を認めたことになり、また地獄。針の筵むしろだった。少しの間だけ気分転てん換かんでもしようと校舎の外へ足が向く。


　いくらか歩いていると辺りから木管楽器独特の柔やわらかな音が流れてきた。いちいち確かく認にんせずとも誰だれの音なのかわかる。鳴唐さんのクラリネットだ。今日もまた周りが見えないくらい一いち途ずに弾ひいているのだろう。


　彼女は中庭を斜ななめに流れる小川の先にいた。紫むらさきのワンピースドレス一枚で木こ陰かげの中にたたずみ、小さな指をせわしなく動かしながらクラリネットを吹いている。


　荒すさんだぼくの心を包むように流れるクラリネットの音ね。性格は無む茶ちや苦茶だが、彼女の音は本当に人を和なごませる。


　小川を挟はさんで鳴唐さんと反対側にある木陰へ行くと、仰あお向むけに寝てしばらく音に聞き入っていた。あれだけ彼女に嫌われてしまったのだ。万が一ぼくに気づけばこの演奏は止まってしまうだろう。温かな旋せん律りつの中、それをするのはためらわれた。


「──一年生各位。一年生各位。至急体育館へ集合するように。繰くり返す──」


　急な校内アナウンス。せっかくの穏おだやかなひとときが台無しだ。この学園はどうしてこうも騒がしいのだろうか。




３　ヤバめの先輩たちが来た







　体育館に行くと、クラスメートはすでに列を作って並んでいた。他ほかのクラスより男女の列の幅はばが十倍くらい開いている。なんと不自然な。今朝の諍いさかいを思いっきり引きずっているのが明らかだった。


「一年生のみなさ～ん☆　そろそろ一発欲しいところですねぇ～？」


　ステージ上にいきなり現れた女は、気の抜けるような舌っ足らずと発言内容の怪しさで生徒の視線を一いつ瞬しゆんにして集める。絵具で極ごく彩さい色しきに汚よごれきったエプロンと、長い髪を束ねる制服用のスカーフが印象的だった。


「牡ぼ丹たん先せん輩ぱい、俺をおいて勝手に進めないでください」


　牡丹と呼ばれたエプロン姿の女を追うように、タンクトップを着た筋肉質な男が現れる。短たん髪ぱつではきはきと喋しやべるその姿はいかにもスポーツ好青年といった感じだ。


「廻めぐるちゃんが先に出たらあたしが喋ることなくなっちゃうんだもん」


「先輩が脱だつ線せんしないならお任せしますけど」


「いやよ、いや！　なんのために司会になったのよ！」


「イベントを進行するためです」


「かわいい後輩たちと遊ぶためよ」


「かわいい後輩たち〝で〟の間違いなんじゃないですか」


　……なんとなく、これからよくないことが起こることだけはわかった。


「あんまり脅おどすと一年生が引いちゃいますよ、牡丹先輩」


「あれっ？　今日は小手調べだから安心していいのよ。みんなゴメンね～♪」


　小手調べられるのか。校内アナウンス、聞こえないふりをすればよかった。ぼくはステージ上のテンションと反比例するかのように引ききっていたが、先輩たちを薄うすく笑って眺ながめる一年生は少なくない。


　牡丹先輩はこちらのそんな反応を楽しむように微笑ほほえみ、勢いよくステージの袖そでへ手を向ける。


「それでは我らが黒くろ樹き水すい墨ぼく校長より、本日のお言葉を頂きましょう！」


　水墨校長は白はく髪はつと白髭ひげをなびかせ、身の丈たけはあろうかという大きな筆を片手で軽々と担かついで現れた。よく見ると入学式のときと同じくステージの床ゆかには大きな白紙が敷しかれている。校長が大筆を使って紙に何事か記すと、それがワイヤーで持ち上げられ──。


『和わ』


「諸君、才能を賭として戦え！　閃精神に恥はじぬ健けん闘とうを祈いのる！」


　そう言って校長は筆を肩かたに担ぎ、ステージ上から去ってしまった。しかも「戦え！」って、全然和じゃないし。


「はい、水墨校長ありがとうございました～。ということで今からクラス対たい抗こうオリエンテーション大会を始めま～す☆」


「ルールは簡単だぜ。こちらが出す四つのお題で勝負してもらって、最終的に一番点数の多かったクラスが勝ちだ」


「お題の数が縁えん起ぎ悪くてラッキーね☆　クラスごとの才能はきちんとシャッフルされてるはずだから、不公平なく競きそえるわよ。優勝賞品は芸術の都ウィーンへの三泊ぱく五日クラス旅行だからがんばってね～♪」


　ガタッ！　と少し離れた場所で大きな音が響く。みんな静まりかえっていただけにかなりびっくりした。見ると、鳴唐さんがクラリネットの入ったケースを落とし、なにか言おうとしていた。しかしその言葉が発せられることはなく、彼女はなぜか肩を落としてこちらを見つめる。


　──ぼく？


　ぼくがなにかやったのだろうか。視線で問い返そうとしたとき、彼女はすでにこちらから顔をそらして落としたクラリネットの点検を始めていた。


「優勝できなくても落ちこむことないのよぉ。三つあるクラスの中で一番目と二番目に〝凡ぼん庸よう〟だって決まっちゃうだけだから～」


「ははっ。一応天才として来た子たちに失礼じゃないですか。まぁ、一度くらい挫ざ折せつを味わった方がいいかもしれませんけど」


「あんまり先輩たちをがっかりさせちゃダメだからねぇ。閃学園の名を汚けがしそうな醜しゆう態たいをさらした人は、寮りようで安あん眠みんできなくなるかもねっ♪」


「牡丹先せん輩ぱい。オフィシャルな場で問題発言をしないでください」


「廻ちゃんだって体操の団体戦で足を引っ張ったお友達を──」


　ピィィィフォグォンッッ！


　ハウリングがひどくて続きが聞こえなかった。というか、聞きたくとも聞けなくてよかった。


　体操選手と判明したタンクトップの先輩は気を取り直したようにこちらを向き、爽さわやかに白い歯を見せる。


「順位ごとに獲かく得とくできる点数が決まっていて、その合計を競うんだ。三位、零れい点てん。二位、零点。一位、百点。わかりやすいだろ」


　ひどく理解し難がたかった。


「みなさぁん。確かく認にんしておきますけど、まさか天才を自じ称しようして推すい薦せん入学してきたくせに『ある程度の上位で結果を残せればオッケー』だなんて馬鹿なこと考えてる子、いませんよねぇ？」


「失礼ですよ牡丹先輩。天才に許されるのは一位だけ。愚ぐ問もんだよなぁ？」


　廻ちゃんと呼ばれる先輩は笑え顔がおでこちらに問いかけてきた。だがこの距きよ離りからでもわかる。先輩の目の奥はまったく笑っていなかった。あんな先輩たちと同じ所で寝ね泊とまりしていたなんて……マンションみたいな寮でよかった。


[image: ]


「ひと月近くかけて優勝を決める長期戦だから、みなさん心してかかってくださいねぇ。司会を務めますのは私わたくし、紅べに牡ぼ丹たんと──」


「鉄てつ坊ぼう廻めぐるだ。よろしくなっ！」


　その言葉とともに十数人の上級生が体育館へと入ってくる。全員がステージ上まで進み、セットしてあった長机の所で止まった。


「では小手調べということで、まずは『記き憶おく力勝負』よ☆」


「各クラスから代表をひとり選んでもらって、制限時間内にクラスメートの自己紹しよう介かい文をすべて暗記してもらう。間ま違ちがいがより少ないクラスの勝ちだ」


「大切なお友達のプロフィールだから、間違えちゃうと人間関係にいらない亀き裂れつが入っちゃうかもねぇ。大変よぉ」


「自意識過か剰じような奴やつは入賞歴を間違えただけで『俺のこと知らないのか』って怒おこるからな。知るわけないよな。お前なんてそんな有名じゃないってのって感じだよな」


「暗記問題なんだからどちらにしても知ってなきゃダメなんですよぉ」


「ははっ、すみません。そういうことだからマイナーな奴の経歴も把は握あくしてやれよ！」


「ちなみにこちらに並ぶ審しん査さ員の先輩たちは三クラス分の自己紹介文をすでに全部暗記し終えていま～す」


「正直、審査員はひとりで充分だったんじゃないですかね」


「だってこっちの方がそれっぽくて盛り上がるじゃない。新入生だって緊きん張ちようして失敗してくれるかもしれないしぃ」


　いらない心こころ遣づかいだった。


　そこへまた、体育館に入ってくる人ひと影かげが見える。教師とおぼしき大人たちで、亜希先生の姿もあった。廻先輩はそれを見てマイクを口元に寄せる。


「まだお互たがいの才能も知らないだろうし、今回だけは先生の推薦で代表を選んでもらう」


　亜希先生はあの嫌いやなポニーテール女を見ると「霧線蘭さん」と呼んだ。


　蘭は近くの女子と手を取り合い、互いの耳元でなにか相談を始めている。


「──やっぱり閃学園だね。いると思ったよ、そういう趣しゆ味みの奴も」


　いつの間にかぼくの横に来ていた律がぼそりと言い、蘭を見ていた。


「び、びっくりするだろ」


「もう代表も決まったんだし、適当に座って観戦しようじゃないか」


「それよりも、そういう趣味ってなんだよ」


「たいしたことじゃないよ。蘭って百合ゆりなんだなって思ってさ」


「百合って……」


「身も蓋ふたもなく言えばレズビアンってことになるね」


「そんなこと少し見ただけで決めちゃっていいのか？　結構重要なことだと思うんだが……」


「充じゆう分ぶんさ。なにせここはあの閃学園なんだからね」


　あのって、その、一部で凄く有名っぽい台詞せりふはなんだろう。ぼくが不思議そうに見ていると、律はこちらの無知を察したらしく声をひそめる。


「校訓で『感性を信じろ』だなんて言ってる学校なんだ。わかるだろ？　本当の意味で自由な恋れん愛あいをする生徒って結構いるらしいんだよ」


「結構……いるのか」


　ぼくは改めて蘭を見た。確かに彼女は女の子同士の繫つながりに強いこだわりがあるように思える。今朝のことだって女子の代表としてぼくに難なん癖くせをつけていたような感じがあった。百合だと考えれば一連の行動がわからないでもない。


「それにしたってぼくのこと極きよく端たんに嫌いすぎだけど……」


「丈途の作品が衝しよう撃げき的だったんじゃないかな。蘭の記憶力はクラスで一番みたいだしさ」


　──俺は舌先を強ごう引いんにねじ込むと歯の手前でゆっくり回し──ってあたりの描びよう写しやが原因か。女性ファンを取りこめないぼくの欠点があだになったらしい。


「ポルノ御ご殿てんへの道のりはまだ遠いな……」


　ステージを見ると他ほかのクラスの代表はすでに並んでいた。蘭もそれに気づいたらしく、女の子と話すのをやめて前に進む。


　各クラスの代表たちに自分のクラスメートの自己紹しよう介かい文が配られた。約十五人のプロフィールを暗記するのに与あたえられた時間は十分。一人につき一分もない計算だ。クラスごとの人数差は無視するらしい。天才ならたいした問題ではないとのことだった。


　スタートの合図で一いつ斉せいに代表たちがプリントを読みこむ中、蘭はつまらない雑誌でもめくるかのように次々と自己紹介文へ目を通してゆく。そして数分と経たたぬうちにプロフィールの束を司会に渡わたしてしまった。


　おいおい……せめて見直しくらいしろよ。それとも蘭にとってはあれで充分読んだうちに入るのだろうか。まだ他のクラスの代表が一いつ所しよ懸けん命めいにプリントと向き合っている中、蘭は後ろ手を組んで暇ひまそうにしている。悔くやしいが、その姿はある意味頼たのもしくもあった。


「終しゆう～了りよう～！」


　牡丹先輩は元気に叫さけび、微笑みながら蘭を見る。


「今年もとがった生徒がいていいですねぇ～」


「彼女は最後に発表してもらいましょう」


「ついでに待ってる間は別室でお笑い番組でも観みててもらうってのはどう？」


「いやいや、俺はスポーツマンとしてフェアな戦いを望みますよ。彼女にはマッサージ師を用意してリフレッシュして頂きましょう」


「ついでに頭もリフレッシュするのね。廻ちゃんったら相変わらず、い・ん・け・ん[image: ]」


「人聞きの悪いこと言わないでください。牡丹先輩なんてスランプで必死にもがいてた後輩を得意の言葉責めで脱寮リタイアさせちゃったじゃないですか」


「あれはあたしなりの愛情だったのよぉ。苦境こそが芸術を輝かがやかせるの☆」


「そうですか。ではその愛情を三組の彼女にも向けて頂いて──」


　天才を集める学校なら出る杭くいは打たないでもらいたい。とはいえここの先輩たちには常識が通じそうになかった。いや、普ふ通つうは出る杭を打つのだからむしろ先輩たちが常識人で、出る杭を打たないで欲しいと願うこちらが非常識で、とみせかけて閃学園で出る杭を打つのはやはり非常識で──なんだか頭が混乱してきた。


　蘭は特に動どう揺ようした様子もなく、著いちじるしく脱線し続ける司会を無視して他の二名の代表とともにステージの端はしへと移動していた。


　最初の発表は一組代表の男子で、入学式のとき宣せん誓せいをした主しゆ屋や久く成なる樹きだ。元役者ゆえに暗記は得意ということだろうか。


　成樹はいまだ脱線をやめない司会をおいて審査員たちに目をやると、滑かつ舌ぜつよくみんなのプロフィールを読みあげ始めた。


「──主屋久成樹。子役時代に数々のドラマや舞ぶ台たいで演じた経験からこの学園に演技の才能で入学し、現在も役者としての勉強を──」


　あれ？　元役者だと思っていたがこれからもがんばっていくつもりらしい。色々大変だな。大人になっても子役のイメージが強いと、中々プラスに働かないからな。


　成樹の発表はそのままよどみなく終わり、審査員から間違い箇か所しよの数があげられる。結果は『零ゼロ』。さすが元天才子役だ。いきなりパーフェクトでプレッシャーをかけてくれた。


　次に発表したのは二組の代表で、こちらもそつなく言い終えていたが結果は『一』であった。審査員によるとひとりの生年月日を一日間ま違ちがえていたらしい。それで零点なのだからこの勝負の厳しさがうかがえる。


　そして順番は三組に回ってきた。蘭は落ち着いた表情で微笑ほほえみ、うちのクラス……というより男子の列を見つめている。


　発表が始まると彼女はなぜか女子のプロフィールから先に言い始めた。二組までは男子から始めていたが、些さ細さいなことなのかもしれない。


「──名機来夏。その人物のもっとも醜みにくい瞬しゆん間かんをカメラで切り取ることで評価を得て、新進気き鋭えいの鬼き才さいとして──。──鳴唐吹音。幼少の頃ころよりクラリネットを習い、数々のコンクールで受賞。ただオーケストラには参加できず──」


　鳴唐さんがオーケストラには参加できない？　蘭は彼女が優勝したコンクール名をいくつもあげていたが、ぼくにはそれがどのようなものなのかわからない。ただこれだけ実績のある彼女があえてソリストとしての道を歩んでいるわけではなく、オーケストラに参加できないと紹介文に書いたことが引っかかった。素人しろうと目めにも傑けつ出しゆつした音を奏かなでる鳴唐さんなら組んで演奏したがるオーケストラはあって当然だと思うのだが……。


　蘭の発表はそのまま男子へと移り、急にトーンダウンする。


「──芥川丈途。ＳＭポルノ作家で、ペンネームは下の名前を竹に人と変えて読みはそのままの芥あくた川がわ竹たけ人ととした卑ひ猥わいなモノ。好きなことと特技は一様に十八禁の出版物を読むことで、印税の大半をその購こう入にゆう費ひにあてる確信犯かつ馬ば鹿か。学園に来た理由は全ぜん寮りよう制せいで逃にげ場のない高校を舞台に完全性犯罪を成立させて私小説にするためで、なんでも芸術と言えば許されると思っている腐くされ外げ道どう──。──円修律。数学の才能を持ち、大学の研究室と共同研究をおこなうかたわらで企き業ぎようからの相談も受けるほどの実力を持つが、その数学的価値観のため人格崩ほう壊かいを起こした冷血漢で生身の人間を愛せない。女によ体たいフィギュアにこそ完成された美があると信じて疑わず、その数学的才能をもってして女体フィギュアの超ちよう絶ぜつ黄金比を割り出し、女体フィギュア界に革命をもたらした才能と功績でこの学園に──」


　……おいおい、男子の紹介、全部無む茶ちや苦茶じゃないか。というか微び妙みように本当のことも言ってるところが明らかにわざと間違えてる証しよう拠こじゃないか！


　周りを見るとクラスの男子全員が異様な殺気を放っていた。普ふ段だんは理知的な律ですら怒りを露あらわに震ふるえている。


　蘭の発表が終わり結果が出るも間違い箇所は『四十』。男子のプロフィールは氏名と生年月日以外ほとんど違っただろうから当然だ。


　だが審査員たちは蘭に拍はく手しゆを送っていた。充じゆう分ぶん楽しませてもらったということだろうか。


「ごめんねぇ。あたしの専門、プログラミングだからさぁ」


　三組男子全員が送る殺意に満ちた視線を受け、悠ゆう然ぜんと笑う蘭。その態度が益ます々ます男子の怒りを誘さそい、体育館内に一いつ触しよく即そく発はつの空気が漂ただよう。


　そういえば、蘭は自分のプロフィールを言わなかったような──。


「結果は一組百点。あとは没ぼつよ☆」


「ポニーテールの子は後半やらかしてくれましたね。普通に間違えただけなら許さなかったけど、審査員が拍手を送っちゃったからなぁ」


「今回だけは大目に見てあげなきゃね～」


「ところで牡丹先輩。次のお題はもう決めてあるんですか」


「そ・れ・は・ね──『お涙なみだ頂ちよう戴だい』よ♪　できるだけたくさんの審査員を泣かせたクラスが勝ち。手段は問わないけど、先輩の機き嫌げんを損そこねるようなことしたら後が大変よぉ～。勝負は明後日あさつてね」


「そうきましたか。よし、一年ども。審査員にはちゃんと人格破は綻たん者も入れといてやるから、安心して全力でこい！」


　ってこの大会、完全に先輩たちの趣味で運営されてるじゃないか……。




４　男子ＶＳ女子の結末って!?














　パソコンの前に座ったままうつむく女は、ポニーテールに眼鏡という組合せのせいかずいぶん冴えない感じがした。さっきから恐縮しきりで、それが俺を妙に苛立たせる。


「先輩とあたしじゃレベルが違うんです。だからその……あたしのプログラムをそんなにのぞかないでください」


「見られるのが恥ずかしいようなプログラミングなら、自分の部屋でやれよ」


「パソコンの調子が悪くてここしかなかったんです。コーディング作成したソースコード設計図をどうしても見直したかったし……」


「どうしてマシンの言語で直接書かない。鈍臭い奴だ」


「そんな難しいことできませんよ。元々人間が使う言語じゃないんですから」


「元々プログラミングはマシン語でやってたはずだぜ」


　事実を言ったまでだが、女はそれを聞いてさらに恐縮してしまった。本当に鈍臭い奴だ。みんなプライドを持って通っているこの学園にこんな奴が入学したと考えるだけで腹が立つ。


「まともにプログラミングできない奴がこの学園に来るな。さっさと荷物をまとめて帰れ」


「そんな……親戚中に期待されて送り出されたんです。今さら帰れません」


「ここは一から十までちまちまと教えるような学校じゃないんだ。自分でどんどん成長していかなきゃいけない。お前じゃ無理なんだよ」


　女は涙をこらえるようにスカートの裾を握りしめる。


　──泣くのか、面倒臭いな。そう思っていると、女の口から意外な言葉が出た。


「……教えてください、先輩」


　絞り出すような声だった。余程追いつめられていたのだろう。他に選択肢がなかったようだ。しかし俺は善人でもなんでもない。自分の貴重な時間を割いてまで他人のために尽くせるほどおめでたくはなかった。もしやるとすれば──。


「お前みたいに鈍臭い奴でも、女は女だからな」


　俺は女を椅子から引き倒すと、その場に転がした。


「ただで教えるつもりはないぜ。俺を誘ってみろよ。プログラミングは下手でも、それくらいできるだろ」


　女が唇を嚙みしめる姿がよく見えた。強く嚙みすぎて色を失ってゆく唇が、よく見えた。


「早くしろ。俺は暇じゃないんだ」


　女は震えながらスカートの裾に手を伸ばす。羞恥か、恐怖か、あるいは怒りか。震えの理由はどれでもいいと思った。そのどれであろうと、愉しめる。


　俺は女が誘ったスカートの間に膝を押しつけ、ポニーテールを引っ張って床へ張りつけた。


「くぅっ……」


「どうした？」


　聞きながら女の制服の上から胸をわしづかみ、ゆっくりと回す。その回転と同調するように苦しげで甘い吐息が漏れ、俺の耳元へと吹きかかった。


「んっ……いやっ……」


　そう言いながらも女の呼吸はさらに艶かしさを帯びてゆく。プログラミングよりこちらの方に余程才能を感じた。


　俺はそこで、ひとつ大事なことを思い出す。教えるとは言ったが、プログラミングを教えるとは一言も口にしていなかったのだ。ならば教えるのは、才能を感じる方に決まっている──。












　……ぽたりぽたりと紅あかい滴しずくが落ちていた。また鼻血だ。かなり筆がのったらしい。担当編集者も入学式に続き紅の聖書レツド・バイブルの連発に喜ぶことだろう。


　ポケットから取り出したティッシュを鼻につめていると、蘭がとんでもないクリーチャー創生物にでも遭そう遇ぐうしたかのように目を見開いて固まっていた。


「う、感染うつるー！」


　そう言って教室の端まで駆かけ、女の子にしがみつく。


　鼻血くらい出るだろ。そりゃ公然とポルノ小説を書いている最さい中ちゆうに出せばぼくの脳内で起こっていたことは想像に難かたくないだろうが、今は休み時間である。なにをしようと自由だった。


　ふと、鳴唐さんがこちらを向いていることに気づく。彼女は黙だまって風邪かぜ用マスクを取り出すと、てきぱきとつけて前を向いた。


　……結構傷つくんだが。


　いつもならこのまま蜂はちの巣でもつついたかのようにうるさくなりそうなものだが、今日は不自然なまでに静かだった。男子も女子も無言で相手の出方をうかがっている。昨日の蘭の発表は決定的にクラスの男女の仲を裂さいてしまったようだ。二回戦は明日だというのに話し合いすらやる気配がない。勉強を続ける者、ハンマーやＬ字型定規を点検している者、教室中をルーペで観察する者、周りの匂においを嗅かぎ続ける者……。みんな淡たん々たんと自分の時間を過ごしていた。


　……っていうかこのクラス、想像以上に変な才能の人間もまじってるな。


　次の休み時間。律とトイレに行く途と中ちゆうで二組の前を通ると、かわいい顔をした黒くろ髪かみの女の子が教きよう壇だんの前に立ち、みんなと何事か話している姿が見えた。長めの前髪を左に流し、後ろで結ゆったお団子も左側でまとめ、右側だけ耳からうなじまで見えるよう整えている。小顔で、制服のボレロからのぞく腰こしから下のラインを眺ながめただけでもプロポーションのよさが見て取れた。まるでアイドルのようだ。


「あれっ、園その声こえ謡うた江えじゃないか。二組だったのか」


「律の知合いか？」


「いや。噂うわさでこの学園に入ったって聞いてたからさ。中学が近かったんだ」


「だからって普通、別の中学の人間なんて知らないだろ」


「そこはそれ、あの顔だろ。地元じゃ結構有名だったんだ。いろんな歌手オーディションで賞をとってたしさ」


「そういう才能で入ってきたってことか。それじゃあデビューも近いんだろうな」


「それがひとつだけ問題があって──」


　そのとき、謡江と呼ばれた子がこちらを向き、一いつ瞬しゆんで破顔して手を振ふってくる。なにが起こったのかわからず辺りを見回していると、律が戸と惑まどったように手を振り返していた。


「やっぱり知合いなんじゃないか」


「僕も有名だったから──って言ったら、怒おこるかい？」


　怒りたいが事実なのだろう。地元で有名な者同士、多少は相手のことを意識していたのかもしれない。


「なんだかんだ言って律、昔あの子のこと好きだったりしてな」


「うちの地元の男子なら、一度は憧あこがれてたんじゃないかなぁ」


　律は遠くを見るような目つきでつぶやく。ぼくと違ってこいつならモテただろうが、叶かなわぬ想おもいもあったらしい。


　律の横顔をつかの間眺めていると、急に目が合った。


「い、今は違うぞ。安心しろ」


　彼は取り繕つくろうように憤ふん然ぜんとして言い放つ。ぼくはべつに謡江という子のことを好きでもなんでもないのでどうでもよかったが、


「ふん。まぁ安心してやろう」


　などと答えておいた。


　そのまま一組の前に差しかかると、ここもやはり話し合いをしていた。教壇に立っているのはウェーブがかった茶ちや髪ぱつを揺ゆらしてなにかを熱弁する成樹だ。役者的というか劇団的というか、よく通る声で話していた。


　教室の前を通り過ぎようとしたとき、成樹がこちらに気づいて廊ろう下かへと出てくる。


「おやおや、確か三組の丈途さんと律さんですね」


「よく知ってるね」


「えぇ。皆みなさん天才でいらっしゃるから知らないと失礼かと思って、一回戦のあとに他のクラスの自己紹しよう介かい文も見せて頂いたんですよ」


「きみだって元天才子役で、有名人じゃないか」


「元……？」


　今まで人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべていた成樹の目が、一瞬光った。


「も、もっとも優ゆう秀しゆうな天才子役で、有名人」


「ははっ。ありがとうございます。しかし高校生はもう子役とは言いませんねぇ。次回からは役者としてお見知りおきを」


「今、しっかりと覚えたよ……」


「しかし三組も様々な才人がいらっしゃいますけど、誰だれがクラスをまとめておられるんですかねぇ」


「うちのクラスは完全に個人プレーだよ」


「いやいやそうですか。天才とは本来群れぬもの。水墨校長も『和』などと実に意地悪なことを書かれましたけど、校訓は『我が道をゆけ』ですからねぇ」


　そう言って成樹は笑い、クラスに戻もどっていった。


　──将はおらぬ、か。


「え？」


　風にのってつぶやきが聞こえたような気がした。……笑しよう？


　律を見ても喋しやべった様子はない。窓の方を向き、臨のぞむ山々を眺めていた。


「終わったか？」


　促うながすような彼の台詞せりふで、ぼくたちは再びトイレへと足を進める。


　次の授業は数学だった。入学してある程度経たったこともあり、今日からやっと通常通り授業があるのだ。すでに理解していることを改めて教えられる律は苦痛でしょうがないだろう。


　案の定、彼が授業中ノートに書きつけていたのはホワイトボードに記されている内容ではなく、明らかに高校生レベルではない計算式だった。


　Ｉ－ＳＶＤ法？


　まぁどうでもいいことだった。先生の方も心得ているらしく、あえて律に問題を当てようとはしない。三十代前半の活気溢あふれる男性教師であったが、その元気もなんだか律の前では空回り気味だ。この学園で通常科目を教えるのはある意味プレッシャーだろう。


　午前中の授業が終わり、学食が開く。この時間帯は寮りようの食堂が閉まっているためほとんどの生徒が学食へと向かった。完全なる分ぶん裂れつを起こした三組の男女からすれば最悪の時間が到とう来らいしたというわけだ。寮の売店でお弁当を買うという選択肢もあったが、わざわざ女子のために寮まで歩くことを男子のプライドが許さず、女子としても男子のために遠い売店まで行くつもりはないようで、食堂で男女がかち合うこととなる。


「ここで昼ご飯を食べながら次の獲え物ものを物色するわけ？　性犯罪者は考えることが違うわね」


　女子の集団の先頭に立つ蘭が、食券機の近くでこちらを睨にらんでいた。


「とりあえずは大人しくしてるんだろ。ぼくを犯人扱あつかいしたきゃ証拠を出しなよ」


「ふん。開きなおったものね。今に見てなさい。自分のやったこと、後こう悔かいするがいいわ」


「それより食券買わないならぼくらが先に買わせてもらうけど」


「やめてよ！　あんたが触さわったボタンなんて汚けがらわしくて押せないじゃない！」


　蘭たちは食券を購こう入にゆうすると、こちらを睨みつつカウンターに進んでいった。


「食堂のおばさんには悪いけど、食べる前からご飯がまずそうだ」


　律はげんなりしたように言う。ぼくも同じ気持だった。カウンターで食事を受け取った蘭たちはテーブルの一角を陣じん取どり、こちらを見ながらなにかをささやき合っている。視界から消したとしてもそのささやきが耳みみ障ざわりでしょうがないだろう。ご飯がおいしいはずなかった。


　食券機の前に来るとカツ丼どんのボタンを押して生徒手帳をかざす。律は本日の日ひ替がわり定食で、サワラのムニエルだ。カウンターに食券を出して料理を受け取り、空いている席に座った。


　その瞬間、視線を感じて横を向く。少し離はなれた席から来夏がこちらに鋭するどい眼光を向けていた。ふんぞり返るようにして長い足を組み、カメラを机に置いて指先を当てている。よく見ると彼女からぼくまでの間に遮しや蔽へい物はなく、柱と人の間を縫ぬってカメラアングルが確保されていた。


　……恐こえぇ。


　ストーカーされている気分だった。


　今のは見なかったことにしようと思い視線を戻す。その途中、鳴唐さんがひとりでご飯を食べているのが目に入った。料理をほんの少しずつ口へ運び、ゆっくり嚙かみしめるように食べている。給食のとき昼休みになっても食事を続けていたタイプだろう。


　ぼくは目の前にあるカツ丼に手を伸ばすと、持ち上げて食べ始めた。せめて食べている間くらいは嫌いやなことを忘れよう。そう気持をきりかえた矢先、学食に似つかわしくない磨みがき抜ぬかれた銀の煌きらめきが視界をちらつく。


　顔を上げると、律が凝こった装そう飾しよくの施ほどこされたナイフとフォークを優ゆう雅がに扱いムニエルを食していた。確実にここの食器ではない。どう見てもマイナイフとマイフォークだ。


　ぼくの視線に気づいたのか、律は一度顔を上げるとナイフを見つめる。


「エコだろ？」


「いや、学食には用意されてる箸はしがあるからどうせエコだし」


「そうか。気が向いたら箸も使ってみるよ」


「もしかして律の中学って、お坊ぼつちゃまとかが通う有名私立だったりしたのか？」


「普ふ通つうの公立さ。歩いて五分だったからね」


「もし歩いて五分の位置にお坊ちゃまとかが通う有名私立があったら？」


「通ってたな」


「……通ってたのか。まぁいいだろう。で、普通の公立でもそのマイナイフとマイフォークを使っていたのか？」


「あぁ。好評だったぜ」


「それは食堂の人から誉ほめられていたということか？　それとも面おも白しろい奴やつ的なポジションで笑いを提供していたということか？」


「女の子はよく、僕にテーブルマナーを習いに来てたな」


　っ！　そっちか！　律とぼくの中学時代の差を再認にん識しきさせられて嫌な気分だった。


　やりきれない思いをぶつけるようにカツ丼を喉のどへと流しこんだが、途中でつまってしまって呼吸困難におちいる。慌てて水を取って飲みくだすと、呆あきれたようにこちらを見ていた律が「丈途はいつも強ごう引いんだな」と微笑ほほえんだ。


　いつもと言われても律の前で強引なことをした覚えはないのだが、その柔やわらかく諭さとすような笑えみを見ていると恥ずかしくなり、ごまかすようにまたカツ丼を食くらうのだった。








　昼休みが終わると午後一番の授業は世界史だった。お腹なかがふくれたこともあり、授業内容が暗記系ということもあり、すぐに寝ねてしまう。そして気がつくと授業終しゆう了りようのチャイム……。


　も、もしかして先生に起こされなかったのだろうか。初授業から爆ばく睡すいするぼくに呆れ、内心怒おこりつつ放置していたのだろうか。


「律、ぼくいきなりやっちゃったかな……」


「なにが？」


「授業中ずっと寝てただろ」


「大だい丈じよう夫ぶ。いびきはしてなかったから」


「そうじゃなくて、先生怒らせちゃったかな」


「気にするなって。先生たちも変な奴を見過ぎて、飛び抜けた奇き行こうにしか反応しなくなっちゃったんじゃないかな」


「……それはそれで先生たちかわいそうだな」


　選せん択たく科目前の休み時間になると、亜希先生から渡わたされていたリストを広げる。科目の選別を先生任せにしていたので、自分がどんな授業を取っているのかいまだに知らなかったのだ。





【実じつ践せん英語】授業内容──グローバルな才能を世に送り出すため、外国で暮らすことを前提とした実践英語を習得します。講師はもちろんネイティブスピーカー。生徒対先生の授業ではなく、社会人対社会人として真しん剣けんに学んでゆきましょう。





　……いらねぇぇ。亜希先生、これは嫌がらせですよ。テストのときなんて絶対に赤点とりそうじゃないですか。


　ぼくは先生に任せてしまったことを激しく後悔しつつ、授業のおこなわれる二組へと移動した。すでに英語で論文を書けるほどの語学力を持つ律はこの授業を選ばなかったようだ。


　教室に入ると、椅い子すに腰かけた成樹が気の抜けた声で「やぁ」とぼくの方を見る。いつもの劇団的滑かつ舌ぜつのキレがまるでない。


「なに落ちこんでるの」


「違ちがうさ。元々こういう人間なんだ。しかし丈途くん、将来は翻ほん訳やくも手がけるつもりかい？　がんばるねぇ」


　ははっと乾かわいた笑いを漏もらし、成樹は椅子の背に寄りかかった。落ちこんでいるわけではなさそうだが、全身に張りがない。なんだろう。人生に少し疲つかれたおっさんのようだ。


「この間、女子高生を連れて埠ふ頭とうまでドライブしたんだが、中々疲れたよ。気が強いというかなんというか……。そういう跳はねっ返りなところが好きだったりもするんだがね」


　ドライブもなにも年ねん齢れい的に車の免めん許きよなんて持っているはずがない。もしかしてバイクでツーリングに行ったという意味だろうか。


「中々の才女らしいんだが、プライドが高いのもそのせいなのかね。でもまぁ、そういう子が否いや応おうなく体を反応させて俺に染まっていくのも嫌きらいじゃないんだ」


　……ぼくが言うのもなんだが、卑ひ猥わいだ。成樹ってこんな奴だったろうか。それになんだかシチュエーションが前にぼくの書いた小説と似ている気がする。女遊びが日常になってしまって逆に疲れすらうかがえる主人公像も、今の成樹とそっくりだ。


「──ってまさか、ぼくの小説読んだ？」


　成樹はその一言に目を輝かがやかせ、急に椅子から立ち上がると親指で自分を指した。


「この成樹、どんな役でも演じわけてみせるぜ！　丈途くんの作品が映像化されるときは今の演技を思い出してくれよ！」


　確かに天才だ。そして、うざい。


　これ以上関かかわると面めん倒どうなことになりそうだったので、ぼくは曖あい昧まいに頷うなずいて成樹から離れた席に座った。


　なんの気なしに辺りを見ていると、教室の端はしにぽつんと座る鳴唐さんを見つける。英語の授業だというのになぜかクラリネットのケースも持っていた。よく考えれば彼女はオリエンテーション大会のときもクラリネットを持っていたはずだ。幼い頃ころから弾ひいていたらしいが、もはや自分の一部のようなものなのだろうか。そういえば彼女は大会のはじめにあのクラリネットを落とし、なぜかぼくを見ていた。いまだに理由はわからないが、鳴唐さんについては色々考えたところで理解できるような思考をしているとも思えない。細かいことは忘れようと気を取り直し、前を向いた。


　授業開始のチャイムが鳴ると、スーツを着た金きん髪ぱつ坊ぼう主ずの渋しぶい外国人男性が教室に入ってくる。高い鼻に甘いマスクを兼かね備そなえた恰かつ好こよさがあり、日本人と比べると肌はだの白さが際きわ立だっていた。この人が講師なのだろう。


「How are you doing?〈調子はどう？〉」


　いきなり英語であいさつ……。そもそも英語が苦手なぼくは一発でこの授業が嫌いになった。


　先生は教壇に立つと流りゆう暢ちような日本語にきりかえ、授業の趣しゆ旨しを説明する。


「方法論としての文法と実生活での言葉が違うのは日本も他国も似たようなものです。しかも元々違ちがう言語なのですから、完かん璧ぺきに同じ表現で訳そうということ自体難しいことだと思います。この授業では現実に合った表現を学んでもらい、みなさんが世界的才能として活かつ躍やくする手助けをしていきたいと考えています」


　ずいぶん難しい日本語も使いこなしている。英語でなければまともにコミュニケーションがとれない面倒な先生じゃなくてよかった。


　しかし、授業内容は最悪であった。次々と例文を読ませるのでさぼれない。





「Men must accept advances made by women.〈据え膳食わぬは男の恥〉」


「「──Men must accept advances made by women.」」


「I was tempted by the devil!〈魔がさした！〉」


「「──I was tempted by the devil!」」


「Shall we make a secret arrangement?〈口裏を合わせよう〉」


「「──Shall we make a secret arrangement?」」





　……やっとのことで授業終了のチャイムが鳴ると、何人かの女の子がぼくのところに来る。


「あの……作家さんなんですって？」


　声をかけてきたのは謡江というアイドルみたいな子だった。この子も実践英語をとっていたらしい。さきほど見かけたときはボレロを着ていたため気づかなかったが、制服のワンピースを自分流に着き崩くずしていた。スカーフのかわりにハートのペンダントをつけ、胸むな元もとからは大きなリボンを垂らし、腰こしの飾かざりベルトをより華はなやかなものにかえている。


「作家は作家だけど……誰だれから聞いたの？」


「成樹くんよ。有名なんですってね」


　──あの野や郎ろう、微び妙みようにかいつまんで説明するなよ！　ぼくに嫌いやがらせするためにわざとやってんのか!?


　沸ふつ々ふつとわき上がる怒いかりはあるものの彼女には否がない。ぼくは平静を装よそおいつつ、謡江という子のやけにきらきらとした瞳ひとみに目をやる。


「どうせすぐばれるから正直に言うけど、書いてるのはポルノ小説だよ。一応は芸術扱いになってるけど」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、彼女の表情が固まった。責めはしない。三組女子の反応を見る限り、閃学園とはいえポルノは女の子にとってやはり嫌けん悪おの対象であるようだ。


　しかし彼女は次の瞬間には元に戻り、華やかな笑え顔がおを向けてくる。


「ポルノを題材にする芸術家の人って初めて見たわ。もっと粘ねん着ちやく質しつだったり恐こわい人だったりするのかと思ってた」


「そんな……ぼくにだって常識くらいあるよ。周りが妙みように構えちゃって困ってるんだ」


「そういうの、悲しいわね。私は謡江っていうの。選択科目が同じみたいだし、これからもよろしくね」


「ぼくは丈途。英語苦手だけど、よろしく」


　謡江は「私もよ」と言うと手を振ふって女の子たちと教室を出ていった。ああいう子は同性の憧あこがれになるんだろうな。蘭とは違う意味で周りに女の子が絶えなさそうだった。それにいい子だ。あんな好意的な反応は初めてである。


　感かん慨がいにふけっていると、鳴唐さんと目が合った。


「……また食べるの？」


　ひとり言のように発せられた台詞せりふはしっかりとこちらの耳に届いていた。


[image: ]


　ぼくはそこまで危険か！


　怒りが顔に出たのか、鳴唐さんは驚おどろいたように飛び退のくとそのまま小走りに去ってしまった。


　彼女はきっと、謡江みたいな恰かつ好こうはしないんだろうな。








　一日の授業が終わり放課後になると、男子が一いつ斉せいに教室を出た。女子は男子に先を越こされてしまい、あえて教室に残っている。


「みんな考えていたことは同じか」


　ぼくの言葉に律は早歩きのまま答える。


「空気が悪くてかなわないね。誰かが謝れば解決するって問題でもないしさ」


「謝りようがないよ。向こうはぼくが犯人だって決めつけてるんだ」


　下げ駄た箱ばこまで来ると、律はなぜか急に立ち止まった。


「どうしたんだ？」


「悪い。ちょっと用事を思い出したよ。丈途は先に帰ってくれないか」


　律はぼくをおいて校舎の奥へと戻ってしまった。慌あわてて教室を出たからうっかり忘れたことでもあったのだろうか。


　ぼくは下駄箱を抜けて校舎から一歩外に出た。その瞬間、唐とう突とつに足元を浮ふ遊ゆう感かんが襲おそう。混乱で目をしばたたかせる中、正面のプレートにでかでかと書かれた文字が見える。





『ハ・ズ・レ[image: ]』





　──バッシャァァン！


　大きな溝みぞにためられた泥どろ水みずの中へ、盛大な音を立てて落ちてしまった。


　な、なんでこんな所に溝が……。慌てて体を起こすも、泥水は腰まできている。自然にできたとは到とう底てい思えない深さだ。


　わけがわからないまま溝から出ようと縁ふちに手をかけると、今度はその縁が崩くずれて中に折りたたまれていた電線があらわになる。周りの土が崩れたせいでたたまれていた部分が一直線になり電線は泥水の中へ──。


　……え？　し、死……。


　刹せつ那な、殺人的電流がぼくを襲い、長いようで短かった人生が走そう馬ま灯とうのように浮うかぶ。


　あぁ、こんなところで死ぬなら法律なんて無視して大人の遊びを嫌いやというほどやっておけばよかった。妄もう想そうだけでポルノを書かずプロのお姉さんに色々教えてもらって作品に活いかせばよかった。どうして今までストイックにポルノを書いていたのだろう。モテなかったせいもあるが、もっと快楽に貪どん欲よくであるべきだった。将来ポルノ御ご殿てんを建てたときのために精をためておこうだなんて考え我ながら馬ば鹿かだった。干ひからびるまで快楽に快楽を重ね、アスリートがビルドアップするがごとくぼくも強靭な精力を身につけておけばそもそもこんな電流など簡単に蹴け散ちらすことが──。


「騒さわがしいわね。はねた泥水、ちゃんと掃そう除じしときなさいよ」


　ため息まじりの女の声とともに、死の電流が止まった。


　まだ全身に痺しびれが残る中、溝の上に目をやると微笑ほほえむ蘭が見える。隣となりにはクラスの女子がひとり立っており、その手にはのこぎりやハンマー、それにＬ字型定規といった日曜大工にでも使いそうな道具の数々が握にぎられていた。


　まさかこのトラップ──。


「この子って工作が得意らしいの。早く学園を出ていかないと、職人の技わざを嫌というほど堪たん能のうすることになるわよ」


「冤えん罪ざいでぼくを殺す気か！」


「冤罪？　笑わせてくれるわ。それにハズレを引いたあんたが悪いんでしょ。あたしたちに八つ当りしないで」


　蘭は溝の上に立てられた『ハ・ズ・レ[image: ]』のプレートに目をやると、ほらねと言わんばかりにぼくを見おろして去っていった。


　怒りに震ふるえつつ校舎の方を向くと、ぼくの下駄箱から一直線の位置にこのトラップがあることに気づく。なにも考えずに進めばあっさり罠わなにかかるといった寸法だ。校舎の脇わきには『工事中』と書かれた札が落ちていた。ぼくが通るまであれで扉とびらを封ふう鎖さしていたらしい。


「この周しゆう到とうさ……もう百合ゆりだからどうってレベルじゃないぞ……」


　溝をなんとかしてのぼると、泥水を滴したたらせながら足を踏ふみ出した。


「犯人捜さがしに力を注げばいいものを……これじゃほんとに才能の無む駄だ遣づかいだろ」


　蘭たちへの怨うらみ言をひとしきり口にしていると、いつの間にか中庭に来てしまう。そこで、クラリネットのケースを抱かかえた鳴唐さんを見つけた。この間もこの辺りで練習していたが、音楽棟とうがあるのに木管楽器をよくも外で吹ふこうと思うものだ。


　彼女はこちらに気づくと慌てて踵きびすを返し、逃にげるように走り出した。


　まずい！　ここで誤解をといておかないと、次はいつ謝るチャンスがくるかわからない。


「ごめんっ！」


　ぼくの大声に驚いたのか、鳴唐さんの足が止まる。今だ。今話してしまわないと──。


「前にクラリネットの部品を味見しちゃっただろ。あれさ、ただの木き屑くずだと思ってたんだ。なんだかよくわからなくて観察してたっていうか、まさか鳴唐さんの私物だと思わなくて……。だから本当にごめん！」


　謝罪の言葉がくるとは思っていなかったのだろう。鳴唐さんはこちらに背を向けたまま止まっていた。


「……のぞきは？」


「やってない！」


　彼女の台詞せりふにほとんどかぶせるようにして答えていた。真しん剣けんさが伝わったのか、鳴唐さんはゆっくり振り返るとぼくの目をじっと見つめてきた。


「……吹音の唾だ液えきを味見したこと、忘れて。そういうのって、もっと大切にしなきゃいけないと思うから、忘れて」


「わ、わかった。今、忘れた」


　鳴唐さんはクラリネットのケースを地面に置くと、中から長方形の木もく片へんを取り出した。


　一いつ瞬しゆん、あれを味見したときのことを思い出し、びくりと反応してしまう。


　い、いかん。あのことはもう忘れたんだった。


「これはリードって言うの。これが振しん動どうして音の源になるの。よく取り替かえる部分だから、何枚も用意してるの」


　わかった、もう味見しないよ──とは忘れた手前言えず、黙だまって首を何度も縦に振る。


　鳴唐さんはしばらくぼくを見つめていたが、やがてクラリネットのケースを閉めて持った。


「もう、吹音も忘れちゃったから」


　それだけ言うと歩き出し、中庭の中央にかかる橋を渡わたって麓ふもと側の木こ陰かげへと行ってしまった。


　これって許してくれたってことでいいんだよな。ぼくは自分で確かく認にんするように頷うなずくと、遠くでクラリネットを組み立てる鳴唐さんに目をやった。








　寮りように帰るとさっそく泥どろだらけの服を脱ぬいで風ふ呂ろに入る。さっぱりしたあとは原げん稿こうを書いて夕食までの時間を潰つぶした。この学園には部活が存在しないため才能を伸のばす以外にやることが少ないのだ。生徒が寄り集まった同好会のようなものはあるが、そこにいるのはチームや対戦相手が必要な才能の者がほとんどである。暇ひま潰つぶしで入れるようなものはなかった。


　執しつ筆ぴつしていると部屋のチャイムが鳴る。不思議に思って扉を開けると、ラフにシャツのボタンをはだけた律が立っていた。コートは脱いで襟えり元もとの装そう飾しよく布ふも外したらしい。


「やぁ。ちょっと話があるんだけどいいかい？」


「暇すぎて原稿書いてたくらいだし、どうぞ」


　律は靴くつ脱ぬぎに革かわサンダルをそろえて置くと、部屋に入ってきた。寮内ではいちいち靴を履はくのが面倒なのでみんなスリッパかサンダルを使っている。ちなみにぼくは入学式当日に寮へ入ったのでどちらも用意する時間がなく、スニーカーの踵かかとを潰してスリッパがわりにしていた。


　律は中に入るなり感心したように声を漏らす。


「てっきり万まん年ねん床どこに失敗した原稿が散乱してると思ってたよ」


「それは作家に対するイメージなのか？　それともぼくという人間を観察した結果なのか？」


「ははっ。両方だよ」


　なんの悪気もないように笑われてしまった。この部屋にはベッドもあるし、失敗した原稿は机の脇のゴミ箱に捨てているし、そもそも収納スペースがあるのだから散らかすはずがない。今度律の部屋を抜ぬき打ちで訪おとずれて仕返ししてやろうと思った。「数学者って数式にしか興味がないのかと思ってた」とでも言ってやる──って、それじゃ蘭の一回戦の暴言と同じか。


　律は机の前にある椅子に座ろうかベッドに座ろうか迷っていたが、ぼくがベッドに座ると黙って横に腰をおろした。ふたりして壁かべに背をもたれさせ前を向く恰かつ好こうとなる。ほとんど肩かたが触ふれ合わんばかりの距きよ離りで、もう夕方だというのに律からはシャンプーのいい香かおりが漂ただよっていた。


　……なんか、妙にぼくとの間かん隔かくが狭せまいような気もするが、細かいことはこの際いいだろう。


「実は今日の放課後、学園の生徒を一通り見てきたんだ。でも丈途と見み間ま違ちがわれそうな奴やつなんていなかったんだよ」


　その言葉を聞いてはっとした。──顔は丈途に似ていたらしいけど、背恰好は丈途と違うかもしれないらしい──。律は被ひ害がいのあった次の日に噂の内容をそう説明していた。ぼくが怪あやしいという先入観が女子にあったにせよ、見間違える程度には似ていないと説明がつかない。


「男子全員を確認してきたのか？」


「まだ六割しか確認できてないね。残りは寮の食堂で張ってみるしかないよ」


「そういえばあとちょっとで夕食の時間だけど」


「それで迎むかえに来たってわけさ」


　そういうことか。犯人捜さがしならむしろぼくが率そつ先せんしてやらなければならないことだ。わざわざひとりで校舎を回ってくれていたなんて、なんだかすまない気持になる。


「ありがとう」


　ぼくの言葉を聞いてはにかむ律は、近づきがたい天才数学者などではなくどこにでもいる多感な高校生に見えた。


　食堂に行くと、まだ開いて間もないせいか食券機の前に列はなかった。すでに食べ始めている生徒はいたが、食べ終わって帰ったという者はいないだろう。


　ぼくは釜かま飯めしを頼たのみ、律はエビチリを頼んだ。洋食しか受けつけないのかと思っていたが中ちゆう華かもいけるらしい。カウンターで料理を受け取ると、食堂全体が見み渡わたせる端のふたり席に座る。


　時間はたっぷりとあるのだからゆっくり食べようと箸はしを持った瞬間、おもむろにマイフォークとマイスプーンを取り出す律が見えた。


「──それは絶対違う！　むしろマナー違い反はんだ！」


「なんだ？　レンゲでも使えば満足だったか？」


「じゃなくて箸があるだろ、箸が！」


「いいじゃないかそんなこと」


「確かにどうでもいいことだが、マイフォークとマイスプーンだけは絶対に違う！」


　律は肩をすくめるとぼくをおいて食べ始める。右手のスプーンでエビチリのソースをすくって飲み、左手のフォークでエビを刺さして口へ運ぶ。そのあまりの自然さにこれ以上突つっこむことを忘れてしまった。


　こんな上品にエビチリを食べる奴、初めてだ。律のご飯がフレンチに見えてきた。


　それからどれくらいの時間が経たっただろう。ぼくと見間違われそうな者は一向に現れなかった。ご飯を食べ終わってからもコーヒーを注文して時間を潰していたが、結局なにも得ないまま食堂が閉まる時間となる。


「これで約八割の男子は確認できたんだけど……確かめる人数が多くて百分の一以下の正確な数字は出せないな。ごめん。僕に蘭並の記き憶おく力はないんだ」


「むしろ八割って言える時点でぼくにとっては凄すごいんだが」


「確実に判断できないと生徒全員を確かく認にんしたのかどうかもわからないし、身体的特とく徴ちようの統計も狂くるうだろ」


　律はため息をつくとそのまま立ち上がった。自分が疑われているわけでもないのに、本当に真しん剣けんに犯人を捜している。


　ぼくは食堂を出ると売店に寄ってもらい、黙ってふたり分のケーキを買った。律と一緒に部屋に戻もどるとそれを皿に分け、再びベッドの上で話を続ける。もちろん律はマイフォークを使っていた。しかも食べる前にちゃっかりキッチンで洗っている。


「律が見た限り、現状ってどうなんだ？」


「概がい算さんで……九割がた丈途が犯人だな」


「確率高っっ！」


「百パーセントじゃないんだから全然大だい丈じよう夫ぶだろ。まだ二割近く男子を確認してないしさ」


「やばいな……そんなに状じよう況きようが悪かったなんて……」


　しばらくの間、部屋の中にはケーキを食べるわずかな音だけが流れていた。状況がかなり悪いにせよ、残り二割の男子を確認しない限りどうにもならなそうである。


　そのとき、律がフォークを皿にぶつけてしまい、甲かん高だかい音を鳴らした。


「──丈途。のぞきってさ、いつから始まってたと思う？」


「いつからもなにも騒ぎがあったのは──」


「その考えがいけないんじゃないかな。今まで閃学園にのぞきなんてなかったようだし、新入生の中に犯人がいる可能性は高いと思う。仮に新入生が犯人だったとして、大半は春休みのうちからここの寮りように入ってたんだ。のぞきは春休みからすでに始まってて、騒ぎがあった日にやっとばれたってことも考えられる」


「そうか。あり得る話かも」


「決定的にばれたのは一昨日おとといだけど、実は予兆ってもっと前からあったのかもしれない。その統計をとれば犯人を割り出す手がかりにもなるし、統計の変化点を検出して犯人のクセを見み抜ぬけば次の犯行日時も予測できる」


「すぐ誰だれかに確認しないと！」


「でもうちの女子には聞けないしなぁ……」


　聞くなら亜希先生か女子寮の守衛さんといったところだろうか。今の時間だったら教師陣じんは当直の先生しかいない。亜希先生は家に帰っているだろう。守衛さんに聞こうにも、ぼくが今の時間に女子寮へ近づいたらその場で捕つかまってしまいそうだ。


「明日、ぼくが先生に聞いてみる」


「僕も丈途と一いつ緒しよに聞くよ。とりあえず今日はこれで解散だな」








　次の日登校していると、赤毛の寝ねぐせを揺ゆらしながら鳴唐さんがふらふらと歩いているのが見えた。また長いこと練習でもしていたのだろうか。


　……ぼくのこと、もう許してくれたんだよね？　……多分。


　それを確かめるためにもここで声をかけなければならない。しかしよくよく考えると女の子と普ふ通つうにあいさつする機会など久しくなかったため、ちょっとやり方を忘れていた。


　──お前もたまってんだろ？


　──体は正直だな？


　──いくらだ？


　……いや、なにを馬鹿なことを考えてるんだ。おはようでいいだろう。普通に、普通に……。


「お前もたまって──じ、じゃなくておはよう！」


　一いつ拍ぱくおいてぼくの言葉に反応した彼女は、半分しか開いていない目をこちらに向け、黙って首をカクンと縦に振ふった。──助かった。どうやらまだ夢の中にいたらしい。それに、本当にぼくのことを許してくれているようだ。


　勢いにのってなにか話そうとしたが、眠ねむそうな鳴唐さんを前に言葉が出なかった。ぼくたちはお互たがいに黙ったまま下げ駄た箱ばこまで来てしまう。


「──ポルノ小説って、なに？」


　不意に鳴唐さんが口を開いた。


「ポォッ……ポルノって、その、なんというか、芸術の一ジャンルだよ」


「ジャンルって、何派ってこと？」


　じっとこちらを見つめてくる彼女の瞳ひとみはあまりにも無む垢くだ。ポルノの意味をそのまま教えて汚けがしてしまうのは罪の香かおりがして、思わずごまかしてしまう。


「何派っていうのと少し違ちがうけど……恋れん愛あいの形のひとつなんだ。そう、愛！」


「じゃあ恋愛小説を書いてるのね」


「テーマの中心にあるのが愛って感じかな」


「大人なのね」


「そんなことないよ。ぼくなんて女の子と──」


　その瞬しゆん間かん、誰かに思いっきり後頭部を殴なぐられた。悶もん絶ぜつしかけると横よこ薙なぎに倒たおされ、受け身もとれず下駄箱の前に転がる。


「あんたって奴はこりもせず女の子を毒どく牙がにかけようとして……なにが『そう、愛！』よ」


　打ちつけた体の痛みに目をしばたたきながら顔を上げると、憤ふん然ぜんと腕うでを組んでこちらを見おろす蘭がいた。


　今の会話をしっかり聞かれていたらしい。ぼくは肉体的な痛みでなく、精神的なダメージで悶絶しそうになった。


「ふん。そうやって自由にしてられるのも今のうちよ。必ず証しよう拠こをつかんで極ごく悪あく人にんだけ集めた最さい凶きようの牢ろう獄ごくに送ってやるわ」


「でもこの人、のぞきはやってないって」


　不思議そうに首をかしげる鳴唐さんを見て、蘭は青ざめるようにして彼女を抱だきしめる。


「噓うそよ！　だまされちゃ駄だ目めっ！　吹音ちゃんはマインドコントロールされてるのよ！」


「インド……ロール？」


「洗脳よ！　偽いつわりに満ちた悪あく魔まの業わざよ！」


　鳴唐さんは蘭に抱きしめられたまま問いかけるようにこちらを見つめる。


　……違うんだ。ポルノ小説の説明をちょっとだけごまかしちゃったところはあるが、噓なんてついてないんだ……。


　痛みで立ち上がれずにいるぼくは半泣きで首を横に振る。それを見て鳴唐さんがなにか言おうとしたとき、蘭は彼女を連れて下駄箱から去ってしまった。


　……早く、早く身の潔白を証明しなければ……。


　その後も蘭は休み時間ごとに鳴唐さんの周りをがっちりとガードしていた。どうやら鳴唐さんがぼくの次のターゲットだとでも思ったようだ。その露ろ骨こつな行動に腹が立ち、午前中の授業はほとんど頭に入らなかった。


　やっとのことで昼休みになると、ぼくは律に目配せしてふたりで職員室に直行する。


　亜希先生はちょうど弁当を広げているところだった。


　ぼくたちを見るなりなにかを察したらしく、


「お弁当食べながらでいいなら構わないけど？」


　と聞いてくる。


　先生とランチをご一緒できるなら喜んで──じゃなくて、一応真面目まじめな話をしにきたんだけど訪ねた時間も時間だし──などと考えていると、律がぼくの制服の裾すそを引っ張る。


「寮りようの売店でなにか買ってこようぜ」


　それが一番よさそうだった。ぼくたちは全力疾しつ走そうで寮と職員室を往復し、十分も経たたないうちに戻ってくる。息をきらせつつパンの袋ふくろを開けると、亜希先生は弁当に箸はしを伸ばしながらぼくたちに問いかけるような視線を送ってきた。


「ぼくがのぞき魔まと勘かん違ちがいされてることで聞きたいことがあるんですけど」


「私が言えることだったらなんでも答えるわよ」


「以前からのぞきの予兆ってなかったんですか？」


　亜希先生は考えるように弁当箱を見つめ、慎しん重ちように口を開いた。


「実は入学式のある少し前から、夜中に寮の中や外で監かん視しされてるような気配を感じるって女の子たちが騒さわいでたの。それで女子寮の警備を強化した矢先に事件が起こったのよ」


　当りだ！　律も同じことを考えたらしく、ぼくの方を見て頷うなずく。


「ただ人の気配については誰だれかが実際にのぞき魔を見たわけじゃないから、なんとも言えないの。こちらとしても女の子たちを安心させるために警備を強化しただけだから」


「そのことをクラスで話してください。ぼくずっと疑われてて困ってるんです」


「女子寮でのことなんだからクラスの女の子はみんな知ってるわよ。見えない気配より実物を信じるでしょ」


　実物って……、ぼくのことか。せめてポルノ作家だとばれるのがもうしばらく後だったら変に疑われることもなかっただろうに……。


　律は食べていたパンをジュースで飲みくだすと、亜希先生に目をやる。


「先生たちものぞき魔について色々調べてると思うんですけど、なにかわかりましたか？」


「そうねぇ。話を整理すると、今回のぞき魔が見つかったのは寮の外で、望遠鏡かなにかを使ってるようなシルエットだったらしいわ。ただ女の子たちが人の気配を感じたのは寮の中だったり外だったりバラバラで、よくわからないのよ」


「寮の中……それって簡単には入れませんよね」


「そうね。寮の入口には常に守衛さんがいるものね。ただそれって、本当にその気配がのぞき魔のものだったらって前提があるでしょ。のぞき魔は騒ぎがあったあの日に女子寮の外にいた。それだけが事実よ」


「微び妙みようだなぁ。話をきちんと聞けば単純に丈途を疑うには微妙な状況なんだけどなぁ」


　律は再びパンに口をつけながら何事か考えている。思ったより話が面めん倒どうな方向に進んでいるせいか、ぼくは頭の中がぐちゃぐちゃになりパンの味がしなかった。


「これは多分なんだけど、犯人は丈途くんより少し背が高いみたいね。だからってわけじゃないけど、学校側だってもう丈途くんを犯人だなんて思ってないわ。どっしり構えてクラスにいなさい。のぞき事件については私たちがきちんと調べてるから」


　……先生、今、もうって言った。


「ちょっと待ってください、亜希先生。まさか犯人の背が丈途より多分少し高いだなんて曖あい昧まいな情報で無実を証明したつもりになってるんですか？　現状では丈途が高確率で犯人であることに変わりはないんですよ」


「律、いきなりなに言ってるんだよ！　お前は一体誰の味方なんだ!?」


「もちろん丈途の味方さ。だからこんなにも必死に犯人を捜さがしてるんじゃないか」


「なら余計なこと言うなよ！」


「だっておかしいだろ。どう計算したらあんな不確かな情報で無実の証明になるんだ。はっきり言ってそれが学校公式の見解ならがっかりだね。閃学園の教師陣もたいしたことないよ」


「……先生たち、ちょっと考えが甘かったみたいね。もう少しきちんと調べてみるわ」


「ちょっと！　犯人ってきっとぼくより背が高いからもう疑わなくていいんですよ!!」


「安心しろって。丈途の無実は僕が必ず証明してみせるさ。それこそ完かん璧ぺきにね」


　馬ば鹿か野や郎ろう！　むしろお前のせいで話がややこしくなったんだよ!!　あぁ……もう。律なんて連れてこなきゃよかった……。


　それから律はのぞきの予兆について先生から話を聞いていたが、ぼくは今のやりとりで気力を使い果たしてしまいうなだれていた。


　……へへっ。ぼくは女の子から嫌きらわれる星のもとに生まれたってことなのさ。へへっ……。


　午後の授業は完全に生気が抜ぬけていた。周りが一いつ斉せいに移動する音がして、やっと我に返る。まだ六時限目の授業が残っているはずだが、どうしたのだろう。ぼくは慌あわてて律を追った。


「どこに行ってるんだ？」


「六時限目はオリエンテーション大会の二回戦だろ」


　すっかり忘れていた。しかもうちのクラスは出し物が決まっていないはずだ。そんな状態であのとんでもない司会がいる体育館に向かうのはかなり嫌いやだった。


「誰か優やさしいクラスメートが自分だけで秘策を考えててくれたとか、そんな素す敵てきなサプライズはないかな？」


「百パーセントあり得ないね」


「それってどんな計算をしたんだ？」


「だってそういうクラスじゃないか」


　……そんな適当な理由で百パーセントなんて言えるなら、亜希先生の前で変にごねるな！


　体育館に着くと、一組と二組はやる気満々で前の方を陣じん取どっていた。ぼくは無難に一組と二組の後ろ辺りに腰こしをおろし、二回戦が始まるのを待つ。


　ほぼ全員座ったかと思われた頃ころ、ステージの幕が上がり司会の牡丹先せん輩ぱいと廻先輩が現れた。廻先輩は一見爽さわやかに見える笑え顔がおをふりまいて親しげに手をあげる。


「ようっ！　お前ら元気にしてたか？　大会でへまするんじゃないかってびびって逃にげた奴やつはいないよな？　逃げてたら俺の仲間たちが引きずり回して連れてくるからな」


「大丈夫よ～。今数えたらちゃんとみんないたわ」


「ちっ……つまんねぇなぁ。今年の一年はよっぽど自信があるってことですかね」


「毎年何人かは消えてるんだけどねぇ」


「念のため学園中に仲間を忍しのばせといたのに、俺の顔潰つぶすんじゃねぇよ一年」


　どんな台詞せりふのときも素敵な笑顔を崩くずさない廻先輩だった。


　……出し物がないからって、逃げなくてよかった。


　胸をなでおろしたのもつかの間、司会のふたりはさらにテンションを上げて話を進める。


「牡丹先輩。今日の順番はどうしましょうかね」


「ん～そうねぇ。三組はとりあえず最後ね。面おも白しろそうだから」


「あれだけ挑ちよう戦せん的なことをしてくれたんですから、今回はお題通り大いに才能で泣かせてくれるんでしょうね。おい、三組。すげー期待してるからな。裏切るんじゃねぇぞ！」


「じゃあ今回も一組から順番通り発表ね。それでは審しん査さ員の入場です☆」


　牡丹先輩の舌っ足らずな声とともにぞろぞろと審査員たちがステージの袖そでから現れる。


　見えない何者かと会話している者、プラスチックモデルに色を塗ぬりながら歩く者、魔ま術じゆつ系の本を朗読している者、四つんばいで床ゆかをノックしながら進む者……。


　男女ともに五人ずつの計十人だったが、これ、全員人格破は綻たん者なんじゃないだろうか？　審査員としてステージにいるのに誰だれも顔を上げない。自分の世界しか見えてない。まさかぼくたちもこの学園にいたらいずれあんな風になるんじゃ……いや、考えるのはよそう。


　今回は泣いた審査員が一番多いクラスの勝ちだ。涙なみだの判定は司会の先輩たちがおこなう。ただでさえ人を泣かせることは難しいのに、ここまで癖くせの強い審査員たちが相手だともうどうしようもない感じがした。


　一組はステージの天てん井じように収められていた巨きよ大だいスクリーンをおろし、体育館中のカーテンを閉めて照明を消すと、プロジェクターでＣＧの一枚絵を映し出す。手をつないだ男女が描えがかれており、ＣＧの脇わきではピアノやヴァイオリンの生演奏が始まった。


　やがてスクリーンの横にスポットライトが当たると、マイクを持った成樹が浮うかび上がる。彼がおもむろに口を開くとそれに合わせて別のＣＧが表示され、ひとつの物語が始まった。


　例えるなら、豪ごう華かな紙かみ芝しば居いのような出し物である。ヒロインが不治の病にかかっている既き存そん作品を集めて再編したような内容だったが、天才子役で名を馳はせた成樹の語りと才能ある音楽家たちのＢＧＭはかなり涙るい腺せんに効く。普通だったら何人かは泣いてもよさそうな状じよう況きようだが──。


　審査員たちは今まさにヒロインが死のうというとき、爆ばく笑しようしていた。彼らのセンスでは笑うところだったらしい。おかげでこみ上げていたぼくの涙が止まってしまう。この審査員たち、ろくに人の話を聞いていないようで変なところだけは聞いているようだ。


　結果は散々で、だれひとりとして泣いていなかった。むしろ苦笑も含ふくめると全員笑っていた。ある意味で中々出せない結果だ。審査員たちを見て呆ぼう然ぜんとする成樹の顔が印象的であった。


　次の発表は二組だったが、ステージの下に座ったまま誰も動こうとしない。もしや二組もぼくらと同じで出し物が決まらなかったのだろうか。先輩たちがいつ怒おこり出すのかと冷や冷やしていると、ステージ上に謡江ひとりが現れる。手にはマイクを握にぎり、胸むな元もとの大きなリボンをひらりとさせて中央に立った。


　彼女は歌の才能でここに入学したらしいが、まさか自分の歌だけで審査員たちを泣かせようというのだろうか。たとえ名曲を完璧に歌いあげたとしてもあの審査員たちを泣かせるのは難しいだろう。


　謡江が目をつぶって集中しているなか、おもむろに曲が流れてくる。それは流行のバラードでもなく、一昔前の名曲でもなく、誰もが知る童どう謡ようだった。


　──夕焼けに染まりながら飛ぶ赤いトンボ。幼い頃、背負われて見たのはもうずっと昔のことだった。育ててくれた大切な人もいつしかいなくなり、故郷ふるさとを思い出す術すべもなくなる。あれからどれくらい経たったのだろうか。歳としを経て見る夕焼けの空には、昔と同じようにあの赤いトンボが映っているというのに──。


　素そ朴ぼくで胸を打つ情景。目に浮かぶ数々の思い出。曲が素す晴ばらしいのは言うまでもないが、みんなが知っている童謡をそれでもあえて自分が歌い、世界観を瑞みず々みずしく伝えきる才能。まさに天才だ。ぼくは知らず一筋の涙を流していた。


　審査員たちもまた曲に聞き入り、涙している。なにせここは全ぜん寮りよう制せいの学校だ。故郷ふるさとを思い出させる歌は学年が上がるほど効くだろう。発表を真面目まじめに聞いていなかった審査員たちでさえ泣いてしまったのも頷ける。


　結果は数えるまでもなく審査員の全員が泣いていた。ここまでの歌唱力を見せつけられれば文句のつけようもなかった。


　そしてついに、ぼくらの番が回ってきてしまう。


「では続いて三組～。二組があれだけがんばった後なんだから、期待してるわよ♪」


「審査員の全泣きは出ちまったから、体育館にいる生徒全員の号ごう泣きゆうが最低ラインな」


「仕方ないわよねぇ。だってあなたたち、天才なんでしょ？」


　あまりに酷ひどい前振ふりだった。クラスメートを見回すが、誰も前に出ようとはしない。やはり出し物を決めている者などいなかったのだ。たっぷり三十秒は過ぎたかという頃、廻先輩は大きなため息とともにぼくらを見み渡わたした。


「お前ら、もう勝負をおりるか。できない奴に期待するほど俺は酷くないからよ」


「田舎いなかじゃ天才って言われてたんだろうけど、世の中の広さが少しはわかったでしょ？　わかったら荷物をまとめて学園の敷しき地ちから一歩だけ外に出てね[image: ]」


「今後三年間ここにいるのは、凡ぼん人じんじゃ辛つらいだろ」


　審査員の席からも様々な野や次じが飛び始める。


「誰だよ、こんな凡人どもの入学許可した奴。ぶっ潰してやる！」


「この程度でよく天才だって自己推すい薦せんできたな。笑っちまうぜ」


「俺らみたいな天才に憧あこがれる気持はわかるが、数合せクラスは失うせな」


　司会に負けず劣おとらず辛から口くちだ。野次がやむ様子はなく、ぼくらがここから去る以外に収まりようがなさそうだった。律は悔くやしそうに歯がみしていたが、数式で人を泣かせることはできないだろう。そもそもうちのクラスに人を泣かせられる才能を持つ者なんて……いた。


　目に入ったのは、幼い瞳に精せい一いつ杯ぱいの決意を宿してステージを見つめる鳴唐さんだった。普ふ段だん大人しい彼女のあんな表情を見るのは初めてだ。まさか、謡江と同じようにひとりで発表するつもりなのだろうか。鳴唐さんが自分から前に出る姿は想像し難がたいが……。


　野次が最高潮に達しようとしたとき、彼女はついに一歩前へ出る。その刹せつ那な、


「凡人凡人ってうっせーなぁ。テメェらそんなに凄すごいのかよ、この豚ぶたどもが！」


　騒がしい体育館でもはっきりと聞き取れるほどの大音声。暴言を吐はいたのは、一眼レフを手に鋭するどい眼光をたたえた来夏だった。


「この来夏様に向かって凡人だなんて言ったこと、一生後こう悔かいさせてやるぞ！」


　彼女はステージに上がり、ジーパンのポケットから大量の写真を取り出した。次いでトランプを切るように写真の束をシャッフルし、数枚ずつ審査員たちの前に飛ばす。


　審査員たちは最初不思議そうにしていたが、写真を手にした瞬しゆん間かん顔色を変えた。その様子を見て来夏はぞっとするほどの笑えみを浮かべると、審査員たちの手から写真をもぎ取りこちらに向かってぶちまけてくる。


　一瞬、なにが起こったのかまったくわからなかった。舞まい落ちた写真の一枚を拾い上げ、やっとその意味を知る。


　写っていたのは下げ駄た箱ばこでこっそり女物の靴くつを嗅かいでいる女生徒だ。ステージ上を見ると、写真と同じ顔をした女の人が泣きながらこちらへ駆かけてきていた。


　そういうことか。名機来夏──その人物のもっとも醜みにくい瞬間をカメラで切り取ることで評価を得た鬼き才さい。たとえ人格破綻気味の審査員たちでも、自分の醜い瞬間を他人に見られるのは嫌だったらしい。審査員たちは一年生の周りに落とされた写真を巡めぐり、人を押しのけ蹴け飛とばし駆け回っている。体育館は奇き声せいと絶ぜつ叫きように包まれ、あまりのことに泣いてしまう生徒まで出てきた。


　まるで、地じ獄ごくの釜かまの蓋ふたが開いたかのようだ。


「三組……一回戦に続き二回戦も……。お前らの気持、よぉくわかった。体育会系の生徒全員に伝えといてやるから、楽しみにしておけ！」


　廻先輩の怒ど声せいもむなしく、もうどうにも収しゆう拾しゆうがつかない状態だった。


　そんな中、突つっ立ったまましげしげと数枚の写真を眺ながめる律がいた。


「早く避ひ難なんしよう。来夏のせいで巻きぞえくいそうだ」


「ちょっと待ってくれないか。この写真、どう思う？」


　彼が手にしていた写真はどれも自室にいる生徒を写したとおぼしきものばかりで、セーラー服を着て勃ぼつ起きする男、ブリーフ姿で鼻をほじる女、フランス人形を舐なめる性別不明者など、赤せき裸ら々らすぎる瞬間ばかり切り取られていた。


「……ぼくだったらこんな写真を人に見られて生きていけない」


「そうじゃなくて、この構図ってどこから撮とったように見える？」


「どこって、窓まど枠わくが写ってるやつもあるし寮りようの外……」





　──女子寮の中や外で監視されているような気配がしていた。


　──犯人は望遠鏡かなにかを使っているようなシルエットだった。


　──犯人の背は多分ぼくより少し高いようだった。





「先生が言ってた望遠鏡みたいなシルエットって、一眼レフの望遠レンズか！」


「来夏って丈途より少し背が高いし、女だから女子寮には簡単に入れる」


「っていうかこの写真、男子のもまじってるんだけど」


「……のぞかれてたんだろうな、男も」


　誰だれも気づかなかったのか、男子……。女子は春休みから気配に感づいていたというのになんと無防備な。


「でもさ、犯人は多少なりともぼくに顔が似てなきゃおかしいじゃないか」


「そこなんだよ。このままじゃ来夏ものぞき魔だったってだけで、丈途の容疑が晴れるわけじゃない。でも先生からのぞきの予兆の統計をとってたとき確か……」


　直後、律はぼくの顔をまじまじと見つめ、意味ありげに笑う。


「それであの変化点か……。のぞき魔が犯罪の天才じゃなくてよかったな」


「変化点？」


「その説明は後回しさ。丈途は亜希先生を呼んできてくれないか」


　彼はいまだ混こん沌とんの中にある体育館を颯さつ爽そうと進んでステージに上がると、廻先輩になにか耳打ちしてマイクを借りる。


「みなさん。写真を拾ったら裏返しにして僕のところまで持ってきてください。こんな騒さわぎはさっさとやめにしようじゃありませんか」


　律の突とつ然ぜんの指示に、いたるところから非難の声が上がった。


「偉えらそうに命令するんじゃねえ！　誰だお前！」


「こんな面おも白しろい写真どうして返さなきゃいけないのよ！」


「自分で取りに来ればいいじゃない。返すかどうかは別問題だけどね」


　あまりにねじ曲がった反応に律は苦笑いしている。


「最近女子寮でのぞき事件が起きましたが、それとの関連を示すかのようにこの写真には男女両方の寮内を盗とう撮さつした構図が含まれています」


　その言葉に体育館内はざわめいた。こんなところでのぞき魔まの話が出るとは思っていなかったのだろう。


「協力してくれませんか？　のぞきは男女共通の問題だったみたいですしね」


　みんなやっと納なつ得とくしてくれたらしく、おもむろに写真を裏返し始めた。駆け回っていた審査員たちも落ち着きを取り戻もどし、辺りは静まってゆく。


　ここは律に任せれば大だい丈じよう夫ぶそうだ。ぼくは職員室まで走り、先生に事情を話して一いつ緒しよに来てもらう。


　体育館に戻る頃には審査員も一年生も元の場所に座っていた。ステージ上には司会のふたりと律、それに来夏がいる。律はこちらに気づくとマイクを握りなおした。


「名機来夏さん。この件について説明してください」


「べつに。私は見えたものを撮っただけだ」


「窓の外から室内をのぞいても、見られた方が悪いと？」


「見えるってことは、見せたってことだ」


「本当に悪いことだと思ってないなら、どうして素す顔がおを隠かくしたんですか？」


　来夏は鼻を鳴らしてなにも答えなかった。素顔を隠した？　それってもしかして……。


「どうやら僕の考えは当たっていたようですね。のぞきの予兆の統計をとっていて、予兆の内容がエスカレートし始めた変化点を見つけたんです。不思議なことにそれは、女子寮の警備が強化された後でした。おかしいじゃありませんか。警備が強化されれば普ふ通つうは犯行をひかえるはずです。つまり犯人は警備が強化された後になんらかの対たい抗こう策を編み出したことになります。そしてその対抗策とは──写真だったんです」


　意外な答に体育館内はどよめいていた。


「かしこくも写真の天才として閃学園に入学した名機さんが、その才能の粋すいを集めて作ったお面……さぞ素す晴ばらしいできだったんでしょうね。スケープゴートにされた丈途は大変でしたよ」


　写真、確かに撮られた記き憶おくがある。入学二日目に「いると思ったぞ、糞ふん尿によう野や郎ろう」と言われて何枚も激写された。あの屈くつ辱じよくを忘れるはずがない。


「亜希先生。ここにある写真を実際に見せて説明するのは審査員の先輩方に悪いので、生徒たちの証言でこの話を信じて名機さんの部屋を今から確かく認にんしてもらえませんか。のぞきの証しよう拠こと一緒にお面まで隠いん滅めつされたら、丈途の無実を証明できませんからね」


　先生は困ったように周りを見回す。いきなり生徒の部屋を確認してくれと言われても判断しづらいだろう。だがそれも律の次の一言で話が決まってしまう。


「警察を呼ぶより何倍もいいでしょ、名機さん？」


　そう言って律に微笑ほほえまれ、来夏も承しよう諾だくするしかなかった。


　部屋の確認は来夏立会のもとで亜希先生と守衛さんがおこなった。来夏はフィルム派だったため、自分で加工したなどとデジタルみたいな言い逃のがれのできない物的証拠のオンパレードだったらしい。律は来夏がフィルム派だと気づいていたらしく、部屋にさえ入ればすべてのかたがつくとわかっていたようだ。写真はやはり春休みのうちから撮とりだめしていたとのことで、ぼくのお面もあった。またお面をつけて盗撮されていたらと思うとぞっとしてしまう。


　途と中ちゆうから大会どころではなくなっていたが、牡丹先せん輩ぱいが面白そうだからと言って生徒たちを体育館から帰さなかった。待っていたみんなに来夏の部屋の状態が伝えられると、ざわめきとともに大会のしめくくりが始まる。


「三組にもちょっとはまともな奴やつがいるんだな」


　廻先輩は律を見てつぶやき、結果を発表した。三位が一組で二位が三組、一位が二組だった。来夏の写真は審しん査さ員たちを泣かせはしたが、怒おこらせた人も多かったので二位らしい。一回戦の後に「手段は問わない」と公言していたので盗撮写真でも順位はついた。


　この時点で一組が百点、二組が百点、三組が零れい点てん。二位になったところで零点は変わらなかった。とはいえ今回だけはこの無む茶ちや苦茶な大会に感謝しなければならないだろう。先輩たちの心ない野や次じのおかげで犯人が自分から名のり出てくれたのだから。


「次のお題は『バイト貯金』でぇす[image: ]　発表会は来週の金曜日。それまでの間に才能で一番お金を稼かせいだクラスが勝ちよ♪」


　……大会に感謝するのはやはり今回だけらしい。次から次に面めん倒どうなお題を押しつけてくれる。




５　エロだけじゃないのさ、青春は














「よくも俺の醜い写真をばらまいてくれたな」


「違うの……偶然、賞をとってしまって……」


　周りの木々が夕陽を遮り、辺りはほとんど夜と変わりなかった。俺は女の持つ一眼レフカメラを取り上げると、怒りにまかせて地面に叩きつける。


「やめて、壊れちゃ──」


「芸術ならなにをやっても許されるのか！」


　カメラへと伸ばしかけていた女の手が、びくりと止まる。もう互いの輪郭しかわからないほど光はなく、表情までは読み取れない。だが女の顔にようやく恐れが滲んできたことだけは気配でわかった。


　女は自身を抱きしめるような仕草をみせる。ジーパンにシャツといった恰好でこの時間に外出すれば寒くて当然だろう。だが、寒気はもっと別のところからきているのかもしれない。もしそれがなんらかの予感だとするなら、おそらくそれは当たっている。


　俺は黙って女へとつかみかかるとそのシャツを、ジーパンを、無理矢理に剝ぎ取った。


　女は恐怖のあまり声も出ないらしい。消え入るようなうめきだけ上げると、あとはただ震えていた。闇の中で女を守っているのは今、ほとんど外れかけた下着だけだ。


「そんなに醜い写真が好きなら、俺がたっぷり撮ってやろう」


　ブラジャーにレンズの先を押しこみ、何度も、何度も、何度も強烈なフラッシュを浴びせる。胸だけではない。うなじから口、腋の下から腹部。レンズを押し当ててはフラッシュをたき、何枚もの写真を撮る。


「お願い……もうやめて……」


「お前は俺に止める隙も与えず、あの写真を世間にばらまいた」


「ごめんなさい……本当にもう……二度としませんから」


「遅いんだよ！」


　俺は女の足を開くと、レンズを腿の付け根に押し当てる。


「お前の一番醜い写真、たっぷり撮ってやろう」


　息を呑む音が聞こえた。今日撮ったものは後でゆっくり見せてやろう。醜い写真が好きなら喜んで鑑賞するに違いない。


　俺は腿の付け根からショーツを押しのけるようにレンズを動かし、ゆっくりとシャッターボタンに手をかけた──。












　……駄だ目めだ。今回は怨うらみが全面に出過ぎている。こんなことではポルノグラフィーとして駄目だ。ぼくは原げん稿こうをくしゃくしゃに丸めると、ゴミ箱へ捨てる。


「次こそは至高のポルノを──」


「卑ひ猥わいな台詞せりふを教室で言うな！」


　後ろからいきなりどつかれた。振ふり返ると、呆あきれたようにこちらを見つめる亜希先生がいる。


「丈途くん。今回は身の潔白を証明できてよかったけど、火のないところに煙けむりは立たないって言葉、覚えておきなさい」


「はい……」


　集中力が完全に切れてしまった。席に戻ると、原稿用紙だけ目の前に置いて机に肘ひじをつく。


　自由科目中ということもあり、教室に残っている生徒は数えるほどしかいない。だがそれにしても人数が少なかった。みんなわざと教室の外で自習しているのだ。


　昨日のぞき事件にやっと終しゆう止し符ふが打たれたものの、三組の雰ふん囲い気きはなにひとつ変わらなかった。ぼくを疑っていた女子の大半は昨日のうちに謝ってくれたが、ここぞとばかりに男子が女子を責め立てたため、朝になって教室に入ってみると今までと変わらぬ嫌いやな雰囲気のままだったのだ。ちなみにクラスの仲を決定的に裂さいた蘭はぼくに謝らず、今はどこかで自習している。


　来夏については盗撮した写真とフィルムをすべて処分することで生徒と学校の寛かん大だいな処置を受け、警察沙ざ汰たにはされず十日間の停学ということで落ち着いた。今いま頃ごろは寮内の自習室で膨ぼう大だいな量の学習プリントと格かく闘とうしていることだろう。ただオリエンテーションの三回戦は来夏の停学中におこなわれるため、彼女だけうまいこと大会に関かかわらずにすんでうらやましくもあった。


　こんな状じよう況きようで三回戦を迎むかえればまた先輩たちに野や次じられそうだ。逃にげたかったがそれをすると体育会系の先輩たちに引きずり回されるらしいので、首を洗って体育館に行くしかない。もうどうにでもなれという気分だった。


　放課後になるとみんな足早に教室を出てしまう。ぼくも残る理由がなかったのですぐに帰ってしまった。


　部屋に戻ると原稿の続きを書くため机に向かう。数ページ前の場面から読み返していると、原稿の一部を教室の机に忘れたことに気づいた。なくとも書けるが、文脈の確かく認にんはできない。今のうちに取りに行かなければ後で欲しくなっても夜には教室が施せ錠じようされている。面倒だとは思ったが忘れた原稿を取りに行くことにした。


　教室に戻ると、もう誰だれも残っていなかった。さっさと原稿を取って帰ろうとすると、窓まど際ぎわの机にも忘れ物があることに気づく。あの席は……鳴唐さんだ。


　不思議に思って歩み寄ると、置いてあったのはクラリネットの音楽アルバムだった。奏者はオーストリアの男性らしいが、音楽に造ぞう詣けいが深くないのでこれだけではなにもわからない。


　そのときは別段気にもせず教室を出た。


　寮の食堂で晩ご飯を終えてまた原稿を書いていると、ふと、教室で見た音楽アルバムのことが頭をよぎる。天才と呼ばれる子が持ち歩くアルバムなのだからよほど素す晴ばらしいのだろう。それはそれで気になったが、なぜだろう、あのアルバムにはもっと重要なことが書かれていた気がする。奏者がオーストリアの人物って──あそこの首都は確か──。


　ぼくは慌あわてて立ち上がると校舎に向かって駆ける。しかし夜も遅いためすでに施錠されており、中に入ることはできなかった。明日にしようかと迷ったが、そのまま校舎の脇わきを突っきって音楽棟とうへと向かう。


　中に入ると誰かが練習するピアノの音が聞こえてきた。クラリネットの音は……ない。だが鳴唐さんを捜さがすことが目的ではなかった。ぼくは倉庫になっている地下一階へ進むと、膨大な量の音楽アルバムの中から鳴唐さんの持っていたアルバムの奏者と同じ名前を探し出す。そしてケースを開いて解説を読むと、予想通りのことが記してあった。


　その奏者の生まれはウィーン。ウィーン育ちでウィーンのオーケストラに入り、クラリネットの首席奏者を務めた生きつ粋すいのウィーンっ子。


　倉庫に設置してあった音楽プレーヤーにそのディスクを入れてみると、流れてきたのは素そ朴ぼくで温かな美しい響ひびきであった。……似ている。鳴唐さんの音と、似ている。いや、鳴唐さんがこの奏者を尊敬し、追いかけているのだ。


　オリエンテーション大会の優勝賞品が発表されたときのことを思い出す。芸術の都ウィーンへの三泊ぱく五日クラス旅行。それを聞いた瞬間、鳴唐さんはクラリネットのケースを落として呆ぼう然ぜんとし、ぼくを見ていた。彼女はぼくの存在がクラスを乱して優勝できないと気づいていたのだ。尊敬する奏者が生しよう涯がいを過ごした街へ行きたいと思いつつも、ぼくを見てそれをあきらめたのだ。


　こんな情けない話があるだろうか。ひとりの女の子の憧あこがれを、ぼくがあきらめさせてしまった。諸悪の根源は来夏だし、話をややこしくしたのは蘭だ。それでもあの瞬間、鳴唐さんはぼくを見て、あきらめた。


「結局ぼくのせいじゃないか……馬ば鹿か野や郎ろう！」


　思いきり床ゆかを叩いていた。それでも不思議と痛みは感じない。感じる余よ裕ゆうもないほど、強い感情がぼくを責め続けていた。








「ウィーン、行きたいんだね」


　朝のホームルームが始まる前、席に座っていた鳴唐さんのところへ行く。


　寝ねぼけ眼まなこだった彼女は弾はじかれたように顔を上げた。


「どうして……」


「昨日、鳴唐さんが机に忘れてたもの、偶然見ちゃったんだ」


　彼女は困こん惑わくしたように机を眺ながめ、黙りこんでしまった。


「大会、がんばろうよ。がんばって優勝しようよ」


「ほっといて。べつにいいの」


「いいわけないだろ。なら賞品を聞いたとき、どうして大事なクラリネットを落としたんだ」


「うっかりしてただけ。なんであなたが怒おこるの」


「必要ないときまで持ち歩くような大切なもの、落とす人なんていないよ」


「吹音のものでしょ。吹音の勝手じゃない」


「そんなに意地を張らなくたっていいだろ。ウィーンに行きたいなら行きたいでいいじゃないか」


「もうその話はやめて。吹音、大会のことはいいの」


　どうしてそこまで大会に関わろうとしないのだろうか。手に届くかもしれない憧れを、どうしてかたくなにあきらめようとするのだろうか。


「ウィーン、きっと行けるよ。みんなと協力すれば行けるって！」


　その台詞せりふのどこがいけなかったのか、言った時点ではどう考えたところで答は出なかっただろう。ぼくは彼女を説得しようと躍やつ起きになっていたのかもしれない。


　唐とう突とつに、特大の金切り声が響く。


「吹音、誰かと一緒にやるの、できないんだもん！」


　あまりのことに驚おどろき、思わず一歩後ずさる。だがクラスメートたちはもっと驚いたらしく、周りを見るとみんなこちらを向いて止まっていた。


「吹音のこと決めつけないで！　もうほっといて！」


　予想していなかった拒きよ絶ぜつに言葉を失い、その場に立ち尽つくしてしまった。彼女はそんなぼくを見向きもせず、じっと前にだけ目を向けて座っている。


　知らず、ぼくの口は半開きになってなにかを言いかけていた。しかしすぐに思い直して口を閉じる。もう、彼女は声が届く状態ではなかった。ぼくに対して明らかに壁かべを作っている。


　黙ってその場を離はなれ、席に戻った。隣となりに座る律が心配そうに見つめてきたが、軽く手をあげて視線をかわす。今はひとりになりたかった。机に置いた自分の拳こぶしだけ見つめ、じっとする。昨日床を叩いたところが、今さらになってうずいていた。


　午前の授業が終わり昼休みになると、ぼくはなんとなくひとりで校内をぶらつく。中庭の近くにさしかかったとき、水墨校長とすれ違った。


「執しつ筆ぴつは順調かね」


　まさか話しかけられるとは思っていなかったので、危あやうく聞き逃すところだった。慌てて校長の方へ向き直ると一礼する。


「ここは時間がたっぷりありますから、とても集中できます」


「それはなによりだ。しかし作家とは孤こ独どくな仕事よのぉ。だが多くの人を感動させようとする仕事でもある」


　うまく答えられなかった。校長の言葉に妙みような重みを感じたせいかもしれない。


「丈途くんのクラスは実に我が学園らしいクラスだ。しかしね、天才の孤独は宿命であると同時に限界でもあると思うのだよ」


「限界？」


「なぜこの学園に天才が集まっているのか、考えたことはあるかね」


　校長はぼくの目をじっと見つめてくる。受けとめようとするかのような瞳ひとみ。だがぼくは答えられなかった。天才が集まる学園だから天才はいて当然。その程度の認にん識しきしかなかった。


「英えい雄ゆうを描えがくのに英雄である必要はない。丈途くんならわかるはずだよ」


　校長はこちらに背を向け、袴はかまを風に揺ゆらせて中庭を進んでしまう。止める間もなかった。


「英雄である必要はない、か」


　ぼくは自分と違う人格の者も小説で大勢描いてきた。校長はきっとそういうことを言ったのだろう。だがなぜここでそれを言う必要があったのだろうか。まるで三組の現状を知っているかのような──。


「あれ？　ぼくのこと名前で呼んでた？」


　ついでに職業も知っていた気がする。担任でもないのに凄すごいな……。


　ぼくは一度冷静になり、校長の言ったことについて改めて考えてみた。この学園に天才が集まっている理由。例えば、鳴唐さんの場合はどうだろう。そもそも他人と協調できない彼女が全ぜん寮りよう制せいの学校にいること自体、おかしくはないだろうか。義務教育を終えた時点で音楽だけに専念したってよかったはずである。それをあえてやらなかった理由とは──。


　思い出した。彼女の尊敬する人物がオーケストラで首席奏者を務めていたことを。そして気づいた。鳴唐さんだって、本当はみんなとなにかを成し遂とげたいのだ。


　ぼくは馬ば鹿かだった。彼女は彼女なりのやり方で克こく服ふくしようとしていたものがあるのに、なにも知らず自分のやり方を押しつけてしまった。鳴唐さんは一言もウィーンに行きたいなどと口にしていない。ならば想おもいはどうであれ、ウィーン旅行に興味がないと受け取るべきなのだ。ウィーン旅行を手にしたいのはあくまでぼく。それでいいではないか。


　我ながらどうしてここまでウィーンにこだわるのか不思議だった。鳴唐さんに優勝をあきらめさせたことを認めたくないのかもしれない。だとしたら己おのれのことながら偏へん屈くつな意地の張り方だと思う。だがやるしかないのだ。優勝することでしか、ぼくの意地は通せないのだから。




６　ぼくのカリスマ・パワーを見よ！







　日曜日。この学園に来て初めて街へおりる。私服を着るのも久しぶりだ。ジーパンに深緑のパーカーを着こみ、一ひと抱かかえはある大きな風ふ呂ろ敷しきを持った。やけに田舎いなか者くさい恰かつ好こうになってしまったが、これからやることを考えれば見た目などにこだわっていられない。


　学園の出口まで行くと守衛さんの持つ小型の機械にＩＤをかざして退園の記録を残す。門を出て近くのバス停まで歩くと待合用の長なが椅い子すに腰こしをおろした。


　五分遅おくれで到とう着ちやくしたバスに乗ると、四十分かけて麓ふもとの街へと向かう。そこから電車で約二時間。やっとのことで都心近くまで来ると、壮そう年ねんの男性が多くいそうな駅を選んで降りる。


　紳しん士し服や書店、日曜大工用品から風ふう俗ぞく店てんまで軒のきを連ねる雑多な街だった。背負った風呂敷が重さで肩かたに食いこむのを我が慢まんし、繁はん華か街がいのひらけた場所まで歩いて腰をおろす。そこで風呂敷を広げると、中身を整えて大きく息を吸いこんだ。


「ポルノ小説はいりませんかー？」


「あの芥川竹人のポルノ小説ですよー？」


「心のオアシス、ポルノなんてどうですかー？」


　昨日、才能で稼ぐための案を考えていたとき、実家の倉庫に入れておいたはずの大量の自著が引ひつ越こしの荷物にまじっていたことを思い出した。ご丁てい寧ねいなことに親が勝手に同どう梱こんしていたらしい。息子むすこのポルノ小説なんて家に置いておきたくなかったのだろう。だが今はそのおかげで商売ができるのだから、親の行こう為いに感謝しなければならない。


「書店じゃ買いにくいって人、今がチャンスだよ！」


「芥川竹人シリーズよりどりみどり。ポルノの品しな揃ぞろえだったら負けないよ！」


「なに？　恥はずかしがってんの？　大だい丈じよう夫ぶだって。ポルノは文化だから！」


　散々大声を張り上げて呼込みしているのに、みんな遠巻きにこちらを眺めるだけで近寄ろうとすらしない。どうして駄目なんだ。こんなにもがんばっているのに。


　なにか手はないものかと考えていると、スーツ姿の厳いかついおじさんたちが肩をいからせてこちらに近づいてくる。明らかに周りの一いつ般ぱん人と違う物ぶつ騒そうな雰囲気……。


　や、やばい。絶対に堅かた気ぎの人じゃない。


　広げていた風呂敷を一いつ瞬しゆんでたたむと、脇わき目めも振らず逃げ出した。


　どれくらい走っただろうか。人ひと混ごみの間を縫ぬうようにして進み、脇道から脇道へ目まぐるしく移ったおかげでどうにかまくことができたようだ。人間、窮きゆう地ちに追いやられると信じられない力が出る。本の束なんて重い荷物を持ったままよくこれだけ走れたものだと我ながら感心した。その反動か今は全身がガタガタになっており、足あし腰こしに力が入らない。呼吸も荒あらく、ぼくはほとんど倒たおれるようにしてその場に座りこんでしまう。


　やっと呼吸が落ち着いた頃ころに改めて周りを見てみると、ここが風俗街であることがわかった。まだ昼間なのでそんなに活気はないが、客引きをしている店もちらほらある。


　風俗の客引きを見るたびに思うのだが、あの微び妙みようにやる気のない感じは接客として納なつ得とくいかないものがある。走り疲つかれていたのでそのまましばらく客引きを眺めていたが、あれでたまに店へ入る客がいるから不思議だ。どうしようか迷っている客も、あの微妙に適当な口調で誘さそわれると考えてしまうようだ。


　──そうか。もしかしたらぼくはがんばりすぎていたのかもしれない。ポルノは性。風俗もまた、性。性は性にならえばよかったのだ。そもそもこれからエロに関かかわろうという人間が適当でなくてなんだと言うのだ。適当な人間を誘うにはこちらもそれなりに適当でなければ相手も心を開いてくれない。あぁ……あんなに張りきってポルノポルノと連呼していた自分が恥ずかしい。客観的に考えて恥ずかしさで爆ばく死ししそうだった。


　精神的なダメージで十分ほど悶もだえていたが、三回戦前にある休日はもう今日しかないことを思い出すと、すぐさま立ち上がって近くの公園へ急ぐ。


「いい描びよう写しやそろってるよ。今なら十パーセントオフだよ」


「このヒロインなんて女子高生だからね、女子高生。現実だと下手したら捕つかまっちゃうからねぇ」


「小こ柄がらで胸がない方がいいって？　それは最近規制が……あ、待って。次回書くから！」


　ポルノ小説を二・三冊手に持ち、表紙を見せびらかしながら呼込みを続けること一時間。商法を変えたおかげか何冊か売れた。公園という場ば所しよ柄がらゆえ家族連れとカップルから嫌けん悪おに満ちた視線を受けながらではあったが、風俗的呼込みはそれなりに有効だったようだ。しかし大会で勝つことを考えればまだまだ儲もうけが足りない。なにか、もっと人目を引くパフォーマンスをしなければ厳しいのかもしれなかった。


　そのとき、公園の端はしで似顔絵を描いているおじさんが目に入る。周りには絵を眺める見物客が多くいた。客を主役にするものはそれなりに需じゆ要ようがあるらしい。


　──これだ！


　ぼくの中に閃ひらめくものがあった。風呂敷をたたむとコンビニに寄って少し買物をし、駅前まで行くと地面に座る。


「さぁ寄ってらっしゃい見てらっしゃい。どんな高たか嶺ねの花だろうとも、紙の上なら好き放題。組んず解ほぐれつチョメチョメを、この右手で書きましょう！」


　なんだかよくわからないが面おも白しろそうな感じの呼込みを続け、多少の人だかりができてきた。


　ここからが勝負だ。


「そこのお兄さん。最初のお客さんだからタダでやってあげるよ。人混みの中から好みの女の子を指してごらん」


　声をかけたのは無ぶ精しよう髭ひげを生やした二十代半ばの男だった。ぼくの方がずいぶん年下なのだが板についてきたおっさん口調が効いたのか、彼は戸と惑まどいながらも駅前を颯さつ爽そうと歩くモデル風の女を指す。


「兄さんもやるねぇ。ありゃ書きがいがあるってもんだ」


　コンビニで買った白い紙と筆ペンを取り出し、指定された女の人の肢し体たいを何度も思い返す。


　……よし。


　いつものシャープペンシルとは違ちがう。書き直しは許されなかった。












　スリットの入ったミニスカート。高いヒール。服も小物もすべてブランドの香りがする主張あるデザイン。だがそんなものより俺の目を引いたのが、モデルと見まがうプロポーションだった。長い足も、腰回りの細さも、服の下が容易に想像できるほどはっきり形が整っている。


　思わず声をかけたところで誰が責められよう。だが──。


「あんたみたいなフリーターが私を抱こうなんて、百万年早いのよ！」


　女に声をかけた瞬間、ヒールの踵で思いきり足を踏まれてしまった。激痛が駆け巡るも、足を踏みつけられたままなので逃げるに逃げられない。女はそのまま俺の胸ぐらをつかむと、完璧にメイクを決めた顔を近づけ大きな瞳で睨みつけてきた。


「どう考えたら私をナンパできると思うわけ？　一流企業で働いてたり親が資産家だったりするの？」


「そ、そんなわけないだろ」


「どうせそうだろうと思った。ほんっと犬よね。犬」


「てめっ……いきなり会ってそれはねぇだろ！」


「だったらいい気になって自分とつり合わない女に声かけるんじゃないわよ。ヤりたいだけなら風俗にでも行きな！」


「べつに……そんなつもりじゃ……」


「じゃあどんなつもりでナンパするのよ！　今さら言訳するなんて情けないヤツ。犬以下ね。ここまで駄目だったら──」


　女は艶然と微笑み、こちらの耳元に口を寄せる。スリットの入ったミニスカートの中で太股を大きく動かし、ヒールの踵で俺の足を踏み直した。


「痛っ……」


「──ペットになら、してあげてもいいわよ」


「なっ……ペット!?」


「ただし、土下座して頼んだらね」


　女は俺の頭を抱くように手を回し、自分の胸に押しつける。柑橘系の香りが、鼻腔をくすぐった。


「ほら、もっと頭を下げなさい」


　女の手にさらに力が加わり、胸から下腹、腿の付け根から脛、ついには足先まで押されてしまう。


「『ペットにしてくださいご主人様』って、靴を舐めるのよ」


「馬鹿言うんじゃねぇ！」


　強引に起き上がろうとすると、女がそっとささやく。


「たっぷりかわいがってあげるから……ね？」


　その一言で、頭の奥が痺れてしまった。歪んだ女だ。しかし、高飛車な態度も一言のささやきで魅力に変えてしまう狡さがある。


「──ペットにしてください、ご主人様」


　彼女の靴に向かって舌を伸ばしたとき、これから襲うであろう数々の屈辱を考え、思わず身震いした──。












　鼻の奥からなにかが流れるような感かん覚かくがある。──まずいっ！


　飛び退のくように原げん稿こうから顔を離すと同時に、ぽたりと紅あかい滴しずくが落ちる。


　危あやうく売物を紅の聖書レツド・バイブルにするところだった。ポケットからティッシュを取り出して念のため両方の鼻の穴につめると、残りの描写を仕上げて客に渡わたす。


　男は原稿を食い入るように見つめていた。どうやら彼にとってもいいできだったらしい。


「兄さん。周りのお客さんにも見せてやんなよ。お代がわりってことでさ」


　その声で、集まっていた客が次々と原稿を回し読みしていく。読んだ後もこの場にとどまる客。財さい布ふの中を確かく認にんしている客。色々な女を目で追う客……。一様に上々の反応だった。


「即そつ興きようポルノ原稿一枚に芥川竹人のポルノ小説をつけて千円。試ためしにどうだい？　今の描写が気に入ったんなら原稿も小説も外れはないよ！」


　ぼくの小説は文庫でだいたい五百円強だ。即興のパフォーマンス原稿つきで千円なら高すぎるということはないし、きりもいい。ちらほらと客の注文が入り始めた。


　駅の近くには大きな百貨店や映画館もあったため書く女性には困らない。女子高生から人妻、ウェートレスから受付嬢じようまで色々書いた。


　次し第だいに列ができはじめ、執筆速度をさらに上げてゆく。今日のぼくは凄すごい。リライトなしでここまで書けるなんて神がかっている。


　しかしこの抱だき合あわせ販はん売ばい、いいアルバイトだ。


　大会に必要なのはいくら稼かせいだかという数字のみで、稼いだお金に関してはそのまま自分の懐ふところに残る。がんばればがんばった分だけ財布が温かくなるということだ。


　ぼくはこみあげる笑えみを必死に抑おさえて筆を走らせつつ、売上げがいくらまで伸びそうか計算した。そのお金でなにを買おうか考えていると、笛を鳴らしながら駆けてくるふたりの警官が目に入る。


　やばっ！　早く逃にげないと！


　風呂敷を持って勢いよく立ち上がるも、人だかりのせいで走り出すのが一いつ瞬しゆん遅おくれてしまう。それが命取りになった。


　警官に飛びかかられ、風呂敷のポルノ小説をぶちまけて倒れてしまう。


「ぼくには黙もく秘ひする権利がある！」


　どうにかして学校にばれないよう隠かくし通すつもりだった。


　だが次の瞬間、いつの間にかポケットから落ちていた生徒手帳をもうひとりの警官が拾い上げ、しげしげと眺ながめているのが見えた。


「もう、全部わかっちゃったけどね」


　あの学校……どうして生徒手帳がないと敷しき地ちすら出られないのだ。




７　儲けて儲けて売り抜けるんだ














「よく今まで殺されなかったわね」


　あたしは一眼レフカメラを奪い取り、女を小川へと蹴落とした。橋のかかる川ではあるが水かさは膝下までしかない。蹴落としたことで全身が濡れはしても溺れ死んではくれないだろう。


「ご、ごめんなさい。でもあれも貴女の一面──」


　川から出ようとする女をもう一度蹴り、再びずぶ濡れにする。女は川から出ることがあたしの怒りを買うと気づいたらしく、その場に座りこんでしまった。水でシャツが肌に張りつき、肩から腰にかけてのラインが露になっている。


「なんの反省もないわけね。あんたがみんなにしてきたこと、わからせてあげる」


　あたしはカメラを構え、シャツから透けて見えるブラジャーを撮り、肌の色まで浮き出た腹部を撮る。


「あんたが好きな醜さって、こんなものじゃないでしょ？　ちゃんと見せてよ」


「私……撮られるのは慣れてないから……」


「あたしだって慣れてないわよ！」


　女の自分勝手な言訳に怒りが爆発し、手に持っていたカメラを思わず投げつけてしまう。カメラは鈍い音を立てて女の頰に当たると、そのまま川へ落ちてしまった。


　女は慌ててカメラを拾い上げている。滑稽だ。もう使い物にならないのに。


「これからじっくり撮ってやろうと思ってたのに、残念」


　あたしは裸足になると、川の中へと入った。


「もういいでしょ!?　大切なカメラまで壊して……これ以上なにをするって言うの！」


「ふんっ。あきれたわ。まだそんな口がきけるなんてね。でも今の表情かお、凄くいいわよ。凄く……醜い」


　あたしは女の手からカメラを奪い取ると、岸に投げつけてとどめをさす。粉々になったレンズが川の中で反射して、きれいだった。


「あんたの醜い姿、あたしの目に焼きつけてあげる」


　女のシャツに手を伸ばすと力をこめて剝ぎにかかった。しかしシャツが水で肌に張りついているためうまく脱がせない。脱がせようとすると生地が女の体を締め上げ、圧迫し、皮膚を極限まで張らせてゆく。それでも必死にのたうち回る女の姿は、みんなに怨まれながらも自分だけは助かろうとする人の醜さを見せつけていた。


「撮られる方も才能あるじゃない。カメラが壊れてほんと、残念」


　あたしは女のシャツを腕まで上げるとそこで結び、上半身の自由を奪う。見せつけるようにゆっくりブラジャーを外しにかかると、女が生唾を呑む音が聞こえてきた──。












「……あたしで書いたら、殺すわよ」


　上からの急な声に顔を向けると、机の前に立ってこちらを見おろす蘭がいた。


「ひぃぃっ！」


「変な声出さないでよ」


「すみませんもうしません！」


「……もう？」


「いえ、やりませんしやってません！」


　蘭はしばらく疑わしげな視線をこちらへ向けていたが、やがて鼻を鳴らすとぼくから目をそらした。


「その……悪かったわね、色々と」


　意外な台詞せりふに反応できずにいると「もう一度言わせる気？」と少しふくれる。


　色々、とはぼくを散々性犯罪者扱あつかいしたことだろう。


「おかげさまで一度死にかけたんですけど」


「……あんたが勝手にハズレを引いたからでしょ」


「いきなり殴なぐり倒されたこともあったなぁ」


「……吹音ちゃんに噓うそつくからよ」


「あれ？　勘かん違ちがいかな。今、謝ってくれてると思ってたんだけど？」


「…………」


「まったく……もういいよ。誤解されるのは慣れっこさ。今回はかなりひどかったけどね」


「……あんた、そんなにウィーンへ行きたかったわけ？」


　なぜ蘭が謝ってきたのか、今の言葉でわかった。


　昨日ポルノ小説を即そつ興きよう原げん稿こうとセット販売して捕つかまった後、ぼくは警官にこっぴどく怒られたうえ迎むかえに来た亜希先生からも怒ど濤とうの勢いで叱しかられた。そのことは当日中に全校生徒の約半数が知ることとなったらしい。おそらく、今日で全校生徒が知ることになるだろう。全ぜん寮りよう制せいの恐こわいところだ。蘭は昨日の話を聞いて、ぼくがどうしてもウィーンに行きたくて犯罪に手を染めたと思ってしまったようだ。いや、大おお枠わくはその通りなのだが。


「まぁ、その、あれだよ。せっかく同じクラスになったわけだし、みんなで行けたらいいなぁって思ってさ」


「ふん。ただの性欲の権ごん化げかと思ってたけど、たまにはまともなことも言うのね」


「だからさ、これ、仲直りしてるんだよね？」


「直すほどの仲なんてどこにも存在しなかったけど、一回戦はあたしのせいで百点とりそこねちゃったみたいだし、三回戦だけは協力してあげるわ」


「協力って……」


　いきなりの申し出に困こん惑わくしていると、隣となりに座る律がこちらに身をのり出してきた。


「面おも白しろそうじゃないか。一枚嚙かんでいいかい？　ま、残念ながら女によ体たいフィギュアに興味のない数学的情熱家の僕でよければだけど」


　最後の台詞は蘭を見ながら言った。律は薄うすく笑っていたが、その目は笑っていない。


「わ、悪かったわね」


　蘭も危険なものを感じたのか、どことなく律から目をそらしつつ謝る。


　そこへチャイムの音が流れてきた。今は自由科目の時間だったが、もう終わりらしい。


「丈途、詳くわしくは放課後に話さないか」


「そうだね。でも他ほかのクラスに話を聞かれても困るし、どこかいい場所はないかな」


「じゃあ屋上に行こう。放課後ならみんな自分のことで忙いそがしいし、誰だれもいないと思うよ」


　ぼくが頷うなずくとそれで決定になったらしく、蘭はさっさとこちらを離はなれて女の子のグループへ向かってしまった。


　本当に、彼女はぼくらと協力プレーできるのだろうか。








　赤焼けた空に風が流れ、雲をゆっくりと押していた。麓ふもとの街並が見おろせるよう設置されたいくつかの長なが椅い子すや、その周りを彩いろどる花か壇だん。さすがに木までは植えていなかったが、学園の屋上はちょっとしたデートにでも使えそうな場所だった。


　律が言った通り人ひと影かげは見あたらない。ここなら周りを気にせず大会の対策が練れそうだ。


　椅子は三人掛がけだったがぼくと律がひとつの椅子に座り、蘭は隣の椅子に座った。ぼくはちょうどふたりに挟はさまれる恰かつ好こうとなる。


　律は暮れていく街並を眺めながら、ふと思い出したように口を開いた。


「そういえば一回戦の発表のとき、蘭は自分のプロフィールを言わなかったね」


　そうだった。ぼくも聞いた記き憶おくがない。だがその質問はまずかったのか、蘭はあからさまに不ふ機き嫌げんな顔になる。


「どうだっていいでしょ。男って昔のことにこだわりすぎなのよ。小さいって言うかさぁ」


　自分はクラスメート全員の経歴を知っているくせに、ずいぶんな言いようであった。


　彼女の台詞せりふで今度は律が露ろ骨こつに苛いらついた顔をしてしまう。


「過去は聞かないにしても、お互たがいのことがわからないと対策の立てようがないじゃないか」


「あたしはプログラミングが得意でこの学園に来たの」


　彼女はそれで言葉を切り、話さなくなってしまった。どうやら自己紹しよう介かいは終わりのようだ。


　律はわざとらしく大きなため息をつくと、椅子に背をあずけて空を仰あおぐ。


「じゃあ今から蘭に画期的なソフトでも作ってもらって、一ひと儲もうけするか」


「時間的に無理でしょ。律だって今から新しい定理でも発見して莫ばく大だいな利益を生めばいいじゃない」


「ふんっ。数学者が金のために命題と向き合っていると思ってるのか。これだからバイナリ二進数主義者は困る。そもそも今の発言は数学の性質や奥深さをまったく解していないね」


「とっくに企業と組んでる男が学者気取り？　机き上じようじゃ定理は真まこと扱いかもしれないけど、現実世界の数学者の吐はく台詞がこうも真実味に欠けると定理も色あせるわ」


「定理は定理だ！　人格とは関係ない！」


「そんなこと言うから数学的価値観のせいで人格崩ほう壊かいしてる冷血漢って言われるのよ！」


「こ、このっ……また言ったな！」


　どこのインテリカップルだよと言わんばかりの痴ち話わ喧げん嘩かである。罵ば倒とうの内容すらいまいち理解できない。小難しい口論が飛び火すると面めん倒どうなのでふたりの間から気配を消そうとしていると──。


「まったく、話の通じない女だ。僕たちだけでやった方が早いぞ、丈途」


「あんたがあたしたちの間に割りこんできたんでしょ。嫌いやならあんたがやめなさいよ」
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「どっちと組むかは丈途の自由だろ。はっきり言ってやれよ丈途！」


「だからあたしと丈途が組んだの！　ほら、丈途も言ってやりなさい！」


　思いっきり飛び火してしまった。これはどちらを選んでも危険だ。ひとつ一いつ般ぱん論で無難に場を収めよう。一般論なら、反論も難しいはずだ。


「よく言うだろ。近親憎ぞう──」


「「似てない！」」


　見事にシンクロした突つっこみで左右同時に後頭部をひっぱたいてくる。……仲ちゆう裁さいに入っただけなのに、どうして痛い思いをしなければならないのだ。


　ぼくは後頭部を押さえつつ顔を上げると、できるだけ落ち着いた声で喋しやべった。


「ふたりが本当は時間さえあれば大儲けできる力を秘ひめてることはよくわかったから、残り一週間もないなかで最大限儲けられる方法を現実的に考えようよ」


「ふん。蘭にそんな能力があるかどうか知らないが、建設的な話をするのは賛成だ」


「学者気取りの俗ぞく人じんに建設的な考えができるかどうか知らないけど、あたしも現実的な話し合いには賛成よ」


　明日の放課後にもう一度ここで話すことだけ決め、今日は解散となった。


　律と蘭は競きそうように屋上を出てしまい、ぼくだけ取り残される。


「だから近親憎悪って言おうとしたのに……」


　いつの間にか空は茜あかね色いろから薄うす紫むらさきへと変わり、星の煌きらめきが見え始める。夜が近くなるにつれて辺りが冷えこんできたため、ぼくも足早に屋上の出口へと向かう。


　下げ駄た箱ばこまで来ると、手持ぶさたにクラリネットのケースを揺ゆらして立つ鳴唐さんがいた。


　彼女はぼくに気づくと下駄箱にあずけていた背を離し、こちらを向く。


「ウィーンなんていいの。やめて」


　切実に訴うつたえるような声。彼女も昨日ぼくがやったことを聞いたのだろう。その瞳ひとみの真しん剣けんさに一いつ瞬しゆん、自分のやっていることが彼女にとって迷めい惑わくなのではないかと考える。


「ぼくがウィーンに行きたいだけなんだ。それに先せん輩ぱいたちからあそこまで言われて、なんだか癪しやくじゃないか。鳴唐さんが気にすることないんだよ」


「だって、吹音の忘れ物を見るまでは大会なんてどうでもよさそうだったもん。警察にも捕まって……」


「それこそぼくのせいだよ。無断で路上販はん売ばいしてたし、売ってた方法とか売ってた物とかもまぁ、なんというか、その……」


　会話が途と切ぎれてしまった。鳴唐さんはクラリネットのケースを握にぎりしめて小さな口をきゅっと結んでいる。ぼくは半笑いのまま次の言葉が見つからず、不恰好に固まってしまった。


　校舎の外からは威い勢せいのいい声の掛かけ合あいが聞こえている。グラウンドで体育会系の人たちがなにかの練習をしているのだろう。それにまじって楽器の音も流れてきた。そういえば、あんなに練習の好きな鳴唐さんが今日はまだこんな所にいる。


「これはぼくが好きでやってることなんだ。鳴唐さんは気にせず練習がんばってよ」


　彼女は寝ねぐせも揺れないほど静かに顔を上げ、口にしかけた言葉をのみこんだ。肩かたを落として下駄箱で靴くつを履はくと、玄げん関かんの前まで黙だまって足を進める。


「吹音のことは放ほうっておいて。吹音、なんにも返せないよ」


　そう言って、中庭へは向かわず音楽棟とうの方へ消えてしまった。








　夕方になると律がぼくの部屋に来たので、ふたりで売店に向かう。大会で勝ついい案でも浮かんだのかと思ったが、単に遊びに来ただけらしい。


　一階におりると売店の脇わきにあるラウンジでひとり休んでいる廻先輩を見つけた。全ぜん寮りよう制せいなのでいつかは会うだろうと思っていたが、ここはひとつ気づかなかったふりをしてさっさと店に入ろうと足を速める。


「よう！　三組の奴やつじゃないか！」


　大声で話しかけられ、ごまかすこともできなかった。律を見ると力なく首を横に振ふっている。どうやらあきらめるしかなさそうだ。ぼくらはともに先輩の前まで進んだ。


「元のぞき魔まと、名めい探たん偵ていだな」


「ぼくは元々のぞきなんてしてませんけど、覚えてもらっていて光栄です」


「今年の三組はなにかと注目を浴びてるからな。今度は本当に警察に捕まった奴が出たらしいじゃないか」


「……ぼくです」


「こりゃいいや、ははっ。のぞきよりまずいんじゃないの」


　腹を抱かかえて遠えん慮りよなく大笑いする廻先輩を見て、律が一歩前に出る。


「こいつは先輩たちの素す晴ばらしいお題に挑ちよう戦せんして捕まったんです。べつにおかしくなんかありません」


「かわいい顔して絡からむねぇ」


「本当のことを言っただけです」


「だけどこれで負けたら三組は本当に馬ば鹿かだぜ。笑いたくもなるってもんだろ」


「まだ負けてません。だいたい僕らが絶対に負ける確率なんて──」


「ごちゃごちゃ言わずに結果で示してくれよ。体育会じゃ口だけの奴は信用しないんだ」


「……わかりましたよ。勝ちます。勝って、先輩に謝ってもらいます」


「いいねぇ。それだよ、それ」


　廻先輩はソファーから立ち上がると、口の端はしを上げて律と向かい合う。


「負けたら俺を背負って学園と麓ふもとの往復ランニングってのが定石なんだが」


「いいですよ。もし負けたらですけど」


「ちょっと律──」


「丈途は黙ってろ！」


　だってそれ、絶対に体育会の罰ばつゲームだろ。普ふ通つうの生徒がそんなことできるわけないじゃないか。なんでこんなところで意地を張るんだよ！


　ぼくの焦あせりとは裏腹に、廻先輩は満足そうな顔をするとこちらに背を向けた。


「三組もようやく本気になってきたじゃないか」


　ラウンジを離れていくその姿は楽しそうですらあった。ここの人たち、やっぱり無む茶ちや苦茶な性格をしてる。


「律さぁ、さすがにあれはまずいよ」


「丈途がクラスのために体を張ったんだぞ。笑われて黙ってられるか！」


　律……そんな熱いことを言ってくれるなんて、お前の友情に感謝するぜ。こんな山の中で友に出会えるなんてぼくは幸せだ。


　ちょっとだけ瞳が潤うるんでしまった。それを見た律はあたふたと目をそらし、赤らんでしまう。そして、そっとこちらへ手を差し出してきた。男の握あく手しゆだ。ぼくがその手を握ると、ぎゅっと握り返してくる強い感かん触しよくがあった。


「大だい丈じよう夫ぶ、勝つぞ。勝ってあの先輩に土下座させてやる！」


　律はそう言うとぼくの手を引いて売店に進んだ。カップラーメンやらスナック菓が子しやら次々と買物かごに放りこみ、勢いもそのままレジへ持って行くとカードリーダーに生徒手帳をかざして売店を出る。その間もぼくはずっと律に引っ張られており、寮の廊ろう下かを進みながらも引っ張られ続けた。


　……ねぇ、握手、終わってるよね？








　日は変われど才能で稼かせぐ良案は浮うかばず、放課後に屋上で話し合いをするまで保留になっていた。次の授業は選せん択たく科目の実じつ践せん英語だ。嫌がらせのようにして選んでくれた亜希先生への怨うらみ言を頭の中で繰くり返しつつ、二組へと移動した。


　教室に入るとすでに来ていた成樹が商人のような笑えみを浮かべてこちらにすり寄ってくる。


「いやいや儲もうけるのは中々に大変なことですなぁ。うちなんてまだ野の口ぐちさんが数枚しかおりませんのよ」


「三組だって、いつも通りやる気がないから全然稼いでないよ」


「これはご謙けん遜そんを。聞くと丈途さんがその才能で稼ぎすぎて、警察まで出てくることになったとか」


「あれはちょっと稼いだ方法がまずかっただけだよ」


「勝つためには手段を選ばない男。くぅっ、恐こわいですなぁ。それならもう大会なんて目じゃないくらい稼いだんでしょうなぁ」


「まだ数万ってとこだよ。あれからまったく稼ぎがないし」


「発表まではまだ数日残ってますから、三組さんでしたらもっと稼ぐかもしれませんねぇ。これはうちもがんばるだけ損かもしれません。今回は静観させてもらいますか」


　成樹は快活そうに笑うと、そのまま席に戻もどってしまった。いまだにキャラのつかめない男だ。そしてやはり、うざい。


　どこか適当な場所に座ろうと席を探していると、教室の端で女の子たちが恥はずかしげに上げる黄色い声が響ひびいてきた。なぜだろう。こちらを向いて話している気がする。その集団の中に謡江の姿も見えた。意味がわからず女の子たちを眺ながめていると、やがて謡江と目が合う。彼女はそれで意を決したかのように女の子たちの方を向き、みんなを連れてこちらへ来た。


「丈途くん。どんな女の子でもヒロインにして、即そつ興きようのラブストーリーを書いてくれるって本当？」


「ラブ……ストーリー？　誰だれがそんなこと言ったの」


「さっき成樹くんから聞いたの。丈途くんの物語は恋の駆引きが中心なんだって」


　──成樹っ！　だから変に間ま違ちがった情報を流すなよ！


「その、あれだよ。大おお枠わくはそんな感じなんだけど、ぼくの読者は男が中心っていうかさ、やっぱりポルノグラフィーだし女の子だとちょっと刺し激げきが強いんじゃないかなぁって──」


　きゃぁっ、と恥ずかしいんだか嬉うれしいんだかわからないような声を出し、女の子たちが盛り上がる。どうやら試ためしに誰かで書いてもらおうと思っているらしい。


　ま、まずい。ぼくの描写が女の子に受け入れられるとは到とう底てい思えない。というか拒きよ絶ぜつ反応を起こされるのがおちだ。


　どうにかしてごまかそうと必死に考えていると、教室の端はしからこちらを眺める鳴唐さんと目が合う。彼女は女の子たちがやけにテンション高めでぼくに接する姿を無表情なまま確かく認にんすると、不意に視線をそらした。


　あ……いや、これは違っ……。


　我ながらなんの言訳をしているのかわからないが、とにかくこれは違うのだ。しかし心の叫さけびが彼女に通じるはずもなく、目の前の謡江たちはそろそろ誰をヒロインにするか決めつつあり、頭の中が混沌カオスの頂点に達する。


　──エト、要スルニ今回ハ依い頼らい主ガ女ノ子ニナッタダケデ、指定サレタ男ノ子トイツモ通リノラブラブシーンヲ書ケバイイッテコトダヨネ──。


「What's up?〈元気？〉」


　チャイムと同時に金きん髪ぱつ坊ぼう主ずの外国人講師が教室に来た。


　──男向ケノラブストーリーッテ説明シテアルシ、女ノ子タチモアンナニ喜ンデルシ、書イテイインダヨネ？　イツモ通リノ──。


「あっ、授業始まっちゃった。丈途くん、今度よろしくね」


「──イツモ通リノラブラブシーンヲ書ケバ……イツモ通リノラブラブシーンヲ書ケバ……」


「実は私、小説ってよく読むんだ。丈途くんの本も機会があったら読んでみるね」


「──って、えっ？」


　気がつくと、席に向かって駆かける謡江の後ろ姿が見えた。


　……危なかった。あのままだと本人の前でいつも通りのポルノシーンを書きかねなかった。








「で、誰かいい案もってきたの？」


　放課後の屋上。蘭の台詞せりふにぼくも律も言葉を返すことはなく、蘭自身も黙ったままであった。どうやらみんな答は同じらしい。律と蘭は互いを意識して弱気な発言をしそうになかったので、ぼくがあえて口を開く。


「結論から言えば時間がなさすぎたね。三回戦があるのは金曜の六時限目だろ。休日に稼げたのはぼくだけだし、ちょっと厳しいかも」


　ふたりともあいづちすらしなかった。現状を認めたくないのだろう。


　オリエンテーション大会への挑戦は元々ぼく自身の問題で始めたことだ。本来なら勝つにしろ負けるにしろ自分の中で片がつく話だった。問題は律が昨日廻先輩と始めた勝負だ。蘭には言っていないが、これがある以上は簡単に負けを認められない。


「丈途はさ、アイデアが行きづまったときになにをしてる？」


　律の突とつ然ぜんの質問に自分の普ふ段だんの行動を思い返してみる。考えても考えてもアイデアが浮かばないときは、原げん稿こうの締しめ切きりを延ばしてもらえたことを想像しつつ、とりあえず現実逃とう避ひしている。締切りがあと三日延びたと考えるだけで心理的負担がかなり減るのだ。実際の締切りは変わらないのだが……。


「妥だ当とうなところで、ふて寝するか遊ぶかだね」


「やっぱり最後はそういう古典的な方法になるのか」


　古典的で悪かったな。心の中で悪態をついていると、律が思いきったように顔を上げる。


「今日は街で遊ぶか」


「「はぁ？」」


　ぼくと蘭の声が重なった。ぼくは単に驚おどろいただけだが、蘭の「はぁ？」には苛いら立だちと呆あきれと怒いかりがまじっている。


「なんであんたたちとデートみたいなことしなきゃいけないのよ」


「気晴らしに行くだけじゃないか。デートに誘さそったわけじゃない」


「あぁ、もう、いやらしい。そのちまちました言い方がすでにうさんくさいのよ」


　また喧けん嘩かするのか。うんざりした気持で事態を見守っていると、律はわりと冷静にこちらへ目を向けてくる。以前彼が蘭は百合ゆりだと話していたので、無む理り強じいはやめておこうということだろうか。ぼくが頷くのを見ると、律は珍めずらしく蘭に優やさしい声をかけた。


「悪かったよ。べつに変な意味はなかったんだけど、この学園っていろんな人がいるっていうか、男とプライベートを過ごすのが嫌いやな人もいるんだよな。ただでさえ三回戦は僕と丈途しかいない参加者グループに入ってるわけだし、ちょっと気き遣づかいが足りなかったよ」


　融ゆう通ずうのきかないところもある男だが、人の恋れん愛あい観を尊重できる度量もあるようだ。蘭は彼の発言がよほど意外だったらしく、目を丸くして後ずさっていた。


「な、なによ、急に態度変えちゃって。気持悪い」


「恋愛って人それぞれだろ。僕らには僕らの恋愛があるように、蘭には蘭の恋愛があるんだよな。そこで意見を押しつけるほど僕らは子供じゃないさ。なぁ、丈途」


「そうだね。いろんな恋愛があっていいと思うよ、うん。気晴らしはいい案だと思ったけど、嫌がってる人と遊べるほど無神経でもないし」


「僕らだってそういうことに理解はあるつもりさ。今回は僕と丈途だけで気晴らしに行くから、蘭は自分なりの方法でリフレッシュしててくれよ。それでいいよな、丈途」


「それがお互たがいにとっていい方法なら、そうしようか」


　律はぼくの言葉を聞くと、こちらをじっと見つめて微笑ほほえんでいた。


　蘭はしばらくぼくらと距きよ離りをとったまま動かないでいる。今の台詞に対して色々と考えているようだ。それにしてもここまで拒きよ絶ぜつ反応を示さなくてもいいと思うのだが、やはり学校で男と話すのとプライベートな時間を男と過ごすのでは違うものなのだろうか。言われてみればデートということにならないこともない気がする。


「偶ぐう然ぜんだからね。偶然、同じように街で気晴らししてただけだからね！」


　蘭は怒ったように突然言い放つと、止める間もなく屋上から出ていってしまった。


「いや、本当にそんな無理しなくていいんだけど……」


　蘭の背を追うように、律の手は開いたままの扉とびらへとしばらく向けられていた。








　バス入口の発券機で乗車区間の番号が記された整理券を受け取る。蘭はぼくと律の席から横一列あけた後ろに腰こしをおろした。彼女はずっと黙ったままで、ぼくは変に気を遣ってしまって落ち着かない。しかし律にとってはたいした問題でないらしく、窓の外を見ては「今、木の合間から学園が見えたぞ」とか「ここは夕ゆう陽ひが綺き麗れいだな。覚えておこう」とかぼくに喋しやべり通しだ。


　駅に着くとバスの前面に掲かかげられた小さな電光掲けい示じ板ばんを見て運賃を確かく認にんする。整理券とともに機械へお金を入れようとしたそのとき、今さらながら財さい布ふを忘れたことに気づいた。思わず後ろに並ぶ律を見ると、彼は仕方なさそうにぼくの料金も一いつ緒しよに支し払はらってバスを降りる。


　そのまま停留所の前で蘭が降りてくるのを待っていたが、混こんでいるわけでもないのに一向にバスから出てこない。不思議に思ってバスの中をのぞくと、生徒手帳を取り出したまま立ち尽つくしている彼女が見えた。


　ぼくと同じミスをやらかしたな。


　我ながら意地悪な笑えみを浮かべて律を見ると、彼はため息をつきながらまた財布を取り出していた。黙って精算をすませる彼の前で蘭は顔を赤くしつつ数ミリだけ頭を下げると、憤ふん然ぜんとぼくの前まで歩いてくる。


「あの学園の悪習がいけないのよ。丈途もそう思うでしょ!?」


「私服に着き替がえれば思い出すんだけどね。なんだか生徒手帳で払はらえちゃう気がするよ」


「もう絶対に忘れない。今この瞬しゆん間かん完かん璧ぺきに記き憶おくしたわ！」


「なにもそこまで躍やつ起きにならなくても……」


　律を見ると、肩をすくめてなんでもないように口を開く。


「財布には保険証やカード類も入ってるからね。いつも持ち歩くようにしてるんだ。どうせ制服のポケットも余ってるしさ」


　クールだ。感心しつつ律の後について駅前を進むと、ピンクの花びらが何枚も足元に落ちていることに気づく。ぼくは急いで駅舎を横切り、近くの川沿いに目をやった。そこで飛びこんできたのは、視界を埋うめるようにして咲さき乱れる満開の桜。


「絶景じゃないか。さすが田舎いなか街だね」


　律が歌うようにして言う。山の麓ふもとにもやっと春が訪おとずれたらしい。


「あたしの部屋からも見えたらよかったのに。完璧に死角だわ」


　校舎の屋上からも死角になっていた。今日、街までおりてこなかったら知らない間に散っていたかもしれない。


「やっぱり気晴らししてよかっただろ。こう眺めがいいとデートみたいになっちゃうけどね」


「だ・か・ら、あたしは偶然同じように街にいるだけよ！」


　入学式やオリエンテーションといったイベントだけどんどん押し寄せて、今までおいてけぼりにしていたものがやっと実感となって目の前に現れた気がする。


「もう春なんだよね」


　思わず漏もれたぼくのつぶやきに、律と蘭は無言で頷うなずいていた。そよ風の中を舞まう花びらは途と切ぎれることなくぼくらを包み、春の暖かい色をそこら中にまぶしている。


「帰ったら散る前にクラスの奴やつらに教えてやらなきゃね」


　律は何枚かの花びらを肩かたに降らせたまま、払うことなく川辺を歩み始める。ぼくらもそれに続き、しばらく桜の景色を満まん喫きつしていた。


　散歩している間に陽が暮れ始め、歩みは自然と川辺から街中へ移る。


　自然の風景こそ素す晴ばらしい街だったが、やはり田舎。ほとんどの店には年季の入った錆さび付きのシャッターが下りていて、もうずっと営業していないことを物語っていた。選ぶまでもなく入れる店は少ない。


　ぼくらは小さなカラオケ店に入ると軽く歌って時間を潰つぶす。律も蘭もずいぶん歌がうまく、採点機能で九十点台の後半を出し続けていた。ぼくはと言えば八十点台が出ればいい方で、少し歌うのが恥ずかしかった。


　店を出ると辺りが暗くなっていたため、念のため駅まで戻ってバスの時刻表を確認する。だがどうにも変だった。夜の六時以降の便が記されていないのだ。


「この時刻表、途と中ちゆうまでしか書かれてないんだけど……」


　ぼくの言葉に首をかしげた律が時刻表を確かく認にんする。


「最終便、もう終わっちゃってる」


「早っっ！」


「田舎だからね。とりあえず川辺で休もう」


　律に動じた様子はなく、さっさと歩き始めてしまった。


「バスがないのに大丈夫なのか」


「あとでタクシーを呼ぶからいいさ」


　彼は気楽に言って土手に腰をおろした。学園までの距離を考えると凄すごい料金になりそうだったが仕方ない。律ひとりに払わせるわけにはいかないし、割り勘かんなら大丈夫だろう。


　ぼくも続いて土手に座ると、蘭は近くにあった切株に腰をおろす。


　みんな思い思いに夜桜を眺めて休む中、ぼくの携けい帯たい電話が急に鳴り響いた。


『芥川丈途くんでしょうか？』


「そうですけど……」


『私わたくし、閃学園の本日の当直教きよう諭ゆですが、門限を過ぎているので確認の電話です。今どちらにいますか？』


「麓の駅です。最終バスを逃のがしてしまって……すみません。もうちょっとしたらタクシーで帰りますので」


『わかりました。今度からは気をつけてくださいね』


「あ、あと同じクラスの円修律くんと霧線蘭さんも一緒です」


『そうですか。連れん絡らくする手間が省けました。霧線さんは携帯を持っていないので困っていたんですよ。それではふたりにも今後気をつけるよう伝えておいてください』


　そう言って電話は切れてしまった。丁てい寧ねいな男の先生だったが、知らない人のようだ。


　よく考えたら最終バスが学園に着いた直後には学園の敷しき地ち内に帰っていなければならない決まりだった。寮に門限がないので学園そのものにも門限がないような錯さつ覚かくを起こしていた。


　不思議そうにこちらを見るふたりに事情を説明すると、そろそろ帰ろうということになる。蘭は座っていた切株から立ち上がると「そうだ、株」と声を漏らした。


「丈途の携帯、貸してもらっていい？」


　当直の先生が蘭は携帯を持っていないと言ったことを思い出し、貸した。


「あとで律にお金を返すから、数学者ならきっちり計算しておいてね」


　蘭はそう言いながらどこかへ電話をかけるわけでもなく携帯をいじっていた。


「なにをしてるの？」


　彼女はぼくに向かって携帯の画面を見せる。


「株よ。口座のお金が時価評価でいくらになるか確認してたの」


　画面には三十数万円という額が表示されていた。それを見て律はなぜか慌あわてたように身をのり出し、蘭の肩をつかむ。


「それ、自分の口座か!?」


「そうよ。親に頼たのんで作ってもらったの。お小こ遣づかいでやるぶんにはいい社会勉強でしょ。そんなに驚くことないじゃない」


「違う、そうじゃないんだ。今持ってる株を全部売る気あるか？」


「えぇ!?　まだ値上りしそうなんだけど」


「だって才能で稼かせがないとお題通りじゃないだろ。今から口座を作ってたら間に合わないし、それを使うしかないんだよ」


「まさか律、あたしの口座で株をやる気!?」


「丈途が稼いだお金を元手にするならお題通りだし、先せん輩ぱいたちも文句ないだろ」


「ぼくが稼いだのは三万ちょっとなんだけど……」


「充じゆう分ぶん！」








　中庭は夜でも自由に行き来できるようきちんとライトアップされていた。蘭はグリーンのベロア生き地じで作られたネグリジェを着ており、律は淡あわいクリーム色のシルクパジャマを着ている。ぼくは……体操服のジャージーをそのまま寝ね間ま着きにしていた。閃学園の体操服は男子がシルバーで女子はワインレッド。下手に鼠ねずみ色や小豆あずき色にされるよりはいい色合いをしている。だからといって体操服を寝間着にしていることが正当化されるわけではないが……。


　ぼくらは麓の駅からタクシーで学園に帰ったあと、一度解散して部屋でシャワーを浴びてからここに再集合した。これから作戦会議を始めるらしい。


「株で儲もうけるにしたってどうするつもり？　あたし、プロ並に詳くわしいわけじゃないのよ」


「数学的な見地から資産運用を計画するのは僕の得意分野さ」


「だからってアナリスト分析家みたいに頼たよりになるわけ？」


「馬ば鹿かにしてもらっちゃ困るよ。僕が普段から企き業ぎようと組んでやってることなんだ。とはいえ個人でやる以上はまったく同じ投資法ってわけにはいかないけどね」


「やっぱり無理じゃない」


「そこで蘭の才能プログラミングが活いきてくるってわけさ。様々な情報を収集しつつそれを元に僕の計算式に組みこむ数値の解かい析せきを自動でやってくれて、なおかつその結果をもとにリアルタイムで株の取引をしてくれるプログラムを作ってくれよ」


「はぁ!?　それ、いつまでにやるのよ？」


「明日株式市場が開く前までに完成させるつもりさ」


「馬鹿じゃないの!?　徹てつ夜やしてもできるかどうか怪しいじゃない。っていうか乙おと女めに徹夜させる気!?」


「仕方ないじゃないか。明日からプログラムを動かしたとして、大会当日も入れて三日間しか投資できないんだからさ。しかも元手が三万ちょっとなんだ。他ほかのクラスがどれくらい稼いでるかもわからないし、分散投資でリスクを減らして緩ゆるやかに儲ける時間もない。綱つな渡わたりみたいな計算と取引で、稼げるだけ稼ぐしかないんだ」


「そんなの……ただのギャンブルじゃない」


　理解に苦しむ単語をまぜつつの会話だったが、要するに高度なギャンブルをするらしい。ぼくらの場合は他のクラスメートが勝負に参加していないわけだし、少人数で勝つには一発逆転を狙ねらう以外にないだろう。


「よし、じゃあそれでいこう！」


　場の空気が重いのであえて明るく言った。すると蘭に鬼おにの形相で胸むなぐらをつかまれてしまう。


「あんたはやらないから楽でいいでしょうけど、あたしと律がどれだけ面めん倒どう臭くさくて結果も怪あやしいことをやろうとしてるかわかってるの!?」


「いえ……そもそも言ってる意味がわかりません」


「あたしたちが作業してる間、あんたは延々とお茶ちや汲くみ肩かた揉もみ雑用係だからね！」


「はい……全力でやらせて頂きます」


　蘭はぼくを投げ捨てるように離はなすと、律に向かって仁に王おう立ちする。


「あんたの計算が間ま違ちがってたら、あたしの努力が台無しなんだから！」


　そう言ってネグリジェの裾すそをひるがえし、特別棟とうの方へずんずん進んでいってしまった。


「やるってことだよね、律」


「やるってことなんだろうなぁ」








　蘭は特別教室の集まった棟へと向かっていた。中に入ろうとすると、扉の前に立っていた守衛さんがいきなり金属探知機を取り出して全員の身体検査を始める。ぼくと律は携帯電話を没ぼつ収しゆうされてしまい、帰る際にもう一度身体検査を受けてから返へん却きやくされることを説明された。


　棟の中を進みながら律はしきりに首をかしげている。


「ここってそんなに重要な情報を扱あつかってたっけ」


「……あたしがいるからよ」


「どういうことなんだ？」


「親があたしの周りのネット環かん境きようを制限するよう学園に頼んだの。あたしの部屋はネットに繫つながってないし、パソコンルームで操作した内容は学園側に確かく認にんされてるわ。寮りようの友達の部屋でこっそりやってもいいんだけど、迷めい惑わくがかかると嫌だしね」


「なんでそんなことされるのさ。プログラマーならネット環境が制限されてると不便だろ」


「誰だれにだってあるでしょ、壁かべに落書して遊んでたお茶ちや目めな頃ころって。いちいち乙女の過去を詮せん索さくしないの」


　蘭は鼻を鳴らしつつ、パソコンルームの入口にあるカードリーダーに生徒手帳をかざした。


「まさか、クラッカー破壊者か」


「今はハッカー精通者のつもりよ」


　蘭は意地の悪い笑えみを浮うかべると、開いた扉の奥へと進んでいった。律は呆あつ気けにとられたように彼女の背中を見つめていたが、やがて扉が閉まると慌てて生徒手帳を取り出す。


　中に入ると、蘭がちょうどパソコンを起動している最中だった。


「本当にあたしを隔かく離りしたきゃ国外の僻へき地ちにでも送ればいいのにね。こんな中ちゆう途と半はん端ぱなセキュリティーじゃ破られるのを待ってるようなもんだわ」


「親おや御ごさんの苦く悩のうが目に浮かぶよ」


　蘭と律はふたりで話を進めながらパソコンの前で準備を始めている。途中、蘭が思い出したように席を立ち部屋の端はしのロッカーへと向かった。彼女の開けたロッカーの扉には『霧線蘭』の名が記されてある。プログラミングの才能で学園に入っただけあり、パソコンルームに自分専用の収納スペースがあるようだ。


　蘭はロッカーから何台ものキーボードを取り出すとパソコンの脇わきに置いた。ぼくがその様子をじっと眺ながめていると目が合い、彼女は考えるようにして口を開く。


「例えばバレエダンサーって、足にかかる負担が凄すごいから何足もトーシューズを用意してるっていうでしょ。それと同じよ」


　バレエダンサーの習性を当然のように言われても困るし、そんなことを知る高校生がおいそれといるはずもない。わかりやすく説明してくれるよう頼もうか悩なやんでいると、


「へぇ、そういうことか。これは楽しみだね」


　と律が興味深げにつぶやく。今さら聞き直すのも恥はずかしいので、適当に頷いておいた。


「律、欲しい情報のリストだけ先にちょうだい。計算式を組みこむ部分は後で作るから、まずは情報の収集をやる部分から始めるわ」


「そうだな。投資する企業の情報は当然欲しいし、他にもマクロ全体的経済ファクター因子としてインフレ率・石油価格の変化率・鉱工業生産の変化率なんかも知りたいし、トレンドライン傾向線による分析や数理的分析も当然やっていくから──」


「あたしはプログラマーであってアナリスト分析家じゃないんだけど」


「システムを作るならその業界の知識が必要なのは当然だろ。天才プログラマーを名のるならこれくらいできなきゃ」


「これってプログラマーの仕事を超こえてるわ」


「ならこの作業、プログラマーじゃなくて霧線蘭に頼む」


　蘭は驚おどろいたように顔を上げ、律を見つめる。だが彼はすでに計算式のことで頭がいっぱいらしく、なにやらつぶやきながらメモ帳にペンを走らせていて蘭の視線に気づかない。


「──ポートフォリオ金融商品の組合せの最適化問題を数理計画モデルで表して──定式化のために資産数や事象数や期待収益率も──」


「あ、あたしのこと、なんにも知らないくせに！」


　蘭の怒ど鳴なり声は集中状態にある律にまったく聞こえていなかった。不完全燃ねん焼しようとなった彼女の怒いかりは行き場を失い、目の前の画面へと向けられる。


　唐とう突とつに、連続的な破は裂れつ音が響ひびき渡わたった。機き銃じゆう掃そう射しやでもされたのかと思って慌てて周りを見ると、音源は蘭の叩たたくキーボードであることに気づく。あまりに速すぎる指さばきに、弾だん丸がんタッチという言葉が頭をよぎった。その表現がしっくりくるくらい、パソコンルームの空気は一変していた。画面に見入る蘭の眼まな指ざし。張りつめた空気。ここは今まさに、戦場。


　律もいつの間にか顔を上げ、蘭の絶技を啞あ然ぜんと眺めていた。


「あんな指技で責められたら女の子もたまらな──」


　急に予想外のことを言われ、ぼくは思わず吹ふき出してしまう。


「い、いや。忘れてくれ」


　もう、想像してしまった。とにかくあれがとんでもない技わざだということだけはよくわかった。


　日本の株式市場は九時に開いて十五時に閉まるらしい。取引所が複数あるため正確に言うと多少違ちがう部分もあるそうだが大おお枠わくは変わらないようだ。つまり作業の期限は明日の朝九時。残り約十二時間といったところである。一時限目の授業はとうに始まっている時間だが、仲良く遅おくれるしかなさそうだ。そもそも登校できるかどうかも怪しい作業なのだから……。


　その後ぼくは激しく揺ゆれ続ける蘭の肩を揉もみ、時ときに弾丸タッチで壊こわれたキーボードを取り替かえ、時ときにお茶を出しつつ送ったエールに「うるさい！」と返され朝まで過ごした。








　どこからかチャイムの音が聞こえる。風に乗って人のざわめきも流れてきた。なんだか少し周りがうるさい。まだ寝ねていたいのに……。


「あれっ!?」


　目を開けると、整然と並べられた机が飛びこんでくる。その上に設置された数々のパソコンも見えた。ぼくは体操服のジャージーを着たまま床ゆかで寝ていたらしい。


　立ち上がると、机に突つっ伏ぷしたまま寝る律と蘭が見える。壁に掛かけられた時計はもう十二時半を指していた。


　ぼくの動く気配で目が覚めたのか、蘭はまぶたをこすりながらこちらを見上げる。


「あっ！　まだ動作確かく認にんが──」


　彼女は慌ててマウスを握にぎるとせわしなく動かす。だがそれもすぐに止まり、深いため息とともに椅い子すに座りなおした。


「ちゃんと取引してくれてるみたい。これでちょっと休めるわ」


「ちょっと？」


　蘭がぼくの質問に答えようとしたとき、今度は律が机から顔を上げて寝ぼけ眼まなこをこちらに向ける。


「あ……みんなごめん。どうなった？」


「午前中に多少の儲もうけは出したみたい。さっきちょうど取引所の昼休みが終わって、午後も正常に取引してるみたいよ。もっとも学園じゃ今から昼休みだけどね」


「とりあえずは一安心か。あとは放課後にデータの解析だね」


「アップデートもよ」


　どうやら作業はまだ続くようだ。ギャンブルと言っていたわりにずいぶん苦労する。


　ぼくらは守衛さんに事情を説明し、蘭のプログラムが動いているパソコンを自分たち専用にしてもらった。本当はこのまま寮で寝たかったが、一組も二組も授業はきちんと受けているのだ。ずるずると学校をさぼるわけにもいかず午後の授業から出席する。


　ぼくらはそれから大会当日まで昼は学校、夕方からはパソコンルームで過ごす。結局、一度も寮で寝ないまま勝負の朝を迎むかえてしまった。








　午前の授業が終わり昼休みになった。今からみんなでパソコンルームに集まって株を売り、稼ぎを確定させることになっている。律と蘭は先にパソコンルームへ向かったが、ぼくはトイレに寄ってから合流することにした。


　個室に入って便座に腰こしをおろすと、高笑いしながらトイレに入ってくる男の声が聞こえた。


「これで我が組の勝ちは決まったようなものだな」


「成樹くんがクラスをうまくまとめてくれたからだよ」


「みんなの才能があればこれくらいは当然さ。一人頭で七十万弱といったところか」


「実際は稼いだ人とそうでない人、結構わかれちゃったけど……」


「適材適所という言葉があるからな。組織で動けば儲けのわかりにくい者も出てくるさ。その点、二百万近く稼いだきみなんて──」


　一人頭七十万弱。閃学園のクラスはどこも十五人前後だから、一組は一千万近く稼いだことになる。


　成樹……授業で会ったときは数千円程度の儲けだって言ってたくせに。どう考えても土日で大儲けしていたはずだから、あの発言は油断させるための噓うそだったのだ。


　ぼくは便座に腰をおろしたまま怒りでただ震ふるえていた。


　……いいだろう。これは勝負なんだ。相手を油断させようがどうしようが一千万近く稼いだお前らは凄すごい。だがぼくらだって負けちゃいないんだ。昨日までの伸のび率りつを維い持じしていればおそらく株は──。


　思わず立ち上がり、個室の扉とびらを開いた。用を足している最中だった成樹は慌ててやめ、顔だけこちらに向ける。だがぼくはそれを無視して駆かけ出そうとした。


　──あれっ？　足がうまく前に出ない。


　足元を見ると、情けなくずり下がったままのズボンが見える。


「……丈途くん、もしかして今の話、聞いちゃった？」


　成樹が目を点にして聞いてきた。ぼくは黙だまって頷うなずき、ズボンを上げる。


「でも勝負当日だし、ばれちゃってもいいか」


　成樹は自分を納なつ得とくさせるように言うと、こちらから視線を外し再度用を足しながら高笑いを始める。ぼくは返事をしないままベルトを締しめ、平静を装よそおってトイレを出た。


　一歩、二歩、三歩進む頃にはすでに早足になり、次し第だいに駆け出し、最後は全速力でパソコンルームを目指す。


　部屋の扉を開けたときにはもうまともに会話ができないほど息が乱れていた。


　ぼくは律と蘭に向かって手をあげ、必死にバツ印のジェスチャーをする。


「聞いてくれよ丈途。口座のお金が時価評価でなんと七百万近くあるんだぜ！　優勝賞品なんて目じゃないな」


「今から売ろうとしてたの。一応あんたが来るまで待っててあげたんだからね」


「これでみんなそろったことだし、値が変わる前に売ろう」





　駄だ目めだぁぁ─────────！





　ぼくはパソコンの前にいる律と蘭めがけてダイブし、キーボードから引きはがすように倒たおす。


「痛いったぁ……。なにするのよ変態！」


「丈途、そういうのは寮に帰ってから──」


「一組が一千万近く稼かせいでる！」


　やっと絞しぼり出したぼくの言葉に、ふたりは絶句していた。


　ぼくもいきなりのことで頭の整理がついていない。勝負は今日なのだ。今から新しい方法を考えている時間はない。これだけ稼いだのだから、ウィーン旅行だけが目的なら大会で負けても構わなかった。しかしもう引くに引けない事情がある。三回戦に負ければ、廻先せん輩ぱいとの勝負にも負けてしまう。


　律は立ち上がると急にパソコンの操作を始めた。それを見た蘭は慌あわてて体を起こし、律の手をつかむ。


「ちょっと!?　またプログラムを動かす気!?」


「まだ市場が閉まるまで時間がある。どのクラスよりも稼ぐまでやり続けるんだ」


「でもそれじゃ値下りする可能性だってあるじゃない！」


「この大会じゃ一位以外は価値がない。七百万近く稼いでも負けは負けなんだよ」


「どうしてそこまで勝ちにこだわるのよ!?」


「蘭だって丈途のがんばりを知ったから協力したんだろ。勝たせてやりたいじゃないか。勝って……誰だれにも馬ば鹿かにさせないんだ」


　負けて大変な思いをするのは自分なのに、律はそんなことまったく気にしていない。本当に、申し訳ないくらいにいい奴やつだ。


　蘭は律の様子からただならぬものを感じたのか、呆あつ気けにとられて黙っていた。そして今さら彼の手をつかんでいたことに気づいたらしく、慌てて離れる。


「こんな馬鹿なお願い聞くの、今回だけだからね！」


　蘭はそう言ってそっぽを向いてしまった。律はそんな彼女に頭をさげると、プログラムを再び動かし始める。


　午後は一時限だけ授業があり、そのあとはオリエンテーション大会にあてられていた。大会が始まってからちょうど一時限経たったときに株式市場が閉まる時間となる。ぼくらの発表をなるべく遅らせ、その間にどれだけ稼げるかが鍵かぎになった。


　すぐに職員室へ行き、亜希先生に事情を説明して蘭のインターネット制限を一時的に解除してもらう。次いで律からノートパソコンを借りると、無線でネットに繫つなぐための設定をすませて蘭のプログラムをインストールした。パソコンのスペックが落ちるうえに通信速度まで遅おそくなってしまうが、プログラムをすぐ変へん更こうできる状態にしておかなければ他ほかの組の稼ぎがぼくらの稼ぎより多かった場合に対応できなくなってしまう。








「みなさぁん。儲もうかりまっかぁ♪」


　牡丹先輩は制服用のスカーフで束ねた髪かみを揺らし、元気よくステージに現れた。絵具で極ごく彩さい色しきに汚よごれきったいつものエプロンも着ている。


「大金を持ち歩くのが恐こわいクラスは俺に預けろよ。一生守り抜ぬいてやるからな！」


　廻先輩は相変わらずのタンクトップだ。ちなみに春とはいえ、まだ半はん袖そでにすらなれる気温ではない。


「牡丹先輩。実は今回三組が珍めずらしくやる気で、この勝敗を巡めぐって俺と賭かけをしてるんですよ」


「なになに？　初耳よ？　廻ちゃんずるい～！」


「この前、三組の奴が警察に捕つかまったでしょ。そいつのことを馬鹿にしたら絡からんできた男がいましてね。三回戦で三組が勝てば馬鹿にしたことを俺が謝り、負ければ絡んできた男が俺を背負って学園と麓ふもとの往復ランニングってことになってるんです」


「お・も・し・ろ・そー！　あたしをのけ者にして楽しまないでよぉ。早く始めましょ♪」


「確か律って呼ばれてたな。出てこいよ。決着つけようじゃないか」


　いきなり発表を強要されそうだった。賭けのことを知らなかった蘭は今さら話を聞かされ、こちらを凄すごい形相で睨にらんでいる。


「律……呼ばれちゃってるよ」


「まさかこんなところにトラップが仕し掛かけられていたなんて」


「どっちかって言うと自分で仕掛けたくさいけど……」


　これは律がぼくをかばった結果だ。すべてを彼に押しつけるわけにはいかない。ぼくもまた彼の行動に見合うだけのことをすべきだった。ちょっと恐いが……やるしかない。


　ぼくは立ち上がると、廻先せん輩ぱいを指した。


「そんなに慌てて負けなくてもいいじゃないですか。どうせ全クラスが発表し終えないと結果がわからないんですから、ぼくらは最後までじっくり観戦させてもらいますよ」


「ほう……」


　重く、腹にのしかかるような廻先輩のつぶやき。


　こ、殺される。不意に脳のう裏りをかすめた予感に怯おびえ指をおろしかけたとき、


「いいだろう。お前は丈途って呼ばれてたな。今、しっかり覚えたよ」


　と嬉うれしくない感じでお近づきになってしまった。


　今回は三組・二組・一組と発表させるつもりだったらしいが、ぼくの発言で二組・一組・三組と入れ替わった。


　二組の代表である男子がステージに上がり、稼いだ方法について口頭でプレゼンテーションする。クラス内の才能を体育会系や芸術系などにグループわけし、体育会系は身体能力を活いかしたパフォーマンスで稼ぎ芸術系は作品を売って稼ぐなど、個々のグループに活動を任せてお金を集めたらしい。


　結果は百五十万少々。ひとり約十万といったところだ。一週間ちょっとで稼いだお金だと考えれば凄いと思うのだが、一組の額を知っているだけに今回の二組は不発の感が否いなめない。


　そして一組の番になる。プレゼンターは成樹だ。二回戦と同じくプロジェクターが用意されていた。お金を稼ぐだけでいっぱいだったぼくらとはえらい違いである。


　スクリーンに一組の組織図が映された後、メンバーの才能が次々と展開されて説明が始まる。一組も才能をグループわけしたのは二組と同じだったが、決定的な違いは相あい性しようのよさそうな才能同士を協力させ合っていたことだ。例えば芸術系が作ったものに文系が宣伝文句をつけ、ウェブデザインの得意な者がサイトで売るといった具合だ。


　稼いだ額はきっちり一千三十万。株の値がこれを超えていればぼくらの勝ちである。


　ぼくは律の持つパソコンをのぞきこんだ。表示されていた口座の金額は……八百五十万弱。血の気が引いていくのがわかった。いつの間にか女子のグループを離はなれてこちらに来ていた蘭も、その金額を見て青ざめる。


「まずいじゃない。っていうかどうしてあんな馬鹿な賭けをしたのよ！」


「色々あるんだよ……男には」


　律はステージからこちらを見おろす廻先輩と視線をぶつからせた。もう、逃にげ場はない。


　蘭は律からパソコンをもぎ取ると、いきなり全力でキーボードを叩き始める。


「ちょっ……僕のパソコン壊す気か!?」


「このままじゃ負けちゃうわ。限界ギリギリの超ちようギャンブル設定に変えるから、あんたたちはなるべく時間を稼いで！」


　ぼくと律は顔を見合わせ、できるだけゆっくりとした動作でステージまで進む。


「早く儲もうけを教えてくれよ。勝つまで待ってたんだよなぁ、律くんに丈途くん？」


　笑え顔がおの陰かげでタンクトップからのぞく筋肉が盛り上がりつつあった。先輩はこちらの様子がおかしいことに感かんづいているのかもしれない。


「俺、いつでも謝る用意はできてるぜ。男だからなぁ。二に言ごんはないんだよ。律くんだってそうだろ？」


　大会が始まってからまだ二十分ほどしか経たっていない。株式市場が閉まるまであと三十分近くある。その間に値が上がればなんとか……。


　ぼくは一歩前に出て、廻先輩と向かい合った。


「まだぼくらのプレゼンは始まってませんよ。どうやって一千万を超える額を稼いだのか知りたくありませんか。なにせ三組は三人だけでやったんで大変でしたよ」


　ま、その予定なのだが。


「ごちゃごちゃ言わずに金額言おうや。こっちは充じゆう分ぶんすぎるほど待たされてんだからよ」


　廻先輩が腕うで組ぐみしたまま青筋を立てる。肩かたの筋肉がいい感じで隆りゆう起きして威い圧あつ感かんが増していた。


「でもみんなプレゼンしてから金額を──」


　先輩はぼくを無視し、パソコンを持つ蘭に向かって歩き出す。体を張って止めようとしたがあっさり弾はじき飛ばされてしまった。我ながら貧弱な体が怨うらめしい。そうこう考えている間にも廻先輩はどんどん蘭に近づいていた。


「そのパソコンになにか仕掛けがありそうだな。見せてもらうぜ」


　蘭の手からノートパソコンが奪うばわれようとした瞬しゆん間かん、自分でもびっくりするくらいの大声で「即そつ興きようラブストーリーの実演をします！」と手をあげていた。


「俺、小説なんて読まねぇし」


「先輩。ぼくのラブストーリーはあくまで大人向けなんです」


「だったら余計に読むのが面めん倒どうそうじゃねえか」


「いえ、大人の男向けなんです」


「ん？　そういえばお前の小説って……」


　廻先輩は急に踵きびすを返してこちらに駆け寄ると、耳打ちしながら話を続ける。


「お前、本当にＳＭポルノ作家だったのか!?」


「違います！　ただのポルノ作家です!!」


「……たいして変わらねぇんだろ。それにしても、まさか即興で書くって、お前が路上でやってたっていうラブストーリーの……」


「指定した相手とのラブラブシーン一枚書きです」


「お前、そんなこと路上でやってたのか!?」


「……はい」


「そりゃのぞき魔まって疑われるわなぁ」


「今は関係ないでしょ。それは忘れてください」


　廻先せん輩ぱいは頭を抱かかえるようにしてしばらく考えこんでいた。やはり良心がとがめるのだろうか。学園であれをやった場合は相手が百パーセント知合いである。悩なやむのも無理はない。


「ぼくの筆力ならどんなシチュエーションでも必ずや先輩の妄もう想そう以上のものを書けますが」


「そんなこと断言するなよ！」


「読みたくはありませんか？　先輩の望む、先輩のための、先輩の妄想以上のポルノ」


「お前っ……想像以上の腐くされ野や郎ろうだな。だがよく考えてみればお前もその道の天才……」


　先輩はさらに頭を抱え悩み続けていたが、やがておもむろに顔を上げるとやけに親しげにぼくの背中を叩たたいてきた。


「丈途くん。きみはやっぱり面おも白しろい奴だ」


「で、誰だれにします？」


「そうだなぁ」


　先輩は体育館を眺ながめて熟考に入ってしまった。


　蘭に目を向けると、険しい顔で首を横に振ふっている。どうやら市場が閉まる寸前までこの時間稼ぎを続けることになりそうだ。用紙が手元にないので、ラブシーンの相手を指定されたら生徒手帳のメモ部分にでも書くしかないだろう。


「あたしヒマなんですけどぉ」


　牡丹先輩がすねたように廻先輩の背をつつき、我に返らせようとする。


「牡丹先輩！　実は今──」


　廻先輩にしたのと同じ説明をすると「あたし困っちゃう～。よく見ると今年の一年ってかわいい子が多いのよねぇ～」などと赤くなり、書いてもらうことだけは即そつ決けつしていた。


「女性向けのポルノは書いたことありませんが、先輩が望むならプロとして書ききります」


「あたしはこだわるわよぉ～」


「ご安心ください。先輩の性せい癖へきを赤せき裸ら々らに語って頂ければ、この芥川竹人、必ずや性の極きよく致ちへとご案内致いたします」


「同じ芸術系の先輩として教えてあげるわ。あなたのプロ根こん性じよう、ス・テ・キよ[image: ]」


　そして先輩ふたりは大会そっちのけでしばらく悩み続けていた。


「──丈途、市場の波がきたわよ！」


　弾かれるように振り向くと、パソコンを持って駆ける蘭が見えた。彼女は先輩たちの前まで行くとパソコンの画面を見せる。


「一・十・百・千……あぁ～口座の時価評価が一千百万を超こえてるわねぇ」


「な、俺はまだ誰にするか決めてないぞ……って、一千百万!?」


　廻先輩は食い入るようにパソコンの画面を見つめていた。


「……三回戦は三組の勝ちだ」


　肩を落とした廻先輩がみんなに宣言をする。株価はまだ上がり続けており、文句なしの勝利だった。


「僕との約束、覚えてますよね」


　律が廻先輩の前に立った。


「わかってる。みなまで言うな」


　廻先輩はぼくの方を向くと、直立した後に深く頭を下げる。


「丈途くん、俺が悪かった。こうやって結果を出した以上、きみたちが正しい」


　体育館中から割れんばかりの拍はく手しゆがわき起こった。驚おどろいてみんなの方を見ると、一組も二組も……そして三組も、惜おしみなく手を叩き続けている。


　──ぼくらのクラスがひとつになった。そんな確信が心に芽生えた。まぁ、成樹だけは歯がみしたまま拍手をしていなかったが、他ほかのクラスだし気にするのはやめよう。


　それにしても三万ちょっとの元手からよくここまで稼いだものだ。自腹でウィーンに行ったとしても遣つかい道に困るほどのお釣つりがくる。いっそこのまま稼ぎ続けて超ちよう豪ごう華かな世界一周クラス旅行を楽しむのも悪くない。それとも貯金して夢のポルノ御ご殿てんを早々に実現するのも──。


「だから、あたしの口座なんだから取り分はあたしが六。ふたりは残りの四を仲良くわければいいでしょ！」


「株はそもそも僕のアイデアだろ。しかも僕の計算がなきゃこんなに稼げなかったんだ。僕が二だなんて絶対におかしい。僕ひとりで四を主張するね！」


「ほんっとに小さい男だわ。なんでそう微び妙みように取ろうとするのよ。この数日間であたしの指がどれだけボロボロになったかわかってないでしょ!?　お肌はだも荒あれ放題だし、リゾートでエステ通いしてたら取り分の六なんてすぐに消えちゃうわ。むしろもっともらいたいくらいよ！」


「強ごう欲よくな女だな。僕は作業内容による儲もうけ率を考えた結果、もっとも妥だ当とうだと思われる数字を言ってるだけだ。男として小さいも大きいもない。利益はきちんと分配すべきだ！」


　……ちなみにぼくは出資者なんですけど、覚えてますか？


　こちらを無視した律と蘭の醜みにくい争いはみんなが会場を去り始めてからも続き、さらにエキサイトしていた。決戦にあたる四回戦のお題は後日発表するらしいので、今日はもう好きなだけ喧けん嘩かしてくれといった気分だった。


　そんな中、パソコンからアラームのような電子音が鳴り響ひびく。ふたりは取り分の主張に夢中で気づかないのでぼくが確かく認にんすると〝暴落注意報〟の文字が表示されていた。


「暴落って……とんでもなく値下りすることなんじゃ……」


　律たちはその声で我に返り、すぐにパソコンの前まで駆かけてくる。


「あぁ！　大部分を投資してた会社の違い法ほう行こう為いがばれたらしい。まだ発表されてないから今のうちに売り抜ければなんとか……って、なんでこんな情報が検けん索さくされるんだ!?　まさかこのプログラム不正な──」


「そんなことどうだっていいでしょ！　早く売っ払ぱらいなさい！」


「──駄だ目めだ。自動収集する情報量が異常に増えてて取引まで処理が回らない。このパソコンじゃ下手したらフリーズ機能停止する！」


「あたしに貸してよ！」


　その瞬間、六時限目の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響いた。それが意味することは──。


「あぁ！　市場が閉まっちゃった！」


「……もう終わりだ。今夜にでも会社の不正発覚が報道されると思う。それで週明けに市場が開いたときはとっくに……」


　ふたりが黙だまりこんでしまったので、ぼくは慌てて口を開く。


「で、でもさ、一千万以上稼いでたんだし、大だい丈じよう夫ぶだよね？」


「不正が発覚した会社の株が大丈夫なわけないでしょ！」


「市場全体でも値下りが始まっちゃったら、元金割れるかもしれないね……」


「それってどういうこと？」


「丈途が稼かせいでくれたお金も全額は取り戻せないかもってことさ。ははっ。ついでに言うならこの数日間の強行軍も無意味だったってことさ」


　言い終わると同時に律の膝ひざは崩くずれ、そのまま床ゆかに手をついてしまった。


　ステージから去ろうとしていた先せん輩ぱいたちはこちらの異変に気づき、興味深げに戻ってきてパソコンをのぞく。


「ありゃ。これは試合に勝って勝負に負けたってやつか」


「廻ちゃん謝り損だったわねぇ」


「試合は試合です。今さらごちゃごちゃ言いませんよ」


「あら、男らしい」


　廻先輩は崩れ落ちたまま動かない律のそばへ行くとしゃがみ、肩に手を置いた。


「俺に頭を下げさせた男がそんな情けない恰かつ好こうをするな」


「べつに……情けない恰好なんか……」


　顔を上げた律の瞳ひとみは涙なみだが溢あふれる寸前だった。それでも彼はなんとかこらえ、正面から先輩を見み据すえる。


「自分の甘さが許せないだけです！」


　廻先輩は気き丈じようにふるまう律に心を打たれたのか、言葉をなくしていた。律へ熱を帯びた眼まな指ざしを注ぎ、止まっている。そして数すう瞬しゆん後。我に返った先輩は乱れた律の前まえ髪がみを優やさしく手で梳すいていた。


「嫌きらいじゃないぜ。そういう意地っ張りな子オ・ト・コ」


　先輩は微笑ほほえみながら立ち上がり、ぼくの方へ向かってくる。


「ラブストーリーを書いてもらう相手、決めたよ」


　え？　この状じよう況きようでその台詞せりふってまさか──。


「廻ちゃんずるい～。あたしも早く決めないとぉ[image: ]」


「今度色々と好みのシチュエーションを考えてくるから、そのときはよろしくな」


　先輩は爽さわやかに言うとぼくの肩を叩いて去っていった。こちらの会話が聞こえていないであろう律は、不思議そうにぼくを見つめたままだ。


　……すまん。ぼくが手段を選ばなかったばっかりに……。


　律を正視できず顔をそらしてしまった。


　そのとき、視界の端はしをひとり分の影かげがかすめる。もうみんな帰っていると思いこんでいたが誰だれだろう。


　見ると、そこには鳴唐さんがいた。小さな瞳でこちらを見上げ、じっとしている。


「凄すごいね、恋れん愛あい作家さん」


　まじりけのない賞賛。そのあまりの純真さに顔から火が出そうだった。


　やっぱり、彼女にポルノの意味は教えられない。




８　決戦はみんなの力で勝とう！







　蘭はぼくが登校したときすでに自分の席に着いていた。こちらを見るなり「昼休みにパソコンルームね」とつぶやくと、そのまま机に突つっ伏ぷして寝ねてしまった。今日は月曜だ。三回戦後の土日だけでは大会のダメージが抜ぬけなかったらしい。もっとも、そのダメージが肉体的なものなのか精神的なものなのかはわからないが……。


　蘭に向けていた視線の先を、不意にジーパンが遮さえぎる。顔を上げると、睨にらんでいるかのようにきつい瞳とぶつかった。来夏だ。よく考えたら今日は停学が明けて初の登校日だった。


「あの生意気な司会に頭を下げさせたらしいな」


「生意気って、一応先輩なんじゃ……」


「シャッターチャンスをひとつ逃のがしてしまった。醜い写真、次も期待しているぞ」


　彼女はそれだけ言うとこちらに背を向け、自分の席に向かって歩き始める。呆あつ気けにとられて眺めていると、席に着く寸前になって彼女はひとり言のように口を開いた。


「──ちっ。それともうひとつ。今回だけは謝っておいてやろう」


　我ながら聞き取れたのが奇き跡せきだと思うくらいの声だった。というかぼくに聞こえていなかったらどうするつもりだったのだろう。


　来夏は席に座るとばつが悪そうに窓の方を向き、机の上に置いたカメラを指先でいじっていた。


　朝のホームルームが始まる直前になると、律がやっと登校してくる。彼は爆ばく睡すいしている蘭を見て苦く笑しようしていた。続いて扉とびらから入ってきた亜希先生は、やけに機き嫌げんがいい。


「みんな知ってると思うけど、オリエンテーション大会は今のところ全クラス百点で競せってるわ。私も二回戦までは職員室でかなり肩かた身みの狭せまい思いをしてたけど、丈途くん、律くん、蘭さん。よくがんばったわね」


　誰からともなく拍手がわき起こった。ぼくのお金を何百倍にも増やしたのは律と蘭なので、改めて誉ほめられると気き恥はずかしい。蘭は盛大な拍手の中でもずっと寝ていたが、責める者などいるはずもなかった。


　今日の午前中は通常の授業しかなく、一いつ瞬しゆん、ここが普ふ通つうの高校のような錯さつ覚かくにおちいる。よく考えてみると先週の慌あわただしい日々もどこか現実離ばなれしていて、自分たちが一時期一千万以上の資産を持っていたことなど冗じよう談だんのように思えた。


　昼休みのチャイムが鳴ってからも蘭はしばらく動かなかったが、ぼくが律に株の処理について聞いているとそれに反応したように彼女は起き上がり、まだ眠ねむそうな目をこちらに向ける。


「……早いところあの悪夢から解放されるわよ」


　ふらふらと歩き出した蘭に続き、ぼくたちはパソコンルームへと向かう。


　中に入ると律と蘭はなぜか扉の前に立ったまま動こうとしなかった。


「ふたりともどうしたの？」


「いいからさっさと後始末しなさいよ」


「だってぼく操作方法よくわからないし……。律がやってよ」


「遠えん慮りよ願いたいね。本当はこの場にいるのだって嫌いやなんだ。三回戦のことは早く記き憶おくの彼方かなたに消し去りたいよ」


「あたしだってそうよ。この中じゃ丈途が一番神経図太そうだし、ごちゃごちゃ言わずにプログラムの処理をやってちょうだい」


「ぼくもあれだけの大金をつかみ損そこねて結構ショックだったんだけど──」


「いいからやって！　あたしが全部説明するから！」


　蘭の剣けん幕まくに圧おされ、結局ぼくが後始末をすることになってしまった。彼女がそらんじる操作法通りにすべてを終わらせ、プログラムを消去する。


「残ったお金……本当にぼくが全額もらってよかったの？」


「もう分け前でごちゃごちゃ言うの疲つかれたわ。どうしても分けたきゃ丈途と律で好きにして」


「僕だっていらないよ。額もたかが知れてるだろうし、丈途に任せるよ」


「でもそれじゃふたりに悪いしいい方法があれば──」


「しばらく株に関かかわりたくないの！」


「過あやまちを思い出させないでくれ！」


「ご、ごめん」


　ふたりから責められてつい謝ってしまった。とはいえみんなで協力した結果のお金なのだ。いつかみんなのために遣つかうときまでとっておこうと思った。


　パソコンルームを出ると三人で学食に行く。混雑時を過ぎたせいか中はすいていた。


　注文した食事を受け取って席に着くと、遠くにたまっていた一団がぼくたちの方へ歩いてくる。よく見るとみんなクラスメートで、男子と女子が一いつ緒しよにいた。


「どうやって三回戦に勝ったのか詳くわしく聞かせてくれよ」


「司会の先せん輩ぱいが途と中ちゆうで話の腰こしを折ったでしょ。私たちずっと気になってたの」


「三人だけで勝つなんて凄すごいもんな。四回戦はさ、俺らにも声をかけてくれよ」


「もちろん、私たちにもね」


　そうか。みんなきちんと仲直りしたんだ。ぼくは思わず顔をほころばせ、律と蘭を見る。律は肩かたをすくめていたが、蘭は一回戦で自分のやったことを思い出したのか「悪かったわね」と誰だれに言うでもなく顔をそらした。しかし男子は蘭のやったことをもう気にしている様子はなく、彼女からプログラミングについて興きよう味み津しん々しんに話を聞いていた。女子もここぞとばかりに律の話を聞き、ついでにマイナイフとマイフォークを見て今度テーブルマナーを習う約束までとりつけていた。


　きっとこれがクラスの本当の姿なんだ。憧あこがれていた普通の学園生活……。互たがいの行き違ちがいからここまでくるのにちょっと遠回りをしてしまった。だが、いいのだ。結果として男子だけでなく女子までもがポルノ作家であるぼくを当然のように受け入れてくれている。


　顔をほころばせてみんなと話をしていると、端はしの席に座ってひとりでご飯を食べている鳴唐さんが目に入った。せっかくクラスが仲直りしたのだからこの機会にうちとければいいと思い、呼ぼうとする。


　──吹音、誰かと一緒にやるの、できないんだもん！


　彼女の発した特大の金切り声が頭をよぎる。ぼくは声をかけようとしたまま止まってしまい、ただ鳴唐さんを見つめていた。


「ほら、男子があんたの小説を読みたいって言ってるわよ」


　蘭に小こ突づかれて我に返ると、男子がぼくの周りに集まっていた。


「十八禁じゃないからみんなも読めるよ。ペンネームは本名と読みが一緒なんだけど、下の名前は竹に人って──」


　喋しやべりながらまた鳴唐さんに視線を移していた。彼女はこちらのにぎわいなどお構いなしに黙もく々もくとご飯を食べ続けている。


　だが、本当にひとりが好きなら、この学園に来ているはずがないのだ。








　午後の授業も終わり帰りのホームルームが始まる。亜希先生が連れん絡らく事じ項こうを口にしようとしたそのとき、校内スピーカーからお気楽で舌っ足らずな女の声が流れてきた。


『一年生のみなさぁ～ん、お待たせしました♪　クラス対たい抗こうオリエンテーション大会の最終ラウンド、ついにお題が決定しましたよぉ。今から体育館に集合～。も・ち・ろ・ん、問答無用だからよろしくね☆』


　どう考えても牡丹先輩の放送だ。ついに最後の戦いが始まるのか。


「次はあたし、楽したいわ」


　左ひだり隣どなりの蘭がぼやく。


「お題によりけりさ。クラスがまとまったおかげで選せん択たくの幅はばが広がったしね」


　右隣の律がつぶやく。


　クラスを見ると、みんな黙って席を立ち始めていた。今までのようなやる気のない動きではない。これから勝負に出る、真しん剣けんな眼まな指ざしをしている。


「ここまできたら勝とうじゃないか。こんな面おも白しろいイベント、他ほかの学校じゃ中々お目にかかれないからね」


　律はぼくの肩を叩たたいて立ち上がり、体育館に向かって歩き始める。ぼくもまた席を立つと、みんなの後に続いた。


　体育館に着くとステージ上にはすでに牡丹先輩と廻先輩がいた。


「ごめんねぇ。一年生のみんなに失礼のないよう色々考えてたら、週が明けちゃった☆」


「俺にも秘密でずいぶん悩なやんでたみたいですけど、結局なにに決まったんですか？」


「う～ん。そろそろみんな集まったみたいだし、あたしも水墨校長のまねをして一発描かくから待っててねぇ」


「おい一年！　我が校の錬れん金きん術じゆつ師しこと牡丹先輩がわざわざ描いてくださるんだから、心して見ておけよ！」


「廻ちゃん。芸術をそんな風に言っちゃダメよぉ」


「あ、すみません。俺って絵心ないもんで」


「廻ちゃんは取引のときしかあたしの絵を見ないもんねぇ」


「札束ではち切れんばかりのアタッシュケースをエスコートするのが俺の役目ですから！」


「エスコートするのはあたしでしょ[image: ]」


「ははっ。口下手なもんで[image: ]」


　牡丹先輩は絵の分野でずいぶん名の通った人のようだ。この学園にいるくらいだから当然天才なのだろうが、今の話ではどうやらぼくらが三回戦であんなに苦労して稼いだお金も牡丹先輩の前では霞かすんでしまうらしい。


　牡丹先輩はステージの袖そでから大きなお菓か子しの缶かんを持ってくると、蓋ふたを開けて中から道具を取り出していた。絵具や筆の他に、お菓子を箱はこ詰づめするときに使うプラスチック容器まである。先輩はプラスチック容器のたくさんあるお菓子用のくぼみに一通り絵具を流しこむと、パレットがわりに脇わきへ置いてステージの床に敷しかれていた大きな紙になにかを描き始める。廻先せん輩ぱいは心して見ておけと言ったが、この位置からでは描いているものがまったく見えない。やることもないまま、ぼくらはたっぷり一時間ほど待たされてしまった。


　やっと完成した牡丹先輩の絵がワイヤーで持ち上げられると、そこには幼よう稚ち園えん生の落書と見まがうほど下手くそでファンシーなお花畑が描かれていた。


　……芸術って、わからん。


　よく見ると舞まい上がる花びらがなにかの文字を形作っている。


『才能合唱』


　わかるようなわからないようなお題だった。


「最後は学生らしく合唱よ～。みんなの力を合わせて素す敵てきな歌を披ひ露ろうしてねぇ♪」


　要するにただの合唱だったらしい。このお題を知るためだけに一時間近く無む駄だに過ごしたかと思うと、習字でさっさと書いてくれる校長が急にありがたく思えてきた。


「牡丹先輩にしては悪意のないお題ですね」


「今回の大会は『和』がテーマだものねぇ」


「ちなみにこの絵ですけど、もう必要ないでしょうから俺がもらっていいですか？」


「いいけど、明日にはオークションに出品されてるなんてことないようにね」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。来週……じゃなくて来世まで家宝にしますから！」


　廻先輩はぼくらがまだ帰っていないというのにさっそく絵をワイヤーから外して床に広げ、どうやって持ち帰ろうか悩んでいた。


「ちなみに合唱の文字は意味がわかったんですけど、才能の文字はいらなくないですか？」


「細かいこと気にしちゃダメよぉ」


「でも意味ありげにでかでかと描いてるわけですし、鑑かん賞しようするとき創作意図を気にする人もいますんで参考までに──」


「廻ちゃ～ん。言葉がすぎるわよぉ。あたしの計画邪じや魔まする気ぃ～？」


　牡丹先輩の目が冷たく光った。いつもの天然娘むすめ的雰ふん囲い気きとはまるで違ちがう、底冷えのする瞳……。


　そういうことだったのか。よく考えたら当り前のことだった。この学園の先輩たちが単純に合唱をしただけで満足してくれるはずがないのだ。才能で合唱ということか。


「おいっ、一年ども。合唱がんばれよ。合唱！」


　廻先輩の必死のごまかしも今さらだった。


　勝負は一週間後。次の月曜におこなわれるとのことだ。普通の合唱にしたってもう少し練習期間をとってくれる。


　クラスに戻もどると、亜希先生が大会の作戦会議を始めた。


「この学園に学級委員はいないし……クラスをまとめる代表から決めましょう」


　その言葉を聞くや否いなや、律の言葉が飛ぶ。


「僕は丈途くんがいいと思います」


「え？　ぼく!?　ちょっと待っ──」


「あたしも丈途くんがいいと思います」


　律に続いて蘭までもがとんでもないことを言い出す。


　これはあれか？　とりあえず誰だれかを推すい薦せんしちゃって難を逃れようってやつか？


「ぼくがクラスの代表だなんて──」


「だってあんたが一番大会に必死じゃない。あたしたちだって暇ひまじゃないんだし、決まりね」


「そりゃ優勝したいけど、ぼくがこのクラスをまとめられるわけないだろ！」


「律だってあんたを推おしてるわけだし、多数決で決定よ」


　ぼくが怨うらみがましく律を見ると、彼は慌あわてて口を開く。


「僕は本当に丈途がいいと思ったから推薦したんだ。三回戦だって丈途が僕らをまとめてくれたから勝てたんじゃないか」


「素す直なおに面めん倒どう臭くさいからって言えばいいのに。さすが詭き弁べんがうまいわね。命題の証明にも使ってるのかしら」


「おい、蘭！　きみと僕を一緒にするなよ！　僕は本心から──」


「律のこと信じたぼくが馬ば鹿かだったよ。警察に捕つかまったことを廻先輩から笑われたとき、かばってくれて本当に嬉うれしかったのにな」


「丈途……お前……」


「律に出会えてよかったって、泣きそうになってたんだぞ……」


「馬鹿。こんなところで言うなよ。恥はずかしいだろ」


「陥おとしいれようとした友達からそんなこと言われたら、確かに恥ずかしいわね。人として」


「蘭！　だからきみと僕は違うって言ってるだろ！」


　ふたりはいつもの喧けん嘩かを始めてしまい、収しゆう拾しゆうがつかない状態になってしまう。


「……ちょっと不安だけど、丈途くんにやってもらいましょうか」


　亜希先生までもがとんでもないことを言い出した。


「なに考えてるんですか!?　無理に決まってるでしょ！」


「……もう、エッチな犯罪に走らないって約束できる？」


「しません！」


「じゃあ決定ね」
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「だからなんでそうなるんですか!?　ちゃんと人を見て頼たのんでください！」


「だってみんな忙いそがしいだろうし、いいじゃない。私、休日だったのにあなたを警察まで迎むかえに行ったんだけど……覚えてる？　一度くらい先生のお願いを聞いてもばちは当たらないわよ」


「それは……」


　ずるい。それを持ち出されたらなにも言い返せないじゃないか。


　なにかうまい言訳はないか懸けん命めいに考えていると、教室中からこれみよがしな声が上がり出す。


「さっさと話し合い始めようぜ、丈途代表」


「プロで活かつ躍やくしてる奴やつは違うなぁ。すげぇすげぇ」


「丈途くんなら汚よごれ役は自分でやってくれるものね。尊敬しちゃうわ」


「ちなみにみんな暇じゃないから、面めん倒どうなことは誰がやるのかわかってるわよね？」


　……昼休みにやっと仲良くなれたと思ってたのに、みんなずいぶんあっさり裏切ってくれる。


「……やりますよ。やればいいんでしょ！」


「偉えらいぞっ」


　亜希先生の素す敵てきな笑え顔がおも今日ばかりは憎にくらしかった。


　教きよう壇だんに立つと〝天才〟と呼ばれるクラスメートたちの視線が突つき刺ささってくる。このメンバーの代表だなんて、心臓に悪い。三回戦で律や蘭の実力を見せつけられ、自分の凡ぼん人じんっぷりにうんざりしていたところだった。そこへきてクラスの代表を務めるだなんてかなり悪い冗談だ。


　律は固まっているぼくに目をとめると、蘭との喧嘩をやめてこちらに声をかける。


「まずは自己紹しよう介かいからだね。それもクラス全員だよ。蘭以外は誰もみんなのプロフィールを把は握あくしてないんだからさ」


　その言葉で我に返った。ぼくは自分の紹介から始め、クラスメートたちのプロフィールを聞きつつ全員の才能をホワイトボードに記していく。


　自己紹介がすべて終わると、ひとつだけはっきりしたことがあった。このクラスに音楽系の才能を持っている人物は鳴唐さんひとりだけということである。だが彼女の場合は楽器だ。直接的に合唱で活いきる才能ではなかった。


　なにかいい案はないかみんなに聞いてみたが、さすがにここまで状じよう況きようが悪いと誰も考えが浮うかばない。話し合いは明日の放課後に持ち越こされ、初日は解散となった。


　ぼくはひとりで教室に残り、ホワイトボードに記されたみんなの才能を眺ながめていた。歌の才能を持つ謡江がいる二組は別として、一組にだってそう都合よく合唱に向いた才能が集まっているとは思えない。ただ、一組には成樹がいるのだ。なにか妙みよう案あんでも思いついていそうだった。


「この状況で代表って、厳しいよ……」


　誰に言うでもない台詞せりふはひとけのない教室に吸いこまれてゆく。


　考えるのに疲つかれて窓辺から外を眺めていると、クラリネットの音が流れてきた。いつものように鳴唐さんが中庭の端はしで弾ひいているのだろう。ここから中庭はよく見えたが、鳴唐さんがいるであろう木こ陰かげは茂しげる緑葉に遮さえぎられて見えない。ぼくはただ想像で、彼女が小さな指をせわしなく動かしている様を思い、素そ朴ぼくで温かな音に聞き入っていた。


　この感性を合唱に活かせればきっと勝てるだろうに……。なんとなくそう思いながらも、クラリネット一本ではどうしようもない現実にため息が漏もれた。








　次の日の朝、登校してきた律にいい案が浮かばなかったかそれとなく聞いてみたが、やはり駄だ目めであった。クラス内で合唱のことが話題にのぼっている様子もなく、朝一から放課後の話し合いが思いやられる。


　実じつ践せん英語の授業になると、こちらの憂ゆう鬱うつなどお構いなしにさっそく成樹がすり寄ってきた。


「いやいや三回戦お見事でしたなぁ。少数精せい鋭えいで挑いどんでくるとは思いもしませんでしたよ」


「クラスの仲が悪かったからね。他ほかに方法がなかっただけだよ」


「悪かった……。過去形ということはもう和解されたんですねぇ。偶ぐう然ぜんにもこんな山の学校で出会った学友たちですから、仲が悪いままだなんて悲しいですからねぇ」


「そろそろ気が合わない奴も目め処どがついてきたけど」


「いやぁ恐こわいですなぁ。作家さんは気難しい方が多いから。その点丈途さんは人望もありそうですし、クラスをまとめて決戦の秘策をとっくに打ち出してるんじゃないですか？」


「昨日の今日で決まるわけないじゃないか。成樹こそまた裏でちゃっかり仕込んでるんだろ」


「裏でだなんて人聞きの悪い。今回ばかりはお題が合唱なわけですから、練習していれば嫌いやでも互いの手がわかってしまいます。隠かくしようもありませんよ」


「それもそうだね。じゃあお互いばれるまでのお楽しみってことで」


「つれないですねぇ。やはり丈途さんは食えないお人だ。わざと警察に捕まってお金稼かせぎに失敗したふりをし、こっそり株をやっていたわけですからねぇ」


「好きで警察に捕まる奴なんているか！」


「これはご謙けん遜そんを。我がクラスにも丈途さんのような武士もののふがいれば結果もまた違っていたでしょうけど……。今回の出し物も楽しみにしておりますよ。もっとも、二組だけはどう考えたところでやることはひとつでしょうけどね」


　成樹は教室の端にいる女子の集団を見た。そこには口にマスクをつけた謡江の姿がある。よりによってこのタイミングで風邪かぜをひいてしまったらしい。だが決戦までまだ一週間弱あることを考えれば、大会当日にはなんとか治っているだろう。


「あれだけ歌がうまかったら、ろくに練習しなくても大丈夫なんだろうね」


「そうやって油断しないのが丈途さんのいいところだ。ずっと風邪をこじらせているふりをして、相手に隙すきを作るつもりかもしれませんからねぇ」


「みんな成樹みたいじゃないと思うよ、ぼくは」


「いやいやこれは酷ひどい言われよう。少々傷つきました」


　そう言って陽気に笑う成樹はどう見ても傷ついているようには見えなかった。そして相変わらず、うざい。


　実践英語が終わり通常科目の時間になると、後ろの席から一枚のメモが回ってきた。





　　『オリエンテーション大会決戦について。




　　　一組……内容不明。朝早く教室にたくさんの荷物を搬はん入にゆうしていたとの情報有り。


　　　二組……園声謡江メインの名曲ポップス。ただし主戦力の謡江は只ただ今いま風邪。


　　　三組……①昇しよう天てん必至！　全歌詞シャウトのデスメタル演奏会。


　　　　　　　②ヒーリング効果絶大！　世界の呪じゆ詛その四部合唱。


　　　　　　　③プロの技わざ！　芥川竹人の喘あえぎ声独唱会　』







　──いや、考えてくれるのは嬉しいが、これはないだろう。っていうかぼくの独唱会なんてもはや合唱ですらないし。


　メモをたたむと、見なかったことにしてそっと前の人に回した。


　放課後になり二度目の話し合いが始まったが、いい案は出なかった。どうしようか悩なやんでいるとどこからか軽快な音楽と歌、そしてはつらつとした台詞の応おう酬しゆうが聞こえてくる。


　他のクラスの練習。しかも、ただの合唱じゃない。


　ぼくは弾はじかれたようにクラスを飛び出し、音のする方へと駆かけていた。


　辿たどり着いたのは一組の前。教室の窓には暗幕が張られ、中が見えないようになっていた。だが聞こえてくるものが内容を如によ実じつに語っている。リズミカルな動作音、歌うような言葉の数々、そしてストーリー性の高い合唱曲。──ミュージカルだ。合唱という条件をクリアしたうえでこの学園らしい一工く夫ふうも加えられているアイデア。しかし昨日の今日でミュージカルの内容が決まるなんてあまりに早すぎた。おそらく、成樹が子役時代の出演作をうまい具合に再編したのだろう。そういう意味でも一組らしい、他のクラスにまねできない合唱であった。


　……負けた。ぼくらとは着眼点がまるで違う。


　打ちひしがれてクラスに戻っていると、途と中ちゆうにある二組から伴ばん唱しようが聞こえてきた。いつまで経たっても伴唱ばかりでメインの歌が聞こえないのを不思議に思っていると、謡江が風邪をひいていたことを思い出す。そんな状況でも謡江の快復を待って伴唱のみの練習に集中できる二組……。クラスの結束は想像以上に固いのかもしれない。謡江には圧あつ倒とう的な歌唱力がある。風邪さえ治れば練習無しでも余よ裕ゆうに違ちがいなかった。牡丹先せん輩ぱいは普ふ通つうの合唱ではつまらないと思っているようだが、人格破は綻たん気味の先輩たちでさえ泣かせる謡江なら小細工はいらないだろう。


　うちのクラスも考えなきゃ……。クラスの特色を活いかした合唱。それでなければ勝てないと痛感した。


　ぼくは教室に戻ると他のクラスの状況をみんなに説明し、教壇に手を突いて言葉をなくす。三組が取り得うる最善の選せん択たくをただひたすらに考えていた。一組のように歌を含ふくめた複合的な内容でステージを作れるだけのノウハウもない。二組のように歌一本で勝負できる歌唱力もない。歌い手・曲・構成・演出……合唱に必要な様々な要素のうち三組が勝負をかけられるもの。一体なにがあるだろうか。


　いつの間にか鳴唐さんを見ていた。直接的に合唱で活きる才能でないとはいえ、彼女が鍵かぎであることは明らかなのだ。ならば逆に、彼女を活かすための方法を考えればいい。


「──曲を作ろう」


　思わず口を突いて出ていた。不可能ではないはずだ。鳴唐さんはあくまで奏者だが、数々のコンクールで優勝した経験を持つ天才音楽家である。その音楽性をもってすれば作れないはずはなかった。


「鳴唐さん、曲を作ってくれ。好きなようにやってもらって構わないんだ。みんなと協力する必要もない。すべて鳴唐さんに任せるから」


　彼女は突とつ然ぜんの提案に言葉を失い、ぼくをまじまじと見つめていた。無理もない。だが、ぼくらが勝つにはちょっとやそっとの無理など押し通すしかないのだ。


　教室を見み渡わたすとクラスメートたちも一様に頷うなずいていた。これだけ考えて他ほかにいい案が出なかったのだ。やはり、鳴唐さんの才能に賭かけるしかない。


「ぼくたちにはもう、鳴唐さんしか頼たよれる人がいないんだ」


「吹音、曲なんて作ったことないよ。作りたいような曲もないし……」


「目指してる音楽性ならあるだろ。せっかくこの学園に来たんだから、ちょっとくらい閃ひらめきで動いたっていいんじゃないかな」


「閃き？」


「今まで周りから頭ごなしに駄目だって言われてきたことも、ここならむしろやらないと怒おこられるだろ。この大会がまさにそうじゃないか。中ちゆう途と半はん端ぱなことをすると先輩たちがすぐに腹を立てるしさ……。はじめは戸と惑まどったけど、今ならなんとなくわかるんだ。多分、ぼくたちはできるんだよ。だからさ、閃いたままに行動したっていいんじゃないかな」


　鳴唐さんはうつむいて黙だまりこんでしまった。答をじっと待っていると、やがて顔を上げた彼女は確かめるようにこちらを見る。


「吹音に変な期待、しない？」


　してるさ──って言ったら駄目なんだろうな。ぼくは彼女を正面から見み据すえ、頷く。


「……曲、作ってみる」


　鳴唐さんの言葉を聞き、みんなが沸わいた。


「でも、歌詞までは無理よ」


　──しまった。言われて気づいた。合唱曲なら当然歌詞も必要になる。だが作詞なら──。


「ぼくに任せてくれ。鳴唐さんの音楽性ならよくわかってる。鳴唐さんの音に合う詩うた、必ず作ってみせるよ」


「吹音、ちゃんとした演奏なんて聞かせた記き憶おくないけど……」


　でもぼくは、もう何度もきみの音を聞いている。作ってみせるさ……。ぼくはこれでも芸術家のはしくれ。そう、ポルノグラフィーは十八禁でなく芸術なのだから!!


「──ちなみに、鳴唐さんはどれくらいで曲を作れそう？」


　ぼくの質問を聞き、彼女は机の横に下げたクラリネットのケースを眺めて考えこむ。


「本当は一ヶ月くらい欲しい」


「い、いや。それはさすがに無理っていうか、大会が終わっちゃうから」


「じゃあ木曜の放課後までに作る」


「早っっ！」


「時間がないなら悩んでも同じだもん」


「じゃあ鳴唐さんから曲を受け取ったら、ぼくは一晩でなんとか歌詞をつけてみるよ。みんなの練習は金曜の放課後からだね」


　作る側からすれば相当きついスケジュールであったが、それはみんなにとっても同じだった。これでは歌の練習がたいしてできない。だがたとえ今日から歌の練習を始めたとしても、素人しろうと集団があの先輩たちを納なつ得とくさせるためにはそもそも時間が足りないのだ。このアイデアに賭けるしかなかった。


「またお肌はだ荒あれちゃう……」


　ぼくの思いを無視した蘭のつぶやきは、しっかりと耳に届いていた。


　決戦の方針が固まったのでみんなは帰り、ぼくと鳴唐さんだけが教室に残る。鳴唐さんは黙ったままじっとぼくを見つめていた。


「いきなり難しいこと頼んじゃって、ごめん」


「べつにいいの。曲を作るだけなら……がんばる」


「そ、それでさ。打合せで連れん絡らく取り合うだろうし、あの、アドレスを──」


「吹音、覚えてない」


「へっ？」


「携けい帯たいの番号とかアドレスとか、覚えてない」


「そ、そっか。でも連絡先を交換できる通信機能があるだろうし──」


「通信機能って、電話って意味？」


　……電話？　だ……駄目だこりゃ。


　相手が男だったら携帯を取り上げて自分で登録してしまうところだが、女の子の携帯を勝手にいじっていいものなのかわからない。紙に連絡先を書いて渡した方が早いと思い、自分の机にノートを取りに行こうとする。


「勝手に登録してくれると楽なの。電話とかメール、やるだけならできるから」


「えっ？　勝手にいじっていいの？」


「べつに」


　鳴唐さんはこちらに向かって自分の携帯を差し出してくる。ぼくはそれを受け取ると自分の連絡先を黙もく々もくと入力した。彼女の携帯で通信機能を使う方法がわからなかったのですべて手作業で打ちこむはめになってしまい、微び妙みような沈ちん黙もくが教室を包む。早くしろと急せかされているようで焦あせり、入力しながら話題を振ふる余裕のない己おのれのふがいなさを呪のろった。


「──終わった！」


　ぼくの声を聞き、鳴唐さんが携帯を受け取る。その間にぼくは自分の携帯を取り出して彼女からの着信で連絡先を登録する用意をした。


「曲、できたら連絡するね」


　顔を上げると、鳴唐さんはいつの間にか荷物をまとめて教室の扉とびらに向かっている。ぼくと目が合うとそれであいさつがすんだと思ったらしく、さっさと帰ってしまった。


　……やっぱりぼく、女の子と縁えんがないらしい。








　一夜明けて登校すると、ホームルームが始まる前だというのに鳴唐さんは五ご線せん譜ふノートを机に広げて盛大に寝ねていた。いつぞやの練習のときと同じで気づかないうちに徹てつ夜やしてしまったのかもしれない。今回は登校しているだけましであったが、ぼくが頼たのんだことが原因だと思うと複雑な気持になる。


「鳴唐さんもがんばるね。あんまり他人に興味がないタイプかと思ってたけど」


　律は感心したようにつぶやいていた。彼女の普ふ段だんの行動からすればそう思うのも無理はない。


「吹音ちゃんっていい子じゃない。こういう学校に来るくらいだし、色々と事情ってもんがあるのよ。野や暮ぼな男の考えでものを言わないでちょうだい」


　自分もずいぶん事情を抱かかえていそうな蘭が鼻を鳴らして言った。


　律がなにか言い返そうとすると、教室に亜希先生が入ってくる。勢いをそがれた律は「曲の完成を楽しみにしてるだけさ」と言い、話を終わらせた。


　ぼくは寝ている鳴唐さんに目をやる。彼女が作る曲、確かに楽しみであった。


　昼休みになるとやっと鳴唐さんが起きる。まだ寝ぼけているようで、学食へと向かうクラスメートを尻しり目めに机から動かない。


　ぼくは律と一いつ緒しよに学食へ行ったが、食券機の前に並んでいる間も鳴唐さんが来る様子はなかった。律が食券を買い、ぼくの番が回ってくる。鳴唐さんはまだ、来ない。このまま昼休みを寝ぼけたまま終わらせるつもりだろうか。


　ぼくは思わず列を抜ぬけ出ていた。


「律、すまん！　この埋うめ合せは必ずする！」


　律の返事を聞かないまま走り出し、寮りようの売店へと向かう。ふたり分のパンとジュースを購こう入にゆうすると急いで教室に戻もどった。


　鳴唐さんは昼の暖かな光に包まれ、半眼のまま座っている。


「……鳴唐さん？」


　小さく声をかけると、彼女はゆっくりぼくの方を向いた。起きているのかいないのか、こちらへ顔を向け終えると止まってしまう。


「パン、よかったら食べない？」


　首を淡あわく縦に振ったような気がした。食べるということだろうか。クラスメートはみんな学食か寮の自室へ行ってしまっているため、教室には誰だれもいなかった。ぼくは鳴唐さんの前の席を借り、彼女の机にパンを並べた。


「……チョココロネ」


　うわごとのように言ったパンは、確かにぼくが買ったものの中に入っていた。彼女は重い荷物でも持っているかのように腕うでをゆっくりあげるとなんとか机に置き、チョココロネへ向かって這はうように手を伸のばしてくる。その様子をじっと眺めていると、彼女の手はやがて力ちから尽つきたように止まってしまった。
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「……ちぎってあげようか？」


　彼女はしばらく無反応だったが、やがてその小さな口を重々しく開けた。


　ぼくはチョココロネを細かくちぎって口まで運ぶ。すると彼女はもぐもぐ食べ始めた。ぼくは何度もパンをちぎっては運ぶことを繰くり返す。


　やがてチョココロネもなくなろうとしたとき、ちょっとだけ失敗してパンを大きめにちぎってしまった。だが鳴唐さんもいい加減に起き始めている頃ころだろうと思いパンをそのまま口に入れる。すると、彼女の喉のどがヒューヒューと鳴り始めてしまった。


　──まさか、つまった!?


　慌あわててジュースを彼女の口へと流しこんだ。しかし彼女はぼうっとしてうまく飲みきれず、机の上にどんどんこぼしてしまう。ぼくは彼女の口を手でふさぎ、なんとかジュースごとパンを飲みこませた。


「……お空の上が見えたの」


　本気で受け取ると恐おそろしい言葉なので、あえて冗じよう談だんと受け取り笑った。だがそれは乾かわいたものになり、教室を静かにする。


「もう……いい加減に起きたよね？」


「おかげさまで起きたの」


　鳴唐さんは机に広がるジュースの池も気にせず残りのチョココロネに手を伸ばす。ぼくは慌ててポケットティッシュを取り出したが、こぼしたジュースの量が多すぎて拭ふききれない。教室の用具入れにある雑ぞう巾きんを使おうかとも思ったが、食事をしている人の前で使えるわけがない。トイレまで走り、トイレットペーパーを大量に取ってきて拭いた。


　よく考えたらトイレットペーパーが清潔かどうかという疑問は残るものの、黙って新しいパンを食べ始めている鳴唐さんを見てよしとする。


「あーっ！　僕をおいてなにをしてるのかと思ったら──」


　教室の入口で律が震ふるえていた。ま……まずいところを見られてしまった。


「違ちがうんだ。落ち着いて聞いてくれ。ほら、ぼくと鳴唐さんで曲を作らなきゃいけないだろ。一組も二組もとっくに練習を始めてるわけだし、ここはひとつ鳴唐さんときちんと話し合っていいものを作っていこうとしてたわけだよ。だから──」


「だ・か・ら？」


　律は震えたまま静かに聞いてくる。これは下手な言訳が通じる状態じゃない。


「すまんっ！　本っ当にすまん！　埋め合せは必ずするからさ」


「それは今日の放課後か？　明日の放課後か？　それとも明後日あさつての放課後か？」


「い、いやぁ、ちょっと考えさせてくれよ。まだ曲作りを始めたばかりだし……」


「じゃあ今日の放課後だな。メロディーができるまで丈途は暇ひまだろ」


「暇は暇なんだけど鳴唐さんになにかあったときフォローしないと……」


「カラオケはこの間行ったからなぁ、ディナーでもおごってもらおうか」


「そんなに焦あせらなくても……」


「おいしそうなパンを食べてるな。学食でいきなり人に裏切られて食う料理より、何倍もおいしそうだ」


「……貴方あなたのご希望通りに致いたします」


　律は頷くとぼくたちのそばに座った。


「丈途のパンはどれだ」


　今までぼくらのやりとりに無関心だった鳴唐さんが、パンを食べながら全部を指さす。今食べている分でお腹なかがいっぱいということだろうか。


「丈途、お前は一体何カロリー摂とるつもりなんだ!?」


「鳴唐さんがどれくらい食べるのかわからなかったんだよ」


「なに！　まさかおごったのか!?」


「自分の分を買うついでにちょっと購入したってくらいさ」


「そういうの、おごったって言わないのか！」


「言われてみればそう言えなくもないかもしれないかもね」


「鳴唐さんのために買ったのか！」


「ぼくも結構お腹がすいてたから適当に買っただけだよ」


「じゃあ残りは全部僕が食べていいってことだな？」


「いや、だからぼくも結構お腹すいてるし、まだ一個も食べてないし……」


「は？　よく聞こえないんだが？　学食で辛つらい思いをしたせいかなぁ」


「……お好きなようにお召めし上がりください」


　律はぼくのジュースを勝手に取ると片っ端ぱしからパンを食べ始める。お前こそ何カロリー摂るつもりだと言いたかったが、彼をこれ以上怒おこらせるのは危険なのでぼくは黙って空腹と喉の渇かわきに耐たえ続けた。


　そんな地じ獄ごくの昼休みが終わると、鳴唐さんは午後からきちんと起きていた。だからといって授業を真面目まじめに受けるわけではなく、五ご線せん譜ふノートと睨にらめっこをしながらずっと唸うなっていた。


　しばらくすると今度はぼくの右みぎ隣どなりから唸り声が聞こえてくる。見ると、律が机に突つっ伏ぷしたままお腹を押さえていた。


「どうしたんだよ？」


「丈途が嫌いやがらせのようにたくさん買ってたパンが効いてきた」


「多めに買ってあったからね」


「僕は食堂で普ふ通つうにご飯を食べた後だったんだぞ」


「それならぼくに食わせて欲しかったよ。まだお腹がすいたままで辛いんだけど」


「保健室……連れて行ってくれ」


「律ってたまに馬ば鹿かなことするよな」


「……馬鹿はお前だ」


　律はその後もよくわからない怨うらみ言をつぶやいていたが、ほとんどうめき声に混じって聞き取れなかった。仕方がないので先生に事情を説明して授業を抜け、保健室まで連れて行く。


　彼はベッドに寝かしつけられながらもずっとこちらに怨みのこもった視線を送っていた。


「丈途……今日の放課後、必ずおごれよ」


　今まさに食べすぎで保健室のベッドに寝ているくせによく言う。


「無理するなって。そのうちおごるからさ」


「今日だ。それともまた僕との約束を破るのか」


「変にこだわるなよ。放課後お見み舞まいに来るから、そのときまた考えよう」


「見舞か。なら定番はケーキ──」


　律が喋しやべり終える前にぼくはさっさと保健室を出た。なにやら中からわめき声がするが、気にしないでおこう。


　教室に戻っても鳴唐さんは五線譜ノートと睨めっこを続けていたが、その手は完全に止まっていた。どうやら行きづまってしまったらしい。初めての作曲を短い期間で仕上げようとすれば当然のなりゆきかもしれない。


　一日の授業がすべて終わっても鳴唐さんは席から離はなれようとしなかった。それでも彼女のペンは一向に動く気配がない。


「あのさ、根をつめすぎてもよくないよ」


　ぼくが声をかけても鳴唐さんは唸り続けていたが、やがてこちらに気づくと顔を上げた。


「まだ全然できてないよ？」


「一度さ、五線譜から目を離した方がいいんじゃないかな。時間は明日まであるんだしさ」


　彼女は不思議そうにぼくを眺ながめ、五線譜ノートを持って手を伸ばす。


「って物理的な話じゃなくて、気晴らししたらどうかってこと！」


「クラリネットの練習？」


「それは気晴らしじゃない！」


「じゃあ寝る」


「それも悪くないけど、いい意味で頭に刺し激げきを与あたえるというか癒いやしを与えるというか……」


　そこまで言って、ぼくは律や蘭と麓ふもと街まちへ遊びに行ったときのことを思い出す。三回戦はあそこで妙みよう案あんが浮うかんだから勝てたようなものだ。あの桜を見れば、鳴唐さんも喜ぶかもしれない。


「街へ行こう！」


「なにしに？」


「遊びに行くに決まってるだろ！」


「遊ぶ？」


　鳴唐さんは首をかしげていたが、ぼくは無む理り矢や理り引っ張って一緒に教室を出る。そのまま女子寮りようの前まで行き「迎むかえに来るから用意してここで待ってて」と言いおいて男子寮に向かった。


　自分の部屋まで走り、ジーパンとパーカーに着き替がえる。今度は財さい布ふも忘れないように持った。もうひとつなにか大切なことを忘れているような気もしたが、これ以上持っていく物も思い浮かばない。気にするのをやめて女子寮の前まで戻る。


　鳴唐さんは先ほど別れたときと変わらぬ姿で立ち尽つくしていた。どう見ても教室から連れてきたまま動いていない。


「……あの、街へ行く用意をして欲しいんだけど」


「大だい丈じよう夫ぶ」


「学校にいたときと同じだよ」


「うん」


　……深く考えるのはやめよう。彼女がいいと言ってるのだからいいではないか。


　学園前のバス停に行くと十分ほどでバスが来た。何十分も待たされなくてよかったと思いつつ乗ると、忘れかけていたなにかが頭をもたげてくる。


　バス……移動……街……ご飯？


「あっ、律との約束！」


　言った瞬しゆん間かんにバスは発車してしまい、どうにもならなくなった。また律に怒おこられてしまうと思ったが、よく考えてみればどうせ彼は保健室だし街で晩ご飯を食べられるわけがない。見舞に行けなかったのは悪いが、昼休みのおわびは今度でいいだろう。


　ぼくはそう自分を納なつ得とくさせ、隣となりに座る鳴唐さんを見た。座席はぼくが窓側で彼女は通路側だ。なぜ窓側をゆずらなかったのかと言えばまさか彼女が隣に座るとは思ってもいなかったわけで、いや、ふたりで行動しているのだから隣に座ること自体は当り前なのだがまさか自分の隣に女の子が座るとは想像もつかなかったわけで──。


「夕ゆう陽ひ、きれいね」


　彼女がこちらを見て言う。正確にはぼくの向こうにある窓を見てつぶやいている。


　車内には仄ほのかに茜あかね色いろが差しこんでおり、今が夕方であることを教えていた。


「学園から見るのとはまた一味違うよね」


「……こっち向いて言う台詞せりふ？」


　鳴唐さんに言われ、慌てて窓の方を見る。


「いやぁきれいだ。前に街へおりたときもこんな感じだったなぁ」


「吹音は引っ越こすとき一回通っただけ。街になにがあったかも覚えてないの」


「覚えるほど店なんてなかったよ。律や蘭とカラオケに行ったけど、小さい店だったしさ」


「友達多いのね」


「まだ入学して日が浅いし、そんなにいないよ」


「吹音はカラオケなんて行ったことないなぁ」


　視線を窓から隣に移すと、鳴唐さんはなにかを思い出すようにして景色を眺めていた。あまり人と一緒に過ごすタイプに見えない彼女のことだ。誰だれかと遊びに出る機会も少ないのだろう。


「カラオケ、行く？」


「別の所がいい。吹音、歌ってよく知らないの」


　彼女は恥はじるようにうつむいてしまった。その瞬間、甘い香かおりが漂ただよってくる。鳴唐さんの匂においだ。一度気になると常にその香りを意識してしまい、頭から離れない。それに、バスが揺ゆれるたび互たがいの腕が触ふれ合ってしまう。これが……これが女の子の隣に座るということなのかっ！


　その後ぼくは変に力んでしまい、バスが街に着く頃には体中が凝こっていた。


　バスを降りるとき運賃を支し払はらっていると、後ろから裾すそを引っ張られる。


「お金……」


　生徒手帳を出して泣きそうな顔でこちらを見つめる鳴唐さんがいた。


　……やっぱりなんの用意もしてなかったのか。心の中で苦く笑しようしながら「慌あわてて学園を出るとだいたい間ま違ちがうんだ」などと自分のことを棚たなに上げつつ彼女の料金も支払う。


　駅前にはピンクの花びらがかなり落ちていた。すべて散ってしまったということはないだろうが、これだけ花びらが落ちていると不安になる。知らず急ぎ足になり駅舎を横切ると──視界を埋うめるようにして桜は咲さき続けていた。


「あっ……」


　鳴唐さんはぼくの後ろで立ち止まったまま、呆ぼう然ぜんと桜並木を眺めている。夕陽を見ていたときとは比べものにならないほど輝かがやいた瞳ひとみ。どうやらこの景色を気に入ってくれたようだ。


　ぼくは川辺を指し「あっちに座ろう」と言って鳴唐さんを案内する。


　木の近くまで行くと、さすがにピンクの花の合間から緑の葉も多くのぞいていた。それでもまだこれだけ咲いているのだから上出来である。


　川辺に腰こしをおろし、並んで桜を見つめる。


「麓ふもとにおりただけだけど、悪くないだろ」


「うん。桜があるなんて気づかなかった」


「実はぼくもこの前気づいたんだ。学園からじゃ死角になってるみたいでさ」


「桜かぁ……しばらく見てなかったなぁ」


　鳴唐さんはくせっ毛を風に揺らせながら桜が舞まい散る様子をじっと眺めていた。楽器を弾ひいているときとは違う意味で話しかけづらい雰ふん囲い気きがある。季節の移り変りをしっかりと目に焼きつけようとする懸けん命めいさを感じた。ぼくは口をつぐみ、今はただ同じように桜の作る温かな光景に身をゆだねようと思った。


　どれくらい桜の花に包まれた後だろう。鳴唐さんがふとこちらを向く。


「大会、ウィーン旅行のためにがんばってくれてるんだよね」


「ちっ、違うって。ぼくも海外旅行がしたかったし──」


「ありがとう。吹音もがんばるから」


　鳴唐さんはこちらをじっと見つめている。その真っ直すぐな瞳はぼくのつまらない噓うそをすっかり見み抜ぬいているようだ。なんと答えたらいいのかわからず、ぼくはあたふたしたあげく「うん」とつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「──あのさ、これから街で遊ばない？」


「この桜で充じゆう分ぶんなの。今日はもう帰らないと」


　あっさり断られたので一いつ瞬しゆんへこんだが、彼女の表情はどこかすっきりとしたものだった。どうやらこの気晴らしを嫌がって帰ろうとしているわけではなさそうだ。


「作曲、やっぱり気になる？」


「それもそうなんだけど、今日はまだクラリネットの練習をしてないから」


「たまには羽を伸のばしたっていいんじゃないかな。いっつも弾いてるイメージがあるけど」


「楽器ってね、一日も練習を休めないの」


「えっ!?　一日も!?」


「スポーツでもそうだけど、一日さぼると取り戻もどすのに三日かかるってよく言われるの」


「だって一日も休めなかったら、楽器を弾く以外にほとんどなんにもできないじゃないか!?」


「演奏するための微び妙みような感覚とか繊せん細さいな筋肉とかがわずかだけど衰おとろえちゃうっていうのもあるけど、凄すごく才能のある人たちが同じように一日も休まず練習してるのに、吹音だけ休んでいい音が出せるわけないもの」


　──衝しよう撃げきだった。コンクールで何度も優勝している鳴唐さんですらこんなにも努力しているのに、ぼくなんて締しめ切きり間ま際ぎわになると原げん稿こうを仕上げる方法より逃にげる方法を必死で探さぐってしまう大おお馬ば鹿か野や郎ろうだった。考えてみれば彼女が目指す音はオーケストラで首席奏者を務めたほどの人と交わるところにあるのだ。遊んでいる暇などなくて当然だった。得意気に街を案内しようとしていた自分が恥ずかしくなる。


「……ごめん。忙いそがしいのに時間をとらせちゃったね」


　本当の天才は努力なんてしないと思っていた。学園の先せん輩ぱいたちも才能や閃ひらめきばかり重視して、必死な姿など縁えん遠どおいように思っていた。だが、違うのだ。


『一パーセントの天才的閃きがなければ、九十九パーセントの努力は徒労に終わる』


　校長が入学式で言った台詞。今、理由がわかった。才能ある者たちがすべてを賭かけてしのぎを削けずる世界では、努力などして当然のことだったのだ。むしろ努力が窮きわまっているからこそ一パーセントの閃きが重要になってくる。それは発明のアイデアかもしれないし、なにかの技術であったり練習法なのかもしれない。ただ、誰よりも優すぐれた方法で戦わなければ努力は無む駄だと言いきれるほど、天才たちは厳しい世界で生きているのだ。


「あの……作曲もさ、忙しいなら……」


「なんで謝ったの？」


　慰なぐさめではなく、鳴唐さんは本当に不思議そうにこちらを見ていた。


「楽しかったよ、桜」


「ぼくのせいで練習の時間が凄すごく減ったろ。音楽家がそんなに忙しいなんて知らなかったから、こんな所まで連れてきちゃったしさ」


「おかげでいい気分転てん換かんになったよ。練習があるから丸一日は遊べないけど、吹音、ちょっとくらいは楽しいこともしたかったから」


「そう言ってくれると嬉うれしいよ」


「いい気晴らしがあったらまた教えてね」


「うんっ！」


　ぼくらは駅に行きバスの時間を確かく認にんする。次の便まで二十分ほどあったのでもうしばらく桜を眺めようと川辺に戻ると、記念写真を撮とろうと思いついた。携けい帯たい電話についているデジタルカメラを起動し、近くを通ったおばさんに声をかけて撮さつ影えいをお願いする。


「吹音、寝ねぐせ直すの忘れちゃった！」


「いっつもその髪かみ型がたじゃないか」


「……ひどい」


「元々くせっ毛だし、いいアクセントになってると思うよ。多分」


「多分って、微妙ってことなんでしょ!?」


　鳴唐さんは泣きそうになりながら頭に手をやって寝ぐせを直そうと必死だ。手て櫛ぐしでは直らないと思うがそれを言うのは酷こくだろう。ぼくは慌てる鳴唐さんを横目に見つつ、外見に気を遣つかうこともあるんだなと苦く笑しようしていた。


「ねぇ……吹音、写真は今度にしたい」


「今度来たときはもう桜が散っちゃってるよ」


「そんなぁ」


　結局、そのままの髪で写真を撮ってもらうことになった。ぎこちなく並んで立ち、ふたりの間に微妙な隙すき間まができる。ぼくはとりあえずのピースサインなどして記念写真っぽく演出してしまった。撮れた画像を後で確認してみると、ぎこちなさがしっかりとピースサインにも表れており逆に不自然だった。鳴唐さんは寝ぐせがよほど嫌だったのか半泣きのまま写っている。そんなふたりが並んで写る画像は、他人が見るとどんなタイミングで撮った写真なのか全然わからない仕上りだ。なんだか変な一枚になってしまった。


　帰りのバスに乗ると、鳴唐さんは疲つかれが出たのかすぐに眠ねむってしまう。赤毛が夕ゆう陽ひの残光にまぎれて温かな色をしていた。彼女はきっと、こんな春の陽のように素そ朴ぼくで沁しみる曲を作るに違いない。








「丈途、お前って奴やつは……」


　朝一番、登校するなり律が拳こぶしを握にぎりしめて震ふるえていた。


　──まずい。昨日は律のお見み舞まいを忘れていたのだ。ついでに言えばお見舞を忘れていたこと自体完全に忘れていた。鳴唐さんと麓街で遊んでいたことがばれたら……やばい。


「見舞に行きたかったんだけどさ、律の症しよう状じようが重いから面会謝絶って──」


「亜希先生は見舞に来てたぞ。面会謝絶でどうやって僕に会ったんだ」


「いきなり原稿の締切りが早まっちゃって部屋に缶かん詰づめ──」


「僕は保健室を出た後、即そつ行こうでお前の部屋に向かったよ。いなかったけどね」


　……味方にすると頼たのもしい奴だが、敵に回すと恐おそろしい奴。逃げ道をことごとくふさいでくれる。


　律は拳を震わせたままこちらに近づき、息遣いが聞こえるほど間近で話を続けた。


「で、お前は昨日なにをやっていたんだ？」


「いやぁ……なにってわけでもないけど色々とさぁ」


「僕がお前のせいで辛つらい思いをしているとき、一体なにをやっていたのかと聞いてるんだが」


「外の空気を吸って創作意欲をかきたててたっていうか……」


「つまり見舞にこられたはずなのにこなかったわけだな」


「違ちがう！　違うんだよ！　実はさ……律がぼくのせいで体を壊こわしたって考えると見るにたえなくて……。ごめん。ぼくの心が弱いせいだね」


「丈途、お前……」


　律の震えはいつの間にかおさまっていた。ぼくの言葉に心を打たれたのか瞳を潤うるませてさえいる。


　──すまん。だが噓も優やさしければ人のために──。


「あ、おはよ」


　そう言って、鳴唐さんは眠そうな目をこすりながらぼくの脇わきを通り過ぎていった。なんの変へん哲てつもない普ふ通つうのあいさつである。しかし、問題なのはあの鳴唐さんがあいさつをしていったということだ。


「ほう……。知らない間にずいぶん鳴唐さんと仲がよくなったんだな。どうしてだ？」


「な、なんでだろうね。オリエンテーションの決戦が近いせいかなぁ。色々と打合せとかあるし、リーダーって大変なんだよね」


「丈途は役職を得ただけで人が変わるような奴だったのか」


「律が率そつ先せんして推おしたんだろ。ぼくはそれをがんばってるだけじゃないか」


「丈途……僕はそんな言葉が聞きたいんじゃない。僕と大会のどっちが大切か──」


　勢いよく教室の扉とびらを開け、亜希先生が入ってきた。


「ホームルーム始めるわよ。席につきなさい」


　みんなが自分の席に座る中、ぼくと律だけがその場に立ち尽くしている。


「ほら、ふたりともさっさと席につきなさい」


　担任として当然の台詞せりふだったが、律は積年の怨うらみでもぶつけるかのように先生へ目をやる。


「り、律くん。目が据すわってるわよ……？」


「いえ、べつに」


　どう考えても「べつに」ではなかったが、律が黙だまって着席したのでぼくもその隙に席に座る。


　──危なかった。あのまま追つい及きゆうされていたら昨日のことがばれかねなかった。


　それからぼくは休み時間がくるたびに律のご機き嫌げんをとるのに苦労したが、大会が終わったら学園の外でご飯をおごることを約束してどうにか許してもらう。


　鳴唐さんは授業中ずっと五ご線せん譜ふノートと向き合い、ペンを止めることはなかった。昼休みは音楽棟とうにこもりっきりで、午後の授業になると冒ぼう頭とうだけ少し寝たがすぐに起きてまた五線譜ノートと向き合っていた。


　そして放課後。鳴唐さんが沈しずんだ様子でこちらに歩いてきた。凄すごい勢いで曲を作っていたが、それでもできなかったのだろうか。内心かなり焦あせってしまう。


「そんなに思いつめなくたっていいから。駄だ目めで元々だし、やれる範はん囲いで作ってもらえれば充じゆう分ぶんだよ」


「うん……そうなんだけど、その、ごめんなさい」


　彼女が力なく謝る姿を見て、頭が真っ白になってしまった。今から大会の出し物を変へん更こうするのは無理だ。他ほかに案もない。こうなったらいっそただの合唱ですませてしまおうかと考えたそのとき、鳴唐さんは思いきったように声を出す。


「あと一時間だけ待って欲しいの！」


「へっ？　一時間待ったらできちゃうの？」


「うん。音楽棟で譜面の音を確かく認にんしたいから……だめ？」


「待つ！　もちろん待つよ！　好きなだけ確認してきて！」


「約束よりちょっと遅おくれちゃって、ごめんね」


　それで沈んでいたのか。最悪の場合を考えてしまったのでだいぶ心臓に悪かった。小走りで教室を出ていく鳴唐さんを見送ると、ぼくは深いため息をついて自分の席に座りこんでしまう。


　小一時間ほど経たったあたりだろうか。教室の外から小さな足音が近づいてくるのが聞こえた。


「曲、できたよ！」


　鳴唐さんがぼくに五線譜ノートを渡わたす。伴ばん奏そうの楽器はピアノとなっていた。当然と言えば当然だが、ぼくはどこかでクラリネット伴奏を期待していたことに気づく。それに──。


「ごめん。ぼく楽譜読めないから、このまま渡されてもよくわからないんだ」


「楽譜読めなくてどうやって歌詞をつけるの？」


「そうだな……えっと……うん……。どうするんだっけ？」


　鳴唐さんは呆あきれたようにぼくを見つめていた。いつも眠そうにしている彼女からそんな眼まな指ざしを送られると結構痛い。


「そうだ！　実際に演奏してもらって、それを録音すればいいんだよ！」


「ピアノは誰だれが弾ひくの？」


「ピアノくらい……誰が弾けるんだろ」


「もしかしてうちのクラス、誰も弾けないのかな」


「誰か弾けるとは思うけど、鳴唐さんはどうなの」


「弾けなくはないけど……作曲するときに不自由しないので精一杯よ。それに伴奏は──」


「弾けるんならさ、とりあえずそれを録音するから」


　ぼくとしては普通に頼んだつもりだったが、鳴唐さんが明らかにむっとしたのがわかった。


「……作詞に使うだけならいいけど、吹音に変な期待しないでよ」


　普ふ段だんの彼女からは想像もつかないほど刺とげのある口調だった。


　──吹音に変な期待、しない？


　作曲の話を受けるとき、彼女が最初に確認したこと。ぼくは今まで勘かん違ちがいしていたのかもしれない。彼女がなにを嫌いやがっているのか。なぜピアノ伴奏になっていたのか。今の台詞でなんとなく想像がついた。変な期待、とは曲に対する期待ではなかったのだ。問題なのは曲ができた後、誰がそれを演奏するか……。


　ぼくはとりあえず彼女の言葉に頷うなずき、まず曲を聞いてみることにする。


　鳴唐さんが小型の携けい帯たいレコーダーを持っていたので、それに曲を録音してしばらく貸してもらうことになった。ぼくたちは音楽棟に向かい、個人練習用の個室が並ぶ三階へ行ってグランドピアノが設置されている部屋を借りる。個室入口のカードリーダーに生徒手帳をかざすと扉が開いて、入口上部にある『使用中』のプレートが光った。


　鳴唐さんは試ためすようにピアノの音階を軽く弾き、こちらを向いて頷く。いつでも録音を始められるということだろう。ぼくは鳴唐さんから借りたレコーダーを取り出すと、録音ボタンを押した。


　流れてきた音は予想通り……いや、予想以上に情感のあるものだった。鳴唐さんのクラリネットと同じく素朴で温かい雰囲気を醸かもす中で、どこか悲しげな余よ韻いんの残る旋せん律りつ。彼女の尊敬する奏者とは似て非なる音が表現され始めていた。彼女の中でなにかが芽生え始めているのだ。だがなぜだろう。今ひとつ音が綺き麗れいにまとまりすぎている気がした。曲の情感を表すのにその綺麗さはむしろ余計なものに思える。


　──楽器だ。楽器の違いだ。この曲をピアノで弾くとどうしても華はなやかさが残ってしまうのだ。ピアノは多た彩さいな音を表現できる楽器だが人の息い吹ぶきで奏かなでる楽器とは根本的に違う。そして鳴唐さんが作った曲には、その根本的な違いが必要だと思った。


「あのさ……これ、クラリネットで吹ふけない？」


　彼女が曲を弾き終わると同時に、思いきって口にしていた。


　彼女は鍵けん盤ばんの上からそっと手をおろすと、楽がく譜ふに目を向けたまま硬かたい声を出す。


「ピアノとクラリネットは音階が違うから、譜面通りに吹いても違ちがう音になっちゃうよ」


「それって簡単に直せないくらい難しい違いなの？」


「……それほどのものでもないけど」


「じゃあさ──」


「だめっ！」


　ほとんど叫さけぶような声だった。前に教室で聞いた金切り声と同じ、悲痛なほどの叫び。彼女はぼくの方を向くと、責めるように見み据すえてくる。


「吹音のこと、忘れたの？」


　忘れてなどいない。嫌がられるのは百も承知で頼んだのだ。彼女は人にうまく合わせられない。作曲を完全に鳴唐さん任せにしたのもそういう理由からだ。彼女が人と違う感性で生き、違うものの考え方をしていることは充じゆう分ぶんわかっていた。しかし音楽という素す晴ばらしい表現方法を持っていながらなぜ自分の殻からに閉じこもるのだろうか。たとえ人と相あい容いれない部分があったとしても、彼女が真に天才だというならその才能でコミュニケーションがとれるはずだ。ぼくは悔くやしかった。こんなにも音楽に一いち途ずで才能溢あふれる彼女が、たった一歩を踏ふみ出せないせいでその可能性を狭せばめている。たった一歩さえ踏み出せれば、彼女なら自分の夢をつかむことができるはずなのだ。


「鳴唐さんはどうして一日も休まず練習を続けてるんだよ！　鳴唐さんの言ういい音ってなんのためにあるんだよ！」


「なんでそんなことあなたに答えなきゃいけないの！」


「ちょっと人間関係が苦手だからって逃にげて、みんなのために吹けない音になんの意味があるっていうんだ！」


　彼女はなにか言い返そうと瞬しゆん間かん的に口を開けたが、そのまま言葉を失ってしまった。それからの数瞬でなにを思ったのだろう。唇くちびるを嚙かみしめて溢れそうになる涙なみだを必死に抑おさえると、ぼくを射い貫ぬくような眼まな指ざしでとらえる。多分、本気で睨にらんでいた。


「そのみんなが吹音に押しつけるからでしょ！」


　彼女はそう言って部屋を飛び出してしまった。


　いつも大切に持ち歩いていたクラリネットすら、部屋の隅すみに置いたままで。








　こんなに悩なやむくらいなら早朝から登校しておけばよかった。会ったらなんと言って渡せばいいのだろうか。昨日ぼくが鳴唐さんにぶつけた言葉は心からの台詞せりふだ。適当に謝ってうやむやにはしたくない。だが昨日の話の続きをすればまた彼女に拒きよ絶ぜつされるに決まっている。そもそも今日、まともに話してくれるかどうかも怪あやしいのだ。


　ぼくは教室の近くまで来ると、クラリネットの入ったケースを持ち上げてじっと見つめた。


　ここまできたらもう覚かく悟ごを決めるしかない。なるようにしかならないのだ。


「よしっ！」


　気合を入れて教室の扉を開いた。だが肝かん心じんの鳴唐さんが見あたらず、拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。ぼくは彼女の机にクラリネットを置くと、どこか気の抜ぬけたまま自分の席に座った。


　亜希先生が来ると出欠の点呼が始まる。しかし鳴唐さんはまだ登校してこない。読みあげられる名前が彼女の番になったとき「吹音さんは体調不良でお休みです」と先生が告げた。


　体調不良……。もし本当にそうだったとしてもぼくに原因があることは明らかだ。そしてもし体調不良が噓うそだったとしたら、思っていた以上に鳴唐さんを傷つけてしまったことになる。


　ぼくはそれからの授業中、持主を待つクラリネットをずっと眺ながめ続けていた。


　放課後になると大会に向けてのミーティングが始まる。ぼくはそのときになってようやく作詞をしていなかったことに気づいた。今の今まで昨日の喧けん嘩かで頭がいっぱいだった。


「みんな……本っ当にごめん。言訳のしようもない」


　教きよう壇だんに立ち、頭を下げた。自分で創作の合唱を発案しておきながら最悪だ。


「これじゃ間に合わないぜ。どうする」


「丈途くんの案に賭かけてたし、代案なんてないわよ」


「物作りする奴やつって締しめ切きり守らないこと多いもんな」


　返す言葉もなかった。今日が金曜で勝負は月曜。予定通りに進んだとしてもきわどいスケジュールだった。


「まったく……僕との約束を破った結果がこれか」


　仕方なさそうに言った律が、立ち上がってぼくのそばに来る。


「曲はできてるんだろ？」


「ピアノ伴奏だけど、一応」


「弾き手は？」


「まだだけど……」


　律はみんなの方を向くと「この中でピアノが弾ける人は？」と聞く。


　手をあげる者はいなかった。鳴唐さんの曲すら無む駄だになるのかと思った瞬間、面めん倒どうそうに指先だけあげた人物がいる。


「……蘭？」


　律は苦笑いしたままつぶやく。誰だれかひとりくらいできるだろうとは思っていたが、まさか蘭が弾けるとは意外だった。それは律も同じらしく、苦笑いを顔に張りつけたまま話を続ける。


「パソコンの打込みじゃ駄目だぞ」


「ちゃんと弾けるわよ、馬ば鹿か。っていうか打込みでも問題ないでしょ。普通の合唱じゃないんだから」


「音はやっぱり生にかぎるだろ。それにしても驚おどろいたよ。女の子らしいこともできるんだな」


「悪い？　嫌なら面めん倒どう臭くさいから弾きたくないんだけど」


「い、いや、助かるよ。なぁ丈途」


　ぼくは慌あわてて頷く。考えてみれば蘭の指さばきならピアノが弾けても不思議ではなかった。


「でもあたしが伴奏をやっても、歌詞ができてなきゃどうしようもないじゃない」


「そこはそれ、ラララで音程とリズムだけでも練習しておけば本番も楽じゃないか」


　そうか。自分の失敗に気を取られてそこまで頭が回らなかった。


「やっぱり丈途は僕がいないと駄目だな」


　そう言ってぼくの肩かたを叩たたく律は、やけに嬉うれしそうだった。


「……ありがとう」


「次からは僕のことをもっと大切にしなきゃな」


「……胸に刻むよ」


　律は顔を緩ゆるませたままさっそくみんなに指示を出す。クラスメートたちは音楽棟に移動して合唱の練習をし、ぼくは一刻も早く歌詞を完成させるべく別行動を言い渡された。


　みんなが音楽棟に行ってしまうと、誰もいなくなった教室でひとり立ち尽つくす。鳴唐さんの机にはクラリネットが朝と変わらぬ姿で置かれたままだった。あんなに練習を休みたがらなかった彼女からぼくは昨日一日を奪うばってしまった。それはつまるところ三日分の遅れになってしまうらしい。今日も練習しなければ六日分の遅れということだろうか。


　──なにやってるんだよ、鳴唐さん。ぼくとの喧嘩なんてどうでもいいじゃないか。そんなこと脇に置いて、とにかく弾かなきゃいけないはずだろ！


　ぼくはほとんど反射的にクラリネットを取ると教室を駆かけ出ていた。


　女子寮りようの前まで来ると、窓辺を見上げて立ち止まる。この窓のどこかが鳴唐さんの部屋なのだ。そう考えるといてもたってもいられず声を張り上げた。


「鳴唐さん！　これ以上練習をさぼっていいのか！　クラリネットを持ってきたから──」


「きみっ！　なにをしてるんだ！」


　女子寮の守衛さんがこちらに走ってくる。


「たとえ学園の共用スペースであろうと、女子寮の間近で不ふ審しんな行動をとれば先生方に報告することになってるんだからね！」


「変なことをしてたわけじゃありません。寮にいる子に用事があったんです」


「全寮制だからと勘違いする生徒さんもたまにいるが、基本的に女子寮は別の敷しき地ちだと考えた方がいい。会いたければ寮以外の場所で会うことだよ」


「会えなくてもいいんです。一年三組の鳴唐吹音さんがクラリネットを忘れていたので、守衛さんからでも渡してもらえれば──」


「荷物の引ひき渡わたしには責任がともなう。業務上、それは受け取れないんだ」


　とりつく島もなかった。のぞき事件があったせいで過か敏びんになっているのかもしれない。守衛さんはぼくに「早く帰るんだよ。わかったね！」と念を押すように言って女子寮の方へ戻もどったが、この場に長居すればまたすぐにでも注意しに来そうである。


　元々思いつきでここまで駆けてきたのだ。一度よく考えてから出直そうと男子寮へ向かう。


　部屋に戻るとベッドに転がったまま何時間も過ごしてしまった。外はいつの間にか暗くなっている。


　机の上に置いたクラリネットに目をやった。やはり一刻も早く鳴唐さんに返した方がいいだろう。明日は土曜で学校は休みだ。このままだと月曜まで渡すチャンスがない。そもそも月曜になっても鳴唐さんが登校しない可能性だってある。クラスの女子にクラリネットを渡すよう頼たのめればよかったが、ぼくは誰の電話番号も知らない。休日前の登校日を逃のがしたのは痛かった。今から女子寮の近くに行ってクラスの誰かに会えるだろうか。確率は低そうだが、もし会えればクラリネットを渡してもらえるかもしれない。


　ぼくは意を決して部屋を出た。女子寮のそばまで来ると守衛さんから見えないギリギリの所まで建物に近づき、クラスメートが通るのを待つ。


　山の冷たい夜風にさらされ、どれくらいの時間が経たっただろう。女子寮の窓明りはだいぶ消えつつあった。いい加減クラスメートを待つのはあきらめようと思い、建物に背を向ける。


「結局、本当にのぞきをしているな」


　横合いの闇やみから女の声が聞こえた。驚いて振ふり向くと、背の高いシルエットだけがなんとか確かく認にんできる。女がなにか持っていることにも気づいた。あれは……カメラだ。


　女がこちらに近づくにつれ、その姿もはっきりと見えてきた。現れたのは、夜中だというのにジーパンとシャツを着て外出する気満々の来夏であった。


　彼女は女子寮の向かいにある木を指すと声をひそめる。


「あの辺りの枝にまたがって望遠レンズでも使えば大たい抵ていの部屋はよく見え──」


「やるわけないだろ！」


「……なんだ。そうか」


　彼女はつまらなそうにぼくの全身を見回すと「で、なにをしてるんだ」とため息をつく。


　そもそも来夏こそこんな夜中にカメラを持ってなにをしてるんだと聞きたかったが、せっかく会えたクラスメートを逃す手はない。


「鳴唐さんに渡したいものがあるんだけど、女子寮って男は近づけないだろ。誰だれかクラスの女の子に頼みたかったんだ」


「私は鳴唐と親しくなどない。部屋も知らないし、寮の受付で確認するのも面倒だ。そんなことはいいから先に歌詞を作ってくれ。いい加減ラララの連呼は飽あきたぞ」


「それは今がんばってるからさ、頼まれてくれないかな。部屋の前で声をかけて置くだけでもいいから」


「……なにか特別な事情でもあるのか？　それならそうと、きちんと理由を説明するなら考えてもいいぞ。お前には借りがあるからな」


　よく考えたら来夏はぼくにのぞきの濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしていた。借りは相当でかいはずである。ここまで偉えらそうに言われる筋合はなかったが、事情を説明しないと協力してくれそうになかったのでかいつまんで話した。


「……お前、あの鳴唐によくそんなこと言えたな」


「嫌がるだろうとは思ってたけど、ちょっと言いすぎちゃったんだ」


「そういう問題でもないと思うぞ。鳴唐は──」


「そこでなにをしてる！」


　大人の男の怒ど声せい。女子寮の方から守衛さんが駆けてくるのが見えた。夜中にこんな所で発見されたら今度こそ本当にのぞき魔ま扱あつかいされてしまう。いや……むしろあいびきか？


　しかし逃げるには微び妙みような距きよ離りだった。下手に逃げて捕つかまるくらいならはじめから堂々と事情を説明した方がいいかもしれない。どちらにすべきか判断に迷ってしまった。その瞬間、来夏がぼくからクラリネットを奪い取る。


「このまま逃げるのと私の男になるの、どっちがいい？」


「はぁ!?　なんで来夏の彼氏になるんだよ！」


「馬鹿！　もう時間がないぞ！　なら痴話喧嘩ということでけりをつけよう」


「ど、どういうこと──」


「食いしばれ！」


　彼女は無造作にぼくを蹴け飛とばし、近くの茂しげみに頭から突つっこませた。


「守衛、すまんな。ただの痴ち話わ喧げん嘩かだ。馬鹿男はもう消えたから警備に戻っていいぞ」


　ありがたいが、もう少し方法を考えてくれ。ぼくはうめき声を我が慢まんし、地面に思いきり打ちつけた頭をさすっていた。












　音楽室から女の歌声が流れていた。明日の発表会に備えてみんな練習を引き上げたはずだが、どうしたのだろう。


　扉を開けると、クラスメートの女がひとり立っていた。


「……ばれちゃったね。もう帰ったと思ってたのに」


「俺以外はみんな帰ってるよ」


「もう少しだけ練習させて。声をからさないよう抑えるから」


「落ち着かないのはわかるけど、休むときはきちんと休まないと」


　彼女は力なく首を横に振ると、曖昧に微笑んでこちらを見つめる。


「あなたが素敵な曲を作ってくれたのに、わたし、うまく歌えなくて悔しいの」


「初めて作ったんだぜ。絶対にひどいできだって」


「そんなことない！　旋律も綺麗だけど、あの歌詞が素敵だなぁって思って……。あなたがあんなこと考えてたなんてちょっとびっくりしたっていうか、その……なにを想って作ったのかなぁって気になっちゃって……」


「まさか、それで一所懸命に練習してくれてたのか？」


　彼女は俺の言葉に頰を薄く染めると、そのまま黙りこんでしまった。自分の感性と情熱を注ぎこんで作った曲を誉められるのは素直に嬉しい。だが、心の内を相手にさらすかどうかは別問題だ。


「詩うたにするほど想い入れのあることってさ、大切な人にしか言わないことにしてるんだ」


「そういう人、いるんだ」


「まだいないさ。でも、できたときのために言わないことにしてる」


「……わたしじゃ駄目かな？」


　遠慮がちな上目遣いでこちらを見つめる彼女に、冗談で言っている雰囲気はなかった。本気だというならこちらも本気で応えなければならない。正直、今まで恋愛に興味などなかった。いきなりのことに戸惑いすら覚えている。だがあの詩うたになにかを感じてひとり練習を続けていたこの子なら──。


「詩うたと作者は別ものかもしれないぜ」


「そんなことどうだっていいの。わたし、あなたのことも曲のことも頭から離れないの！」


　ふわり、と彼女が胸に飛びこんできた。思わず抱きとめ、互いに包み合う形となる。その腕もその背も、どこか細く頼りない。情熱的な想いを持つ彼女がこんなにも華奢な体をしていることに今さらながら驚き、守りたいという気持がこみあげてくる。


「つき合うなら、俺は相手のすべてを知りたい」


　背に回していた手を動かし、胸を這わせる。


「あっ……」


　恥じらいと喜びの入り混じった声。複雑な感情をたった一言で伝える響き。


「いい声じゃないか。さっきの練習より、ずっとな」


　俺は彼女の柔らかい胸を丹念な指の動きでほぐし続け、何度も喘ぎ声を出させた。


「ねぇ……お願い。胸は充分だから……早く……」


　喘がせすぎたのか、声に混じる喜びが減っていた。さらにいい声を出させるにはもっと気持よくなるところを責めなくてはならないだろう。俺はこのまま練習につき合うことにした。恋人の頼みなのだから、仕方ない。


　胸に這わせていた手をスカートの下にすべらせると、ゆっくりと足を押し広げていった──。












　律が朝方ぼくの部屋に来て、今日一日クラスのみんなは音楽棟とうで合唱の練習だと教えてくれた。休日である土曜を潰つぶしてまで練習してくれるのはありがたいが、いまだ作詞の進まないぼくにとってそれは大きなプレッシャーだった。


　鳴唐さんから借りている携けい帯たいレコーダーを手に取り再生ボタンを押す。そこから流れる曲はぼくに苦い喧けん嘩かの記き憶おくを思い出させてやまない。


　……駄目だ。こんな状態じゃ歌詞なんて作れない。考えをまとめられず焦あせりだけが募つのった。


　ふと、昨日のことを思い出す。もし来夏がクラリネットを渡わたしてくれていれば、鳴唐さんなら体調不良だったとしても自室で練習するかもしれない。その音は寮の外にいたとしても聞こえてくるはずだ。そう思うと確かめずにはいられなくなり、部屋を出てまず中庭へ向かった。庭を囲むようにして植えられている木々に身を潜ひそめ、女子寮に一番近い所まで近づく。


　クラリネットの音を聞き逃すまいと集中したが、聞こえてくるのは鳥のさえずりや草木の揺ゆれる音ばかりであった。


「ずいぶん捜さがしたぞ。おかげで昼飯は食えないな」


　振り返ると、いつの間にか後ろに来夏がいた。


「男子にお前を呼んでくるよう頼んだが、部屋にいなかったんでな」


「ごめん。もしかしたらクラリネットの音が聞こえるかもしれないと思って」


「それはないだろう。あのクラリネット、昨日のうちに鳴唐の部屋の前で声がけして置いておいたが、今朝見たら扉の前にそのまま放置されてたよ」


「そっか……。わざわざありがとう」


「しかしお前も相変わらずというか、こんな所から女子寮を眺ながめるなんてやはりのぞき趣しゆ味みでもあるように思うのだが」


「そんなわけないだろ！　どうしてぼくを変態にしたがるんだよ！」


「あんな極エロの小説、まともな神経で書けるとは思えなかったんでな。お前の想像力には感心するよ。どうも私も視線で犯おかされた形けい跡せきがあるしな。お前のあの描びよう写しやを読むのはさすがの私もかなりの勇気が──」


「まさか読んだの!?」


「当り前だろ。被ひ写しや体たいのことも知らずに適当な写真を撮るほど私は失礼じゃない。お前が私を紙上で好き放題にした描写も……その……きっちり読んでおいたぞ」


　来夏は頰ほおを赤く染めながらも、やけに偉えらそうに胸を張っていた。


　……意外とエッチなことが恥ずかしいのか？　普ふ段だんの行動が無茶苦茶なせいか、そういう女の子らしい一面があることすら想像していなかった。それに恥ずかしいなら恥ずかしいで、写真のためだからといって無理して読まなくてもいいと思うのだが……。


　彼女はぼくの表情をどう勘かん違ちがいしたのだろう。考えるようにしてカメラの話を続けた。


「カメラで一いつ瞬しゆんを切り取るということは、その一点にすべてが集約されていなければならない。狙ねらい撮るとはそういうものなんだ」


「美しければいいとか、もっと感覚的なものだと思ってたよ」


「ポルノグラフィーを書いてるくせにお前はどうも芸術に対して認にん識しきが甘い気がするぞ。同じ笑え顔がおを撮るにしたって笑うに至る過程が違ちがえば写る意味も変わってくるだろ。おかしくて笑った顔より人を陥おとしいれたときの笑みに私はアートを感じる。被写体に見る者を虜とりこにする過去でもあればなおさらだ。そういう意味でお前の写真は最高のできだったんだが──」


　男を押し倒たおしつつ、百合ゆりの女から自分の原げん稿こうを叩きつけられるポルノ作家……。言われてみれば凄すさまじい構図だ。まるでぼくが稀き代たいの糞くそ野や郎ろうみたいだ。というか来夏はそのときぼくを糞ふん尿によう野郎と言って狂きよう喜きしていた。……なんだろう、妙みように腹が立ってきたんだが。


「お前ならまた醜しゆう態たいをさらしてくれることだろう。そこらへんは信しん頼らいしているからな」


「するな！」


　来夏はぼくの突っこみを無視し、中庭の向かいを歩くクラスメートたちに目をやる。


「そろそろ合唱の練習が始まるようなんでな。借りは返したから失礼するぞ」


「わざわざありがとう。クラリネット伴ばん奏そうだともっといい曲になったんだけど、あきらめるしかなさそうだね」


　その言葉に、去りかけていた来夏の足が止まる。彼女はこちらを振り返り、底意地の悪い笑みを浮うかべた。


「お前も中々性格が悪い。みんなのために吹ふいてくれだなんて、鳴唐の過去を思えば無む理り強じいできる奴なんてそういないぞ。表現のために手段を選ばない姿勢はさすがだな」


「ちょっ……過去ってなんだよ!?」


「まさか知らずに頼んでたのか。ネットで大々的にさらされてるぞ。中学生のときに招かれたプロオーケストラの公演で、担当していたソロパートをまったく吹ふけなかったんだと。技術的な問題というより精神的な問題らしいんだが、どちらにしたって学芸会じゃないんだからまずいよなぁ。本人も相当ショックだったらしくて、それ以来ずっと不登校してたらしい」


　──みんなのために吹けない音になんの意味があるっていうんだ！


　ぼくは、なんてひどいことを言ってしまったのだろう。そのみんなが自分に押しつけるからと、鳴唐さんは声を荒あらげて音楽棟から出ていった。オーケストラの公演が失敗した原因も、かたくなにひとりを貫つらぬく原因も、きっとそこにある。彼女がもっとも触ふれられたくない思い出。人生で一番後こう悔かいしているであろう過去。ぼくはなにも知らずにそこを突つき、必死で立ち直ろうとしている彼女の歩みを踏ふみにじった。


「今では誘さそってくれるオーケストラもないらしい。ソリストになろうにも、一度ついた汚お点てんはちょっとやそっとじゃ消えないだろうしな」


　来夏はふさぎこむぼくに目を向けたが、それ以上なにかを口にすることはなかった。


「なんてこと言っちゃったんだ……」


　ぼくが鳴唐さんにぶつけた言葉。謝ればすむものなのだろうか。そんな単純なことですむならいくらでも謝ってしまいたかった。しかし、それはただの自己満足で終わってしまうだろう。彼女の傷が癒いえるわけではない。ぼくは治り始めていた傷口をまた広げてしまったのだから。


　──詩うた。詩うたに託たくそう。直感的に、そう思った。




９　やっぱりこの学園、無茶苦茶だ







　十五人近くいるとさすがに廊ろう下かいっぱいになってしまった。誰だれか通らないうちに早く終わらせないとひどく迷めい惑わくをかけそうだ。こんな所で合唱する時点ですでに相当な迷惑をかけているだろうが……。


　ぼくはみんなの前に立ち、腕がよく見えるよう高くあげて背せ伸のびをする。付つけ焼やき刃ばだが正確さを心がけ、腕を振ってテンポを刻み指揮を始めた。


「「──ラララララララララ──」」


　練習期間はたいしてとれなかったが、みんな様になっている。これなら合唱としての体てい裁さいは整いそうだ。


　やがて歌が終わると、ぼくは指揮のため背にしていた扉へ向き直る。


「あと少しで歌詞ができるんだけど、今はこれで許して欲しい。でも聞こえただろ？　きみの作った曲だよ、鳴唐さん」


　そう、ここは女子寮りよう。決戦を明日にひかえ、みんなで鳴唐さんの説得にやってきた。この学園に来る前のぼくだったらちっぽけな自分の常識だけ押しつけて鳴唐さんの想おもいを汲くみ取ることができなかっただろう。





　──閃ひらめきを信じろ


　──感性を信じろ


　──我が道をゆけ





　無茶苦く茶ちやな校訓を掲かかげているようにも見えるこの学園、実はぼくたちのことを考えたうえでつくられていると気づいた。ぼくたちはきっと、自分でもわからないうちに周りの人たちからいろんなことを決めつけられ、それを常識として受け取っていたのかもしれない。


「鳴唐さんには鳴唐さんのやり方があっていいと思う。だけど閃学園に来たのは、同じ失敗を繰くり返すためじゃないんだろ」


　ぼくはそこで一いつ旦たん言葉を切り、つばを飲みこむ。不登校をやめて新しい生活に飛びこんできた彼女の人生。良くも悪くも次の一言が左右するかもしれないと考えると、プレッシャーで胃がきりきりしてくる。それでもぼくはあえて口を開き、想いをぶつけた。


「ぼくも必ず詩うたを間に合わせる。だから──伴奏してくれ。明日、待ってるから」


　これがぼくなりに考え抜ぬいて出した答だ。合唱パートに参加してもらって少しずつ団体行動に慣れてもらおうかとも考えた。しかしそれはクラリネットの天才としてこの学園にいる彼女に対してあまりに失礼だ。彼女には天才として、その力を堂々と発揮して欲しかった。


「これでいいのか」


　みんなの列から出てきた律が、そっとささやく。喉のどが渇かわききっていてうまく声を出せなかったが、頷うなずくことでなんとか返答するとみんなが帰り始める。ここが女子寮ということもあり、女の子たちはそのまま自室へ行き男子は寮の出口へと向かった。


　守衛さんに連れられて出ていく男子を見ていると、亜希先生がぼくの隣となりに来る。先生は休日だったが事情を説明して無理に出てきてもらった。ぼくたちだけでは守衛さんが女子寮に通してくれなかったのだ。


「これって失敗しちゃうと私の責任問題になっちゃったりもするのよ」


「……すみません」


「馬ば鹿かね。私も賛成だってことよ」


　先生は思いっきりぼくの背中を叩たたいてきた。


「早く出ていきなさい。のぞきは許さないからね！」


　そう言って笑う先生は、責任問題のことなど微み塵じんも気にしていないようだった。


　他ほかの男子とはぐれないよう慌あわてて走ると、廊下の脇わきを歩いていた来夏を追い越こす。そばを通り過ぎる瞬間、彼女はぼくの写真を何枚か撮とった。


「なにするんだよ！」


「腐くされポルノ作家が天才音楽家に引導を渡して逃にげる瞬間だ。撮らないわけないだろ」


「そんなことにはならないよ」


「まったくお前は飽あきない奴やつだな。さっき鳴唐に言ったこと、昨日へこんでた男が言う台詞せりふじゃなかったぞ」


　来夏は口の端はしを上げると、先を進む男子たちを指した。


「撮るものは撮った。もう行っていいぞ」


「無む駄だ撮りになることを祈いのるよ」


　ぼくは鳴唐さんの部屋を見た。扉の前にはまだクラリネットが置かれたままだ。こんなに長い間吹かれなかったことは初めてではないだろうか。息い吹ぶきの通う楽器。スポットライトを浴びて響く機会を奪うばわれている。ぼくは彼女の音を晴れ舞ぶ台たいで聞きたかった。それだけの音を生み出していると思った。


「明日、待ってるから」


　つぶやくと、ぼくは鳴唐さんの部屋に背を向けた。








「準備はいいわね？」


　教きよう壇だんからクラスを見み渡わたす亜希先生に、みんなが頷く。


「あなたたちの閃き、証明してきなさい！」


「「おぉ!!」」


　クラス中からわき起こる大音声。その勢いのままみんな一いつ斉せいに教室を出て体育館へと向かう。


　ぼくもみんなに遅おくれないよう席を立つと、窓から見える麓ふもとの街に目がとまった。あそこの桜はもうずいぶん散ってしまったことだろう。思えば入学式当日、徹てつ夜やで原稿を仕上げてそのまま地元を出てきたのだ。学園生活や自分の将来に漠ばく然ぜんと感じていた不安──。だがこのでたらめな学園で受けた衝しよう撃げきはそんなものを軽く吹き飛ばすほど大きかった。


「ウィーン、行けるといいな」


　みんなと一いつ緒しよに教室を出たはずの律が、いつの間にか戻もどってきていた。ぼくの隣にたたずみ、同じように麓を見つめている。


　彼がいなければぼくらが優勝争いに残ることはできなかっただろう。頭のキレにも数学の才能にも助けられた。


「みんながんばったから結果はどっちでもいいって言いたいけど、ぼく、やっぱり勝ちたいよ。勝つために必死で駆かけ回ったんだからさ」


「その切札になるのがあの歌詞ってわけか」


「あれ……大だい丈じよう夫ぶだった？」


「僕はいいと思うよ。高い芸術性があるじゃないか。それに、勝ちたいのは丈途だけじゃないんだ。僕も……みんなだってそう思ってるさ」


「最初は冷めた印象の人が多かったから、仲良くなれるか心配だったよ。でもそれってぼくの勘違いだったみたいだ」


「冷めてたと思うよ。きっとみんな同じさ。今まで周りに期待できなかったんじゃないかな。期待されるばかりで、なんでも正直に話せる相手なんていなかったんだよ。僕も──」


　律は窓の外を見つめたまま言葉を止めた。麓の先、少し前まで暮らしていた地元を思ったのだろうか。ぼくは茶ちや化かすように顔をのぞきこみ「数学的価値観のせいで苦労した？」と笑う。


「筋を通して説明しているだけなのに冷血漢と思われるのは心外だ。でもいいのさ。今はもう馬鹿みたいな話ができる奴だっている」


　窓から視線を外した律は、ぼくの瞳ひとみをじっと見つめる。


　彼のおかげでこの学園生活が充じゆう実じつしたものになっていることは確かだ。


「律、これからもよろしくな」


　ぼくが手を差し出そうとしたそのとき、いきなり怒ど声せいが響ひびいてきた。


「もうすぐ大会が始まるわよ！　あんたたちが遅れたせいで先せん輩ぱいに怒おこられたくないからね！」


　教室の入口で蘭がポニーテールを揺らしてこちらを睨にらんでいる。彼女が本気で苛いら立だっているのはわかったが、ぼくと律は突とつ然ぜんのことでなぜか吹き出してしまった。


「ほんっと男ってだらしないわね。さっさと行くわよ！」


　蘭は気づいているのだろうか。大会など眼中になかったはずなのにいつの間にか本気になっている自分に。その変わりようが頼たのもしく、黙だまって彼女に従い教室を後にする。


「僕らを本気にさせたのは、丈途。お前なんだぜ」








「さぁ～ついにきましたよぉ。オリエンテーション大会の最終ラウンドでぇす♪」


「今日の審しん査さ員は絶望的なまでに音感のない猛者もさばっかり集めたぜ。よかったな。お前らがどんなに音おん痴ちでもごまかせるぞ！」


「逆に言うと、正確に歌ったところで音痴と変わらないのよねぇ～」


　先輩たちは言葉の余よ韻いんが残る中、こちらをひとしきり見渡した。本当にただの合唱で馬鹿正直に勝負を挑いどむクラスがないか見定めようとしたのだろう。だが、戦いも四回目となればみんなこの学園の流りゆう儀ぎは心得ている。それに、廻先輩からの思わぬヒントもあった。


「──いい面つら構がまえだ。どうやらお前らもわかってきたようだな」


「つまんなぁい。せっかく普通っぽいお題にしたのにぃ。っていうか絶対に廻ちゃんのせいでばれたのよぉ～」


「違ちがいますって。こいつらも学習したんですよ。俺のせいじゃないですって！」


「なんかすっごくむかついてきたから、絵返して」


「……え？」


「そんなダジャレいらないから、返して」


「……」


　廻先輩はいきなりこちらを向くと、はつらつとした声を上げる。


「さっそく発表を始めてもらうぞ。決戦は今までにない順番ってことで──三組・一組・二組だ。全組の出し物が終わった後、審査員がひとりずつ一番気に入ったクラスをあげる。票をより多く集めたクラスが優勝だからな！」


「か・え・し・てー！」


　もはや司会のふたりを無視して大会を進めるしかなさそうだった。


　絶望的なまでに音感がないと紹しよう介かいされた審査員たちも司会を放ほうって勝手に体育館へと入場し、ステージ下に用意してあった席に進んでいる。審査員の構成は二回戦のときと同じく男女ともに五人ずつの計十人だった。全員が座り終わるまで待っていると、近くにいた成樹が話しかけてくる。


「審査員に音感がないとはこれまた幸い。うちは観みる出し物でしてね」


「知ってるよ。ミュージカルだろ」


「そちらは普ふ通つうに合唱の練習をされていたようですが、なにか秘策でも？　しかし三組といえば音楽系の才能は鳴唐吹音さんだけのはず。なぜかこの場にいないようですし……これではまるで才能合唱の意味がありませんね。謡江さんに頼りきりの二組なんてその最たる例ですけど」


　成樹はもう優勝でもしたかのように高笑いしていた。


　三組の出し物は正確に言えば創作合唱である。しかし曲の完成度が低ければ普通に合唱するよりひどいかもしれない。審査員に音感がないのならぼくの詩うたが心に響くかどうかが勝負を決める。歌詞を変えるつもりはないし直す時間もない。すべてはみんなの表現力と──伴ばん奏そうが導く世界観にかかっていた。


　ぼくは思わず蘭に視線を送る。最初の発表に選ばれてしまったため、もう鳴唐さんを待つ余よ裕ゆうがなくなってしまった。このままでは蘭のピアノ伴奏に頼たよることになる。彼女のピアノが下手なわけではないが決め手に欠けることは否いなめなかった。


　ぼくの様子を見ていた蘭は心の内を見み透すかしたように鼻を鳴らす。それから少し何事か考えていたが、やがて意を決したようにこちらへ向かって歩いてきた。


「丈途。なんで吹音ちゃんに伴奏して欲しかったわけ」


「それは鳴唐さんに勇気を出して欲しかったし、クラリネットがこの曲に合ってるって──」


「そういう建前を聞いてるんじゃなくて、なんで吹音ちゃんにこだわるのかって聞いてるの」


　ぼくが彼女にこだわっている……。そうなのかもしれない。心に大きな傷を抱かかえる鳴唐さんにあそこまでして伴奏を頼むなんて我ながらどうかしている。ぼくの心の深い部分でどうしても鳴唐さんでなければ駄だ目めな理由があったのだ。きっとそれは──。


「鳴唐さんの音が、好きなんだ」


　一いつ拍ぱく遅おくれて、辺りに轟ごう音おんが鳴り響いた。


「鳴唐さんの音が、好きなんだぁぁ」


「鳴唐さんの音が、好きなんだぁぁ」


「鳴唐さんの音が、好きなんだぁぁ」


　──えぇぇ!?　なんか山びこまで起きてるし！　っていうかこれ、ぼくの声じゃないか!!


　校内放送用のスピーカーすべてから出たとおぼしき大音量に、体育館のみんなもざわつく。


「鳴唐って誰だれだよ？」


「音がどうって、音楽系の人？」


「っていうかこれ告白か？」


　蘭を見ると、手にマイクを持ったまま目だけで笑っていた。まさか今の放送──。


「あら、混線でもしちゃったのかしらねぇ」


「なんで……なんで蘭がマイクなんて持ってるんだ！」


「そこに落ちてたのよ」


「どうしてそのマイクで校内放送が流れるんだ！」


「混線でしょ。無線通信じゃよくあることじゃない」


　そう言いながらも必死に笑いをこらえつつマイクをポケットにしまう蘭は、どう見ても確信犯であった。


「おい丈途!!」


　ステージ上から廻先せん輩ぱいがこちらを睨んでいた。蘭はぼくが先輩に気を取られた一いつ瞬しゆんの隙すきに逃げ、女の子たちのグループに隠かくれてしまう。


「今の放送、どう考えてもお前の声だよな」


「は、はい」


「今度はなにを企たくらんでるんだ」


「そんな、企むだなんて……」


「っていうか好きってなんだ。鳴唐って誰だ」


「いやぁそれは色々と事情がありまして……その……」


　廻先輩がぼくをさらに質問攻ぜめにしようとしたとき、横にいた牡丹先輩がそれを遮さえぎって絵の話をぶり返してきた。おかげで助かったが、司会の職務放ほう棄きとさきほどの校内放送のせいで周りは完全に秩ちつ序じよを失っている。


　騒そう々ぞうしい状態がしばらく続いていると、体育館に駆けこむ人ひと影かげが視界をかすめた。見ると、そこには髪かみの色より真っ赤に顔を染めた鳴唐さんがいるではないか。息をきらせているが顔が赤い理由はそれだけではないだろう。その証しよう拠こに──。


「さっきの放送……」


　彼女はそこで言葉を濁にごしてさらに赤くなってしまった。それを見たぼくも近きん隣りんの山々に反はん響きようした自分の発言を思い出し、急に顔がほてってくる。


「吹音、練習さぼっちゃったから、きっとうまく弾けないよ」


　彼女の手にはクラリネットのケースが握にぎられていた。ついに決心してくれたのだ。この合唱のために、ぼくたちのために、なにより自分自身のために。


「微び妙みような感覚とか繊せん細さいな筋肉とか、衰おとろえちゃってる？」


「たぶん」


「でもそれって十二日分だろ」


「四日吹いてないから……そうかも」


「鳴唐さんは幼い頃ころからずっとクラリネットを練習してきたんだ。何千日分もあるうちからたった十二日分引いたからってどうだっていうんだよ」


「どうだって言われても……十二日分だと入学してちょっと経たったくらい？」


「なら大丈夫さ。この学園は天才じゃなきゃ入学できないんだ。十二日分衰えても鳴唐さんはまだ天才じゃないか」


「……なんかその言い方、変」


「いいんだよ。計算だとそうなるんだからさ」


　ぼくは周りに集まっていたクラスメートの中から律を捜さがし、確かく認にんするように視線を送る。彼はなぜか面おも白しろくなさそうにこちらを見つめて口を曲げていた。


「ふん。どうだかな。人間相手の計算は不確定要素が──」


　蘭が律の頭をいきなり叩く。不意の衝撃にうずくまる彼をよそに蘭が話を引き継ついだ。


「律もそうなるって言ってるわ。あたしは合唱パートで楽させてもらうから！」


　鳴唐さんを見ると、彼女は意を決したように頷いてクラリネットを組み立て始めた。なにやら律と蘭が言い争っているような声が聞こえるが、気のせいだと思うことにする。


「誰のために弾ひいたっていいさ。だけど、絶対にみんなで楽しもう」


「うんっ！」


　ぼくと鳴唐さんが前に向かうと、三組のみんながそれに続いて歩き出す。ステージ上に全員が並び終わる頃には、司会の先輩たちも喧けん嘩かをやめて脇でこちらを眺ながめていた。


　ぼくはみんなの準備が整ったことを確認し、鳴唐さんに目をやる。彼女の前にはなぜか楽がく譜ふがなかった。忘れたのかと思って焦あせったが、堂々と立つ彼女の姿を見てすぐに自分の間ま違ちがいに気づく。覚えているのだ。しかも、ピアノ伴奏として作ったあの曲をクラリネット用に変えて。


　指し揮きを振ふり始めると体育館にクラリネットの伴奏が響き出す。息吹で奏かなでる素そ朴ぼくで温かな音。曲にこめられた悲しげな余韻。ぼくはその世界観を壊こわさないよう気をつけ、それでも伝えたかった希望を詩うたに託たくした。さぁみんな。練習の成果を見せるときだ。あの詩うたでここに感動の渦うずを巻き起こそうじゃないか──。


　──。


　────。


　────あれ？


　辺りには鳴唐さんの伴奏だけが流れ、いつまで経っても歌が聞こえてこない。


　こ、これはまずい。


「──チューニング終しゆう了りよう！」


　ぼくは内心の動どう揺ようを隠し、一いつ旦たん指揮をやめた。


「は!?　今、明らかに始まってただろ!!」


　廻先輩がすかさず突つっこんでくる。ぼくだって始めたつもりだった。一体なにが起こったというのだ。とにかくうまくごまかさないと負けてしまう……。


「お前らまた大会の邪じや魔まをする気だな。まったく今年の三組は本当に──」


「廻先輩！　彼女はクラリネットの天才なんです！　天才を常識で計らないでください！」


「ふざけるな!!　って、いや、それはまぁ……確かにそうだが……」


[image: ]


　ぼくの強ごう引いんな言訳が意外に効いている。この学園の先輩たちもずいぶん変わった人が多いし、ある意味説得力があるのかもしれない。よし！　この論理で徹てつ底ていして攻せめよう！


「先輩だって天才だからわかるでしょ。みんな自分なりのやり方ってやつがあるんですよ。天才が凡ぼん人じんと同じことをするわけないじゃないですか。まさかこの閃学園の先輩がそんな単純なことわからないわけないですよね？」


「あ……当り前だ。いいからさっさと始めろ。お前らいっつもごたごたしすぎなんだよ」


　ぼくは頷うなずくと、冷ひや汗あせを拭ぬぐいつつステージ中央にみんなを集めて緊きん急きゆう会議を開いた。


「どうして歌わないんだよ！　あんなに一いつ所しよ懸けん命めいに練習してたじゃないか！」


　みんな黙りこんだまま、なにも言わない。


「ここまできて不戦敗するつもりか！」


「……歌詞が……」


　誰だれかがぼそりとつぶやく。……歌詞？


　みんなを見回すとどうも全員同じ意見らしく、恥はずかしそうにうつむいたまま否定をしない。


「おい、律！　ぼくの歌詞を誉ほめてたじゃないか！」


「……すまん。誰も歌い出さなかったんで、自分から声を出す勇気が……」


「はぁ？　子供みたいなこと言ってんじゃないぞ！　しっかり歌ってくれよ！」


　ぼくの怒声に抗こう議ぎするように、クラスメートの間で煮にえ切らない声が上がる。


「さっきまではテンション上がってたからよかったけどさ、ステージに上がっていざ歌うとなるとさすがになぁ……」


「昼休みの終わりにいきなり歌詞を渡わたして……あれじゃ心の準備なんてする暇ひまないだろ」


「そうよ、反則だわ。狙ねらってギリギリに渡したんじゃないの？」


　今まで団結してがんばってきたのに、よりによってこのタイミングでよまい言とは──。


「もういい！　土ど壇たん場ばで弱気になるなんて、みんな天才としてのプライドがないのか！　まずはぼくが歌う。それならいいんだろ。輪唱に変へん更こうだ！」


「早まるな丈途！　あの歌を輪唱するだなんて──」


　律の制止もぼくにはよまい言のひとつにしか聞こえない。ぼうっと事態を見守っていた鳴唐さんの方を向き、声を張り上げた。


「ぼくに続いてソプラノからアルト、テノール、バスの順だから。伴奏よろしく！」


　鳴唐さんがクラリネットを構えると同時にさっさと指揮を振り出した。みんなに見せつけるかのようにぼくは大きな声で歌を始める。





　漏もれる吐と息いきと汗あせ　受け止めようと体を重ねた


　どこにいるの？　熱い肌はだが心を隠して


　這はわせた舌は傷口をなぞり　上げる声に気づけなかった


　悲しいくらい刻む律動　ただ溺おぼれて求め続け


　温かなきみの笑え顔がお　いつの間にか忘れてしまう


　あの吐息をもう一度　重ねた熱で奏で合えたら


　あの吐息をもう一度　明くることなく抱だき続けよう





　──ぼくの情熱に動かされたのか、みんな気持いいくらいの大声で輪唱していた。やればできるじゃないか。ちょっとやけ気味な感はあるが、恥じらいの表情も忘れていない。素す晴ばらしい感情表現だ。これこそまさに、ポルノグラフィー。性にただのエロ以上の複雑な人間心理を投とう影えいする、芸術。


　合唱が終わると、辺りから拍はく手しゆがわき起こった。絶望的なまでに音感がないと言われた審査員たちも手を叩たたいている。まだ素す直なおに涙なみだするのが恥ずかしい年とし頃ごろなのか、みんなやけにこちらから視線をそらしているところが初心うぶだ。


　ぼくらはすべてを出しきった。もう、後こう悔かいはない。ステージからおりるとみんな精せい根こん尽つき果てたかのように座りこんでしまった。


「誰だよ……あいつに作詞任せた奴やつ……」


　クラスの誰かがつぶやいていたが、賞賛の言葉なら優勝した後に聞こうと思い、微笑ほほえみだけそっと向けておく。


　続いて始まった一組の発表は、少年がファンタジー世界を旅するミュージカルだった。ぼくの記き憶おくが正しければ成樹が子役時代に主役を演じたことのある作品だ。この大会用に再編してあったが、元々完成しているものなのでストーリーや演出は抜ばつ群ぐんによかった。ミュージカルのため歌と踊おどりと演技を覚えなければならず大たい抵ていの者は練習不足に見えたが、主演していた本人が出ているのですべてのマイナスを帳消しにするほどの勢いがあった。成樹が自信満々なだけあって審しん査さ員もだいぶ楽しんで観みていたようだ。


　一組の発表が終わると、最後は二組の番となる。たとえ審査員に音感がなかろうと謡江ならその表現力で曲を伝えきるだろう。大会直前まで風邪かぜをこじらせて練習などできていないはずなのに、彼女はなんの気負いもなくいつも通りの姿でステージに立っていた。


　謡江のバックにクラスメートたちが並ぶと陽気なアップテンポの曲が流れてくる。謡江は体全体で軽くリズムを刻みつつ、マイクを口へと近づけた。


　──直後、キメラ合成獣の遠とお吠ぼえとまがう高周波が体育館を襲おそう。驚おどろいて辺りを見回すぼくをよそに、そばにいた律は耳を押さえながらこちらに口を寄せる。


「謡江ってさ、アップテンポだと急に超ちよう越えつ的音おん痴ちになるんだ」


　異常な高周波の中、なんとか律の声が聞き取れた。超越的、とは人外という意味だろうか。しかしこれは酷ひどい。最新の音楽機材を使って全力で音を作りかえてもごまかせるレベルじゃない。


「バラードしか歌えないんじゃ、ちょっと売り出し方に困るだろ。謡江って中学の頃までは見た目も幼かったし、なおさらね。でもここまで成長すれば──」


　バラード一本でも勝負できるってことか。むしろ、バラード以外歌わないでくれ。まさか二組のメンバーがこのことを知っていてアップテンポを選んだとも思えないし、本人が風邪をひいていたので知らずにやってしまったのだろう。お互たがいを知らぬ新入生ゆえの落し穴だった。


　二組はあのひどい歌にもかかわらず一部の審査員には異常に好評だった。──顔か。アイドル並にかわいい謡江だ。絶望的なまでに音感のない審査員たちにとってはさぞいい目の保養になったことだろう。


　すべての発表が終わり、司会の先せん輩ぱいたちはステージの脇わきから中央へ進もうとする。その先輩たちの反対側から颯さつ爽そうと紋もん付つき袴はかまをなびかせ、校長が現れた。


「あ～水墨校長。おひさしぶりです☆」


「今から票を数えちゃいますんで、もうちょっとだけ時間をもらえますか」


「牡丹くん。廻くん。司会、よくがんばってくれたね。今年の一年生をずっと見てきたふたりには、最後に審査員として票を入れて欲しいのだよ。ここからは私が司会を務めよう」


　先輩たちはその言葉に驚いていたが「水墨校長の頼たのみじゃ仕方ないわねぇ」と牡丹先輩が折れたことで話が決まった。ふたりとも審査員のそばまで進み、ステージ中央には校長が立つ。


「諸君。よくぞ今まで戦い抜ぬいた。閃きは信じたか？　感性は信じたか？　我が道はゆけたか？　そして──力は合わせたか？」


　我が道をゆくことと力を合わせることは一見相あい容いれないことのように思える。我の強いこの学園の生徒ならなおさらだ。だが、違ちがった。


「大会のはじめに掲かかげた『和』の言葉通り、よくがんばったね」


　そうだ。ぼくらは力を合わせていた。一いつ緒しよになにかを目指すことで、自分ひとりでは到とう底ていできないこともやってのけた。


「それでは審査を始める！」


　クラス名が記されたプレートを審査員たちが一いつ斉せいにあげる。





　一組、四票。


　二組、三票。


　三組、三票。





　……そんな。一組の票が一番多い。ぼくたちもしかして……。


「きみたちはどの組に入れるのかね」


　校長の言葉ではっとなった。票の合計はまだ十。元々の審査員たちしか評価を出していない。新たに審査員に加わった司会の先輩たちが、まだ残っている。


「う～ん。決めてはいるんだけど、なんか癪しやくなのよねぇ」


「あいつらずっと態度悪かったですからね」


「あたしたちさえ審査員にならなきゃ泣いて悔くやしがる姿を見れたのになぁ～」


「でも、感性に噓うそはつけませんから」


　そう言って先輩たちが掲げたプレートはどちらも──三組。


「クラス対たい抗こうオリエンテーション大会、優勝は三組に決定！」


　水墨校長の言葉でクラスメートたちが歓かん声せいを上げる。


「やったな！　丈途！」


　今まで見せたことのない、感情を明けっ広げにした律の笑え顔がお。ぼくたち、本当に勝ったんだ。彼はぼくに飛びつくと、審査員の掲げる三組のプレートを指差し歓喜の声を上げていた。ぼくはまだ信じられず、プレートを何度も数えてしまう。


「二組は論外として、一組ってパクリでしょ。オリジナルで勝負した三組はアートに挑ちよう戦せん的な歌詞だったし、なにより伴ばん奏そうがすっごくよかったしぃ[image: ]」


　講評する牡丹先輩に対し、成樹はあきらめ悪く「オマージュです！」と叫さけんでいた。オマージュなら原作に斬ざん新しんなアイデアを盛りこまなければならない。再構成しただけの一組はパクリといえばパクリであろう。


「おい、丈途！　あんまりべたべたするんじゃねぇよ！」


　律と勝利の喜びをわかちあっていたところへ、廻先輩が来ていきなりぼくを突き飛ばす。


「いや……べたべたって言うか……」


　よろけながらも喋しやべるぼくを先輩は完全に無視し、律と大会の思い出話を始めている。律にとっては嫌いやな先輩だったはずだが、ふたりのわだかまりはいつの間にかとけているようだった。


　──そうだ、鳴唐さんにお礼を言わなきゃ。彼女が一歩踏ふみ出した勇気と、その先の優勝。こんなに嬉うれしいことはなかった。


　首くびを巡めぐらせて捜すと、クラスメートたちから少し離はなれた所に立つ鳴唐さんを見つける。みんなが喜びにわく姿を見て戸と惑まどっているようだった。ぼくは勝利の立役者を称たたえるため走り出す。


　彼女の近くまで行き声をかけようとしたそのとき、ぼくはまたしても何者かに突き飛ばされてしまった。


「っつ……」


　走っていたので思いっきりバランスを崩くずし、転てん倒とうして全身を打ちつけてしまう。苦痛に顔を歪ゆがませながらもなんとか上体だけ起こすと、目の前に意地の悪い笑みを浮うかべた蘭がいた。


「丈途、なんで黙だまってたのよ。吹音ちゃんのクラリネットがあんなに素す敵てきだなんて聞いてないわよ。今までひとり占じめして、ほんっとずるい男ね」


　ぼくは何度もみんなに鳴唐さんの音の素す晴ばらしさを説いたはずだが、音楽は結局のところ聞かなければわからない。鳴唐さんの演奏は蘭の心にも届いたということだろう。


「あたし、恋れん愛あいに手は抜かないから」


　蘭はそう言うと転がっているぼくを蹴け飛とばしてさらに転がし、鳴唐さんとは逆方向にやる。


　……え!?　まさか蘭、鳴唐さんのことが……鳴唐さんが、弾だん丸がんタッチの餌え食じきに……。


「ほんと、いい音を出す子ですねぇ」


　転がり終えてうめくぼくのそばで、成樹が呆ほうけたように口を開いていた。負けたショックでおかしくなってしまったのだろうか。千の仮面を持つ少年と呼ばれていただけあって元の人格がよくわからない彼は、どこまで演技なのかいちいち考えなくてはいけないので面めん倒どう臭くさい。


「あたし、誰だれでラブラブシーンを書いてもらうか決めたわよぉ[image: ]」


　ぼくが起き上がろうとすると、牡丹先せん輩ぱいが駆かけてきてどこかを指差す。視線で指の先を追うとそこには……鳴唐さんがいた。今日は大人気だ。演奏がよほどよかったらしい。


「いつまでに書いてくれるの♪」


「今しばらくお待ちを。この芥川竹人、必ずや、必ずや貴女あなたを悩のう殺さつしてみせますので」


「早くしてねぇ。あたし、意外と短気かもしれないしぃ」


「はっ。原げん稿こうの締しめ切きりよりなにより優先させて頂きます」


「すっごくハードル上げて期待してるからね☆」


　牡丹先輩は笑顔でぼくを脅おどすと体育館の出口へと向かってしまった。


　やっと周りから人が消えたのでもう一度鳴唐さんにお礼を言いに行こうとすると、今度は謡江が近づいてくる。微び妙みように上うわ目め遣づかいをしながら、どことなく恥じらっていた。


「丈途くん。私、バラードの方が得意なんだ」


　得意もなにも、アップテンポはむしろ殺人的ではないか。


「それでね……もしプロになれたら、大人って感じの曲も歌っていきたいの。その曲の作詞が丈途くんだったら嬉しいなぁって……」


「べつにいいよ。作詞って素人しろうとだけど」


　うまく書けるかどうかわからないが、あの合唱の歌詞を聞いて頼んでいるのだから大だい丈じよう夫ぶだろう。減るものでもないし、構わないと思った。


「本当にいいの？」


「多分ポルノグラフィーになるだろうけど、それでよければね」


「それは……そんなにはっきり口に出さないでよ。私だって恥ずかしいけど、なんていうか、情熱的で文学的な歌詞だったし、丈途くんって凄すごいなぁって──」


　そのとき、体育館の出口へと向かう蘭と鳴唐さんが目に入る。──しまった！　周りが騒さわがしかったせいで、鳴唐さんに蘭の毒どく牙がが迫せまっていたことを忘れていた!!


「吹音ちゃん。今度お部屋に遊びに行ってもいい？」


　蘭はぼくに話すのとはまるで違う猫ねこなで声で喋っていた。鳴唐さんの制服の裾すそを握にぎり、微妙に体を寄せて歩いている。


　慌あわてて追おうとしたが、勝利にわく三組男子がこちらに駆けてきてぼくを囲み、胴どう上あげを始めようとする。ありがたいが今は──。


「ちょっと重いな。お前今度俺と一緒に体操しろ。瘦やせるぞ」


　なぜか三組男子にまじっていた廻先輩がぼくを無造作に持ち、強ごう引いんに胴上げを始めた。


　みんなに上げられる視界の端はしで、こちらを向いて微かすかに笑っている水墨校長が見える。校長は次いで、体育館の出口へと向かう鳴唐さんにも目を向けた……ような気がした。


「どうやら無む駄だ撮どりだったらしいな」


　来夏は首からカメラをさげたまま、ぼくが胴上げされるのをそばで眺ながめていた。普ふ通つうなら今こそシャッターチャンスだというのに、腕うでを組んだまま微び動どうだにしない。


「あっ、鳴唐さん！」


　体育館の出口にさしかかった彼女と、一瞬だけ目が合う。しかし蘭がぼくたちの視線を遮るように間に入り、こちらを見てあざ笑ってきた。


　……やっぱりこの学園、無茶苦く茶ちやだ。






あとがき







　デビュー作の主人公に十五歳のポルノ作家を選んでしまった男、伏見ひろゆきと申します。皆みな様さま、はじめまして。


　私は吉よし行ゆき淳じゆん之の介すけ先生という文ぶん豪ごうをお慕したい申し上げておりまして、その方は赤線地帯（要するに公認売春地帯）を舞ぶ台たいにした作品で芥あくた川がわ賞候補になり、さらに意欲的に性を題材にした作品で芥川賞を受賞し、さらにさらに意欲的に性を題材にした作品でその後も様々な賞を受賞し続けたというもはや神としか言いようのないお方で、読者の皆様にとりあえずエロ面おも白しろいと思って頂ければ満足な私とは比べるべくもない彼方かなたにいらっしゃる大先生ではあるのですが「私も先生と同じく性の力を信じた作品で業界に打って出ます！」と考えると少しはお近づきになれたのだなぁと、吉行先生のファンすべてを敵に回しかねない感かん慨がいにふける日々です。


　主人公がポルノ作家というだけでもアレなのですが、この物語の舞台となる閃ひらめき学園高校の校訓に「我が道をゆけ」とありまして、生徒はそれを体現するかのように己おのれの道を突つき進すすむ感じでかなりアレです。そんな学園でのドタバタを皆様に楽しんで頂ければと思います。


　ちなみにこの本のタイトルの元となっている十五禁マークは旧マークでして、実は今年の五月から「Ｒ15＋」が正式マークとなっております。もし『Ｒ－15』に派生シリーズが出てきたり第二期が開始されたりしたら……タイトルは決・定！


　とはいえシリーズ化などと皮算用をする前に、まずはこの本を出版するにあたりお世話になった皆様へお礼を申し上げたいと思います。スニーカー編集部の皆様。賞の選考委員の皆様。直接顔を合わせる機会のなかった関係者の皆様。本当に、ありがとうございました。


　また、イラストを担当して下さった藤真様におかれましては、私の「太っておらず瘦やせ過ぎない感じで、詳しよう細さいはお任せ致いたします」といった投げっぱなしジャーマンばりの設定からここまで閃学園のみんなを描えがき出して頂き、頭が下がる思いです。


　そしてスニーカー大賞の選考の段階からどうやらお世話になっており、受賞後も出版に至るまでだいぶお世話になってしまった担当編集お姉さまの山口様におかれましては、この小説に鼻血必至のタイトルをつけて頂き私も感かん銘めいで出血多量になる勢いでございます。私のポルノシーンがエロ過ぎるからといって引かず、もしくはセクハラで訴うつたえず、このまま私のハラスメントにおつき合い頂ければ幸い合法です。







伏見　ひろゆき　　
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Rあーる-15じゆうご


ようこそ天てん才さい学がく園えんへ！





伏ふし見みひろゆき
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